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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　序章　ピュティア







　奴やつらがピュティアの前に姿を現わしたのは、正しよう午ごをかなり回った頃ころだった。

　北の街かい道どうをやってきたその男たちは、ピュティアの前の四つ辻つじで六頭立ての荷馬車を停とめ、灰色の乾かわいた土をザリッと踏ふみしめて道の上に下り立った。

　御ぎよ者しや台にいた髭ひげづらの男も含ふくめて、総勢九人。

　南の沿岸都市風の上衣に、短剣と湾刀シミターを差した男が三人。

　両手剣を担かついだアルゴ族らしい色黒の戦士が二人。

　髭づらも含めて残りの連中は、ターバンを頭に巻いて毛け織おりの外がい套とうを羽は織おったアゼラ商人の出いで立たちをしている。だが、ガッシリとしたその体格は、彼らが手形のやりとりで暮らしている人間でないことを明らかにしていた。

「ぬかるなよ」

　頭とう目もく格らしい、髭づらの男が言った。

　ピュティアの存在など目に入っていないらしい。

　男たちは緊きん張ちようした面おも持もちでうなずき合うと、それぞれ別れて行動を開始した。

　アルゴ族と、湾刀の男たちは、道から外はずれて脇わきの茂みに身をひそめる。

　商人の格かつ好こうをした四人は、乗ってきた馬車を横倒しにし、髭づらが仕上げとばかりに前輪の車しや軸じくを斧おので叩たたき折った。

（何してんだろ？）

　ピュティアは枷かせのかかった不自由な首をひねった。

「……つっ！」

　硬直した腰の筋肉に痛みが走る。

「このくそったれの晒さらし台！」

　先日、十四歳の誕たん生じよう日びを迎えたばかりの金きん髪ぱつの少女は、自分を拘こう束そくしている木製の刑けい罰ばつ用具を小声で口くち汚ぎたなく罵ののしった。

　強い意志を秘ひめたエメラルド色の大きな瞳ひとみと、ふっくらとした可愛かわいらしい唇くちびるの持ち主であるピュティアは、ちゃんとした身なりをして黙だまっていれば良家の令れい嬢じように見えないこともない。

　だが、今、彼女の口から漏もれたのは、その容よう姿しとは不釣つり合いな俗語だった。

　優ゆう雅がさで知られるヤーバシア王おう宮きゆうの女官たちなら、少女が並べた形容詞のひとつを聞いただけでも卒そつ倒とうしたに違いない。

　しかし、ピュティアがこうした言葉を吐はきたくなるのも無理はなかった。じつはもうこれで丸二日、彼女は四つ辻の脇に設けられたこの晒し台につながれているのだ。

　晒し台というのは、窃せつ盗とう、売春などの軽犯罪人を公衆の前に晒して罰するための、ごく一般的な刑罰用具である。その構造は簡単だ。二本の杭くいに支えられる横長の厚板があり、その板の、ちょうど腰の高さほどの位置に、蝶ちよう番つがいで開閉できる穴が三つ開いている。真ん中の穴は首、その両脇にあるやや小さめの穴は手首を挟はさむためのものだ。

　ピュティアはこれで首を両手をがっちりと固定され、腰を伸ばすことも、膝ひざをつくことも出来ない半はん端ぱな姿勢で、ずっと晒し者にされていたのだ。

　場所は、城じよう塞さい都市バールベクの街門からほんの少しのところ。

　南北に走る街道と東西に伸びる支道が交差する、交通量の多い四つ辻である。

　街道は、北に行くと少し先でチャンダスの枯かれ木き森に至いたり、それを抜けると十日ほどの行こう程ていでクスタザールに行き着く。南は城塞都市バールベクの新市街にぶつかり、東西の交通はそれぞれ近きん隣りんの寒かん村そんへ通じている。

　少女はこの場所で二日間、旅人や、通りすがりの街の人間たちによって嘲ちよう笑しようされ、罵られ、軽けい蔑べつの視線を投げつけられていた。

　こうした者たちの中には、無論、彼女を助けてやろうなどという慈じ悲ひ心を起こすものはいない。それどころか、罵ば声せいを浴びせる時でさえ、わざわざ彼女の前で足を停める者は一人もいなかった。

　今、目の前にいる連中が、この四つ辻で立ち止まった最初の人間だったのだ。

（なんか怪あやしいけど、見かけじゃ分かんないよね。もしかするとあたしのこと、ここから助けてくれるかも……）

　そう思ったピュティアは、自分を無視して作業を続ける男たちの一人に声をかけた。

「ねえ、ちょっと！」

　だが、馬車に積んであった荷を道にばらまくのに忙いそがしいその男は、少女の方を振り返りもしない。

「ねえ！　ちょっと！　そこのお兄さんってば！」

　諦あきらめずにしつこく話しかけるピュティア。

　やがて、一人が手をとめて彼女の方に顔を向けた。

　例の髭づらの男だ。商人らしい厚い毛織の外套を羽織ってはいるが、顔の下半分をおおう髭と同じブラウンの瞳には、荒々しい殺さつ気きがみなぎっている。

　ピュティアはゴクリと唾つばを吞のんだ。

「……あの、手が空あいたらでいいんだけど……この枷を外してくれないかなあ……って思って……」

　それでも一応は、口ごもりながらも持ちかけてみる。

「…………」

　髭づらは、無言で少女の方に歩み寄ってきた。

「よかった！　やさしい人たちだってわかってたよ、ほんと！」

　ホッとするピュティア。

　だが、髭づらは晒し台の前に立つと、いきなり握にぎったこぶしを振り上げた。

「……えっ？」

　バキッ！　こぶしは少女の柔やわらかな頰ほおに食い込んだ。

　まるで丸太で殴なぐられたようだった。

　予期せぬ一打に、ピュティアの意識は一いつ瞬しゆん遠くなった。

「……うるせえ」

　髭づらは唸うなるような声で吐き捨てた。

「大人おとなしくしてな。さもなきゃ殺すぞ」

「……なんだよ！」

　頰が焼きごてを当てられたように痛む。ピュティアは、血と、奥歯の欠けらの混まじった唾を吐くと、男をにらみつけて喚わめいた。

「ひどいじゃないか！」

「聞こえなかったのか？　黙れと言ったろ、この淫いん売ばいが！」

　ガッ！　今度は耳に鉄てつ拳けんがとんだ。

「……わかったか？」

　髭づらは少女の華きや奢しやな顎あごをつまみ上げ、物分かりの良さそうな声で言った。

　ワンワンという耳鳴りに緑の瞳を潤うるませながらも、ピュティアは苦しそうにうなずくしかなかった。

（……くやしいよ！）

　少女は思ったが、口には出さなかった。口を開けばまた殴られることが、身に染しみて分かったからだ。ただ、心の中で叫さけんで唇を嚙かんだ。

　もっとも、くやしかったのは殴られたことではない。淫売と呼ばれたことだった。

（畜ちく生しよう！　それをやんなかったから、ここにいるんじゃないか！）

　ピュティアは口は悪いし、格好は薄汚いが、風ふ呂ろに入ってきちんとした服を着ることができれば確かに美しい少女だった。

　ことによると、大たい枚まいを叩はたいて手に入れたがる男もいるかも知れない。

　これをうまく利用しようとした街の盗とう賊ぞくの元もと締じめは、彼女に売ばい春しゆんを強要しようとした。

　それを拒こばんだために、ピュティアは散さん々ざん殴なぐられた挙あげ句く、女おんな盗とう賊ぞくとして役人に突き出されたのだ。形だけの短い裁さい判ばんの結果、少女に下された判決は十日間の晒し台の刑だった。

「……うすぎたねえガキだ」

　髭づらは、ピュティアがそれ以上騒がないのを確認すると、馬車の方に戻った。

「そろそろくるはずだ。ぬかるなよ！」

　彼は仲間に呼びかけ、腰に差していた戦せん斧ぷを、地面に転がる荷の間に隠した。

（いったい、こいつら何をする気!?）

　ピュティアは爆発しかける怒りを抑おさえ、この場は黙って観察することにした。

　やがて……。

「きたぞ！」

　茂みの中から低い声。

　優秀な狩人かりうどであるアルゴ族の戦士が、誰かが近づいてくる足音を聞きつけたのだろう。

「よし！」

　髭づらたちは突然、言い争いを始めた。

　荷物の積み過ぎだの、馬車の造りのせいだの、どうやら商人の揉もめごとを装よそおっているらしい。

　そのうちに、ひとつの影が、北のチャンダスの木々の間から現われた。

（あれが、この連中の待っている相手？）

　近づいてくるにつれ、その姿はピュティアの目にもはっきりとしてきた。

　黒い馬に乗った長身の男。

　旅人のようだが、軽装で、鞍くらにも余よ計けいな荷物は何一つ下げていない。

　目ま深ぶかにフードを被かぶっているので、顔も分からない。

　腰に差した長剣の鞘さやも、しなやかな薄手の外套も、その下に身につけている上着、ズボン、手袋、ブーツも、どれをとってもかなりの高級品だ。

　ただ、そのすべてが研みがきぬかれた黒こく曜よう石せきのような深みのある黒色をしていた。

（まるで殺し屋気取り。……やな感じ）

　ピュティアは鼻を鳴らした。

（どうせこいつも、あの髭の親おや爺じと同じたぐいの人間なんだろうけど……でも、ほんとにそうかな？）

　そのうちに、黒衣の男を乗せた馬はピュティアのすぐそばまでやってきた。

　口論を続ける髭の男たちには一べつも与えずに、彼は黒馬を進めたが、晒し台の前を通りすぎる瞬間、その目がふと、少女の方に向いた。

　二人の視線が一瞬、交こう錯さくする。

　ピュティアはこの時、初めて男の顔を見た。

　二十代半なかばだろう。長い黒髪の、やや女性的な、整ととのった顔立ちだ。

　美しさの故ゆえか、それとも性格の表われか、その表情は己おのれから外界のすべてを遮しや断だんしたようなある種の冷れい酷こくさを漂ただよわせている。

　頑かたくなな殻からの内側からわずかながらでも感情をのぞかせているのは、やや青みを帯びた灰色の瞳だけだ。

　ピュティアが驚いたことに、自分を見つめるその灰色の瞳──唯ゆい一いつ彼の感情を読み取れる場所──に、軽けい蔑べつの色はまったく浮かんでいなかった。

　ピュティアは生まれてから今日まで、蔑さげすみの目以外の目で見られた経験はない。幼くして母を亡なくし、盗ぬすみを重ねてひとりで街々を渡って生き続けてきたこの少女には、何ど処こにいても常に、信用ならない人間の屑くず、というレッテルが貼はられていたのだ。

　だが、この男が自分に向けたその瞳は、夏の日の空のように澄すんでいた。

　対等な人間を見る目で、自分を見つめていた。

　少女は何だか気恥ずかしくなって、自分から視線をそらした。

　黒衣の男も視線を前方に戻すと、何事もなかったかのようにそのまま馬を歩ませた。

　その時……。

　顔を背そむけたピュティアの視野の端に、髭の男たちの動きが映った。

　ゆっくりと彼らの手が、荷物の間に隠した武器へと伸びてゆく。

　顔には緊きん張ちようと、殺意。

（いけない、こいつら！）

「危あぶない！」

　ピュティアが叫ぶのと、男たちが一いつ斉せいに武器をつかむのとは、ほぼ同時だった。

「死ねええええ！」

　野や獣じゆうのような雄お叫たけびとともに、髭の男が戦斧を黒衣の男の後頭部めがけて振り下ろす。

　商人に化ばけていた残りの三人も外套を脱ぎ捨て、刺突用の大型短剣バゼラードを腰だめに構かまえて左右から突進する。

　さらに茂みに隠れていた男たちも、短剣を投げつけ、次の攻撃に構えて剣を抜いた。

　完かん璧ぺきな奇き襲しゆうである。ピュティアは思わず目を閉じかける。

　だが、次の瞬間、黒衣の男の姿はふっと馬上から消えていた。

　髭づらの斧の刃は、鞍の背もたれの部分を真っ二つに割った。

　飛んできた短剣も、虚むなしく空気を切る。

　バゼラードを手に突進した三人の刺し客かくは、目標を失って狼ろう狽ばいした。

「き、消えた！」

　変装のターバンを脱ぎ捨て、刺客の一人が叫んだ。

「ど、どこだ!?」

　後あと退ずさりしながら別の刺客がつぶやく。

　その刺客の耳元で、

「……舐なめられたものだ」

　と、低く、それでいて透明な声。

「ひっ！」

　刺客は振り返った。

　黒衣の男の姿はすぐそこにあった。まるで影のように、音もなく自分の後に回り込んでいたのだ。

「己おのれの腕を知らぬとは」

　黒衣の男は静かに言った。

「くっ！」

　刺客はバゼラードを真横に払った。

　黒衣の男は身を沈めてこれを見切ると、腰の剣の柄つかに手をかけた。

　ズギュン！

　抜き放たれた長剣は、白い輝きを放ちながら斜ななめ上方に走った。

　刺客の右脇腹から左肩にかけて、細く赤い線が現われ、一瞬後、その線に沿そって鮮せん血けつが泉のように奔ほとばしった。

　刺客は何が起きたのかも分からぬまま絶命し、ドウッと仰あお向むけに倒れる。

「……命を惜おしむものは退ひけ。最後の警告だ」

　黒衣の男の瞳が、氷のように冷たく光った。

「ひるむんじゃねえ！　ハッタリだ！」

　髭づらは仲間を叱しつ咤たしながら、自分はジリジリと後退する。

「囲め！　囲んで同時にかかれ！」

　しかし、黒衣の男は彼らに態勢を整える時間を与えなかった。

　彼は敵の間に飛び込むと、一刀のもとに二人を斬きり捨てた。

　湾刀を持った男たちは、得え物ものを握にぎった腕をほんのわずかな幅さえ動かすこともなく、背骨に達とどこうかというくらいに深く、腹を真横に裂さかれていた。

　そして、この二人が大地に崩くずれ落ちるまでに、黒衣の剣士はさらに一人、後ろに回り込もうとした男の息の根を止めていた。

　アルゴ族の戦士は自分の身に何が起きたのか理解する間もなく、頭ず蓋がいを真っ二つに割られていた。

　黒衣の男がどのように剣を振るっているのか、ピュティアの目ではまったく追うことができなかった。

　少女に分かったのは、ただ、キラリと冷たい光が走るたびに血ち飛沫しぶきが上がり、黒衣の男以外の誰かが倒れてゆく、ということだけだった。

　並みの剣士の動きではない。

（ほんとに、殺し屋……？）

　ピュティアは、バゼラードを持った刺客のもう一人が首をはねられるのを目まのあたりにし、背せ筋すじが凍こおりつくような悪お寒かんを覚えた。

　まっとうな暮らしをしてきたわけではないから、流りゆう血けつ沙ざ汰たは見み慣なれている。

　だが、これほど凄すさまじい場面には、かつて出くわしたことはなかった。黒衣の男は、相手に逃げる隙すきを、いや、退くべきか否かを判断する暇ひまさえ与えないのだ。

　ズシュッ！

　血飛沫と鈍にぶい音とともに、また二人が倒れた。

　無む謀ぼうにも正面からかかってきたアルゴ族の肩口から腹部にかけてを斬きり下ろすと、剣士は電でん光こう石せつ火か、右足を軸じくに身体からだを回し、背後をシミターで狙ねらった刺客の太ふと股ももを斬って動脈を断たった。

　今の肉を斬った音は、実際はひとつの音ではなく、ほとんど間をおかずに発せられたふたつの音だったのだ。

　これまでに要した時間は、ほんの数呼吸ほどの間。

　すでに街道は、流された大量の血でぬかるんでいる。

　勝敗は見えたと言っていい。

　ところが……。

　赤いターバンを巻いた商人姿の男が、髭づらを除くとただ一人の生き残りとなった時、突然バゼラードを捨てた。

「こ、これで……」

　赤ターバンは顔を歪ゆがめ、うなった。

「……これで貴き様さまの首を取る！」

　彼は両腕を高くかかげた。

　その腕は指先の方から瞬またたく間に色を緑に変え、ビッシリと硬かたい鱗うろこに覆おおわれた。爪つめは黒く変色し、先が鎌かまのように伸びた。

　肘ひじから先だけが、竜になったかのようだ。

　変化は下半身にも現われていた。ブーツの先が裂け、斑はん点てん模も様ようの毛皮に包まれた細い甲がのぞいたのだ。太ふと股ももも太さを増し、ズボンがほとんど張り裂けかけている。

　まるで豹ひようの足だ。

「死ね！　フレオリック！」

　赤ターバンは跳とびかかった。さっきまでとは見違えるほど動きが速い。彼はサッと距離をつめると、黒い爪を横に払って黒衣の男の頸けい動どう脈みやくを狙ねらった。

　鋼こう鉄てつよりも硬かたいドラゴンの爪を、黒衣の男の白はく刃じんがガッチリと受けとめると、青白い火花が飛び散った。だが、爪の攻撃の凄まじい勢いに押され、黒衣の男の体は、ズズズッとわずかに後退する。

「きゃっ！」

　と、ピュティアが叫さけぶ。

「いいぞ、捻ひねりつぶせ！」

　これは、道の端に逃のがれていた髭づらの男だ。

　その瞬間、剣に止められた腕がブルルと震ふるえて再び変形し、灰色と黄色の斑まだら模様に覆おおわれた触しよく手しゆとなった。

　触手は、フレオリックと呼ばれた黒衣の男の剣に絡からみつき、その動きを止めた。

「やったぞ！　その首にかかった懸けん賞しよう金きんは俺がもらった！」

　赤いターバンの男は狂気じみた喜びの表情を浮かべた。そして、そのもう一方の腕が、フレオリックの頭を砕くだこうと振り下ろされた。

「半分は俺のもんだぞ！」

　勢いづく髭づら。

　だが……。

　黒衣の男は剣を手から放し、大きく後に跳んだ。跳びながら、赤ターバンの男の顔めがけて足元の土を蹴けった。

　血の混じった土が、赤ターバンの目に入る。

「くっ！」

　手で顔を覆う赤ターバン。その隙に、黒衣の男は今度は赤ターバンの懐ふところに潜もぐり込み、触手に絡みつかれた剣の鍔つばと柄つか頭がしらを握ると、グルリと刃の先を相手の腹に向け、渾こん身しんの力をこめて押し出した。
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「げほっ！」

　氷のように冷たい光を放つ剣身が、背中まで突き抜けた。黒衣の男はそのまま剣をグッと上に押し上げた。赤ターバンの男の上半身が、真っ二つに裂かれた。

　男は地に倒れ、泥どろの混じった血ち溜だまりの中でのたうち回る。

「……生きてる」

　ピュティアは呟つぶやいた。

　男は死ななかった。竜の強い生命力が、頭部をふたつに割られてさえ、即死を免まぬかれさせていたのだ。

　だが、それはもちろん、苦しみを引き伸ばすだけのものでしかなかった。

「……テルファ……ラ、ラツァー・ロウ・メート、ロウ……メート……、シーリタ！」

　男は悶もだえ、呻うめいた。

　ピュティアには、南西海洋民族の言語は理解できなかったが、最後の一ひと言ことが恋人の、あるいは妻の名前だということは見当がついた。

　黒衣の剣士が苦しむ男の頭を踏み砕いたのが、慈悲であったのか、それとも彼の残ざん虐ぎやく性せいの表われだったのかは、分からない。

　だが、彼は靴くつの踵かかとで赤ターバンを永遠に沈黙させると、髭づらの方を振り返った。

「げっ！」

　最後の仲間がやられるのを見て、髭づらの顔色が変わった。遅おそまきながら、次は自分の番だと悟さとったようだ。

　髭づらは、キョロキョロと見渡して逃げ道を探す。

　だが、手遅れだった。

「私を狙うのなら、この五倍の手て勢ぜいを集めるべきだったな」

　すでに髭づらの横に回り込んでいた黒衣の男は、彼の汚い首筋に刃を当てた。

（九人の五倍！……て、九掛ける五で……え～、……と、……とにかく、大勢よね！）

　ピュティアはその大した物言いに舌を巻いた。だが、先ほどの手て際ぎわを見れば、まんざらホラとも思えない。

「……た、助けてくれい、フレオリック様～！」

　髭づらは戦斧を投げ出して地面に這はいつくばった。

「悪かった！　見み逃のがしてくれ！　こ、殺さないでくれ～！」

「……へっ？」

　ピュティアは開いた口がふさがらなかった。

（あんのやろ～！　さっきまであんなに偉えらそうにして、あたしのこと殴ったくせに！）

　あまりにも不ぶ様ざまな、髭づらの命いのち乞ごいだった。

「……殺やる気はない」

　フレオリックと呼ばれた黒衣の男は言った。

「お、恩に着るぜ！」

　立ち上がりかけた髭づらの喉のどに当てられた剣が、スッと横に動いた。

「ひいぃぃ～！」

　皮が切られ、血が一筋流れた。

「……ただし、私の質問に答えたら、の話だ」

「こ、答える！　もう、何だって答える！」

　フレオリックは、半はん獣じゆう人じんと化した赤ターバンの男の死体を目で示した。

「……こいつは何だ？　この力、どうやって身につけた？」

「んなこと俺が……！」

　喉に剣が強く押しつけられるのを感じ、髭づらは慌あわてて言った。

「薬だ！　奴は薬だって言ってた！」

「……薬？」

「ああ、俺もよくは知らねえが、半島の南じゃかなり出回っている代しろ物ものだ。ラクヌンガていってな、なんでも自分の念じた通りに、身体の一部を別の生きものに変えられる薬らしい。そのターバン野郎は、俺が今度の仕事で初めて誘さそった賞金稼かせぎの一人なんだが、他の同業者の話だと、仕事の前には必ずその薬をやってやがったそうだ」

　髭づらはここで声をひそめた。

「……内緒だがよ、どうやらこの薬の出どころっていうのが、このバールベクの街らしいんだ。何だかしてこねえか、金の匂においがよ？」

「……失うせろ」

　フレオリックは髭づらの首から剣を離した。

「あ、ありがてえ！」

　髭づらは飛び起きた。そして、さっき自分が投げ捨てた斧おのを拾うと、街道を北に向かって全速力で逃げていった。

　ガドリア産の駿しゆん馬めも真っ青の速さだ。

　髭づらは枯木森の入口のところまで疾しつ走そうすると、クルリと振り返った。

「……やい！　フレオリック！　今回はお前に一本取られたが、次は必ずその首をもらうぜ！　覚えてやがれ、賞金の金貨三千枚はこのダル・ハー様がいただくからな！」

　髭づらはそう捨て台詞ぜりふを吐くと、きびすを返して森の中に消えていった。

「……面おも白しろい奴だな」

　フレオリックはたいして面白くもなさそうに呟き、手の中の剣を見た。

　血に染まった剣の刃は、シュウシュウと白い煙を上げていた。

　彼は小さく舌打ちし、剣を握った手を開いた。

　指の一本一本をゆっくりと柄から剝はがしてゆくと、パリパリという音がした。

　見ると、黒い皮の手袋の内側には白い霜しもがビッシリとついている。

（こ、凍こおってる！　何で!?）

　ピュティアはそれでなくとも大きな目を丸くした。

　だが、いつものことなのか、フレオリックは驚おどろいた様よう子すもなく、血ち糊のりを転がる死体の衣服で拭ぬぐってから剣を鞘に納おさめた。

　それからピュウと短く口笛を吹くと、戦いの最中には後方に下がっていた黒馬がすり寄るようにして彼の傍そばにやってくる。

　フレオリックは黒い外套を翻ひるがえして鞍にまたがると、南に馬の頭を向けた。

「……ち、ちょっと！」

　ピュティアは焦あせった。このまま、ここに置いてきぼりでは堪たまらない。去ろうとするフレオリックの背に声をかける。

「待ちなよ！　そりゃないじゃないか！　ねえ、ねえってば！　あたしをここから逃がしてよ！」

　フレオリックはゆっくりと振り返った。

「……何な故ぜだ」

「なぜって、危あぶないって教えてやったの、あたしだよ。それで助かったんだろ、命の恩人じゃないか」

「奴らの殺気なら、森を出る前から感じていた。お前に助けられた記憶はない」

「な、なんだって！」

「それに、晒し台にかけられているからには、それだけの罪を犯おかしたのだろう。その償つぐないは必要だ」

　彼はそれだけ言うと、ポンと馬の腹を蹴けった。黒馬はブルルと鼻を鳴らし、前に進み始める。

「そ、そ～いうこと言える立場かい！　あんただって賞金首だろ!?　助けてくれたっていいじゃないか！　ちくしょーっ！　この恩知らず～！」

　ピュティアは遠ざかってゆく男に罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせた。

「このまま死んだら絶～対っ、化ばけて出てやるから～っ！　殺人鬼～っ！　悪魔～っ！　情け知らずの冷血漢～っ！　そんなんだと、女にもてないぞ～！」

　馬の脚が止まった。

　フレオリックは鞍から下りると、剣を抜きながら大おお股またに晒し台の方に近づいてきた。

（……まずかったかな？）

　さっきは似たような状況で髭づらに殴られている。でも、今度の場合、黒衣の賞金首の手には、剣が握られていた。

「あ、今の噓うそ！　ごめんなさい！」

　ピュティアは急いで謝あやまった。

（ヤバい！）

　少女の前で、フレオリックの足が止まった。

　ゾっとするような冷気が彼のまわりから漂ただよってくる。

「ひい～っ！　助けて!!」

　ピュティアは叫んで、目をギュッと閉じた。両手が自由になっていたら、金髪の頭を抱かかえて座すわり込むところだ。

　剣がビュンと振られた。

「…………？」

（あたし、死んだ？）

　少女は、そっと目蓋まぶたを開いた。

　厚板を留とめていた錠じよう前まえが真っ二つになって地面に落ちていた。

「助けて……くれた？」

　彼女は慌あわててフレオリックを目で探した。

　彼はすでに少女に背を向け、馬の方に向かっている。

　ピュティアは枷かせを外すと、急いで彼の後あとを追った。

　フレオリックはそれにかまわず、再び馬の背にまたがる。

「……待って！」

　早足で進む馬に走って追いついたピュティアは、フレオリックの外套の裾をつかんだ。

「バールベクの街に入るつもりなんだろ？　あたし、あの街にいたんだ。案内するよ。賞金首なら、何かと動きづらいだろうしさ」

　息を切らして少女は言った。

　それを、黒衣の男は冷たい目で見下ろす。

「……借りた覚えもない借りは返した。失せろ」

「だって……」

　彼は剣の柄に手をかけた。

「……フレオリック」

　ピュティアは足をとめて、外套から手を離した。

「その名も使うな。呪のろわれた名だ」

　フレオリックはそれだけ告げると、もう少女の方を見はしなかった。

　たたずむ彼女をその場に残したまま、黒馬はバールベクの街をめざして進んでいった。

（金貨三千枚だって？　冗じよう談だんじゃないよ！　あの剣の腕、あいつにくっついていればその倍、ううん、十倍は軽く稼げるってもんさ！）

「……失せろと言われて、簡単に消えるピュティア様ですかって！」

　少女はそう自分に言い聞かせると、黒馬の後について歩きだした。
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「フレオリック！　ねえ、フレオリックったら！」

　ピュティアの五十一回目の呼び掛けに、ようやくフレオリックは振り返った。

「……ついてくるなと言ったはずだ。お前は命が惜おしくないのか？」

　八人を一いつ瞬しゆんのうちに斬きり捨てた時も、ピュティアを晒さらし台から解放した時も、剣士は冷静な、感情が壊え死ししてしまったような表情を崩くずすことはなかった。

　その端たん正せいな顔には、依い然ぜんとして、怒りや嫌けん悪おといった心の揺ゆれを見ることができない。

　ただ、声の調子にわずかながら苛いら立だった様よう子すが表われていた。

「だって、フレオリック、こっちにあたしの帰る街があるんだから、しょうがないじゃない。たまたま方向が一いつ緒しよなだけなんだもん！」

　馬の後を早足でついてゆきながら、少女は肩をすくめた。

「……それにフレオリックと呼ぶなとも言った」

「じゃあ、なんて呼べばいいのさ？」

「呼ぶな」

　彼は答える。

「そうだ！　だったらさ、あたしが呼び名、考えてあげるよ」

　まるで人の話を聞いていない。ピュティアは腕組みをしてほんのちょっとの間だけ考え込むと、やがて手をポンと叩たたいた。

「ん～、……そうそう！　簡単なところでリックはどうかな？　よくある名前だし、おかしくないよね。うん、これで決まり！　いいよね、リック？」

　すでにもうリック呼ばわりである。

「勝手にしろ」

　フレオリックはあきらめたようだ。

「……でさ、リック。頼たのみがあるんだけど」

　ピュティアは畳たたみかけるように持ちかけた。

「言ってみろ。頼みひとつで消えてくれれば大助かりだ」

「その外がい套とう、貸して」

「お前には長すぎる」

　彼は頭を振った。

「街に入ってしばらくしたら返すから」

「なぜだ？」

「あたし、あの場所に二日もつながれていたんだよ」

　と言いかけて、ふいに少女は口くち籠ごもった。

「……それで」

　促うながすリック。

「ニブい奴やつ！　だから、トイレにも行けなかったって言ってるの！　大の方は我が慢まんできたけど、もうひとつの方は垂たれ流しだったんだよ！　ほら、今だって臭においがひどくてさ、これじゃ街まち中なかを歩けないだろ？　どっか着替えられるとこまででいいから、貸してよ！」

「……洗って返せ」

「てことは、それまでは一いつ緒しよだね？」

　やった！　と心の中で小こ躍おどりするピュティア。

「…………」

　リックは外がい套とうを脱ぐと、馬の足を緩ゆるめ、追いついてきたピュティアの肩にそれをフワリと掛けてやった。

「えっ……？　あ、ありがと」

　ピュティアは外套を身体からだに巻きつけた。かすかな血の匂においと、リックの体の温ぬくもりが彼女を包み込む。不ふ思し議ぎなことに、剣を振るっていた時に彼の周りに漂ただよっていた冷気は、今はまったく感じられない。

　何だか幸せな気分だった。

（……どうしたんだろ、あたし？）

　ピュティアは勝ち気そうな瞳ひとみに戸と惑まどいの色を浮かべ、ふと足を止めた。

「……着替えてから外套を返すまでだ。いいな？」

　馬上のリックが念を押す。

「も、もちろんさ！」

　少女はハッとして、再び早足で馬の後を追った。




　やがて二人は、バールベクの新市街に行き着いた。

　バールベクの街は、街がい壁へきの内と外で二つに分けることができる。

　高い街壁に囲まれた旧市街は、貴族の屋や敷しきに、参事会館や各種組合の集会場、兵舎、倉庫などが集中する街の心臓部。

　その外周部分に位置する新市街は、街道の発達に伴ともない、新たに街に流入してきた人々の住む区画だ。

　街壁の外にあるので、戦時にも街の守備隊の保護を期待できないこの新市街には、低所得者層の住宅が区画整理もされずに雑然と存在している。

　通りの両脇には、乾かん燥そう鱈だらや様さま々ざまな獣じゆう肉にく、いも類などを売る屋や台たいが並び、威い勢せいのいい売り声が飛びかっている。只ただでさえ狭せまい通りをより狭くしているこれらの屋台は、当然、街の条令に違反したものだが、そんなことにはおかまいなしに堂々と営業が行なわれるのが新市街らしさでもあった。

　リックは馬を下り、手た綱づなを引きながら通りを進んだ。

　地じ味みな衣服に身をまとった商工業者のお内か儀みさんや子供で賑にぎわう通りでは、高級そうな黒ずくめの衣装をまとったリックと、その連れのピュティアは完全に浮ういた存在となっていた。

　普通、彼のような人間は直接、旧市街に通じる東門から街に入るのだ。

　二人のゆくところ、物売りの声も止やみ、通行人は道をあけた。

「まじ～、結けつ構こう目立ってる」

　役人に見つかるとまずいピュティアは、外套のフードを立てて顔を隠かくす。

　だがリックの方は、街の人々の向ける好奇と不ふ審しんの視線など、まったく気にかける様子もない。

「……で、まずどうするの？　もう夕方だし、宿でも探す？」

　と、少女が尋たずねても、彼は答えずに進み続ける。

「この街はあたしの方が詳くわしいんだからね、もう！」

　ピュティアは頰ほおを膨ふくらませた。

　と、その時……。

　突然リックが立ち止まった。

　歩き続けていたピュティアは、その背中にまともに鼻をぶつけた。

「つっ、もう！　急に止まんないでよ！……あれ？」

　リックが足を止めた理由が分かった。

　一いつ軒けんの民家の前で、人だかりができていたのだ。

　そして、人だかりの中から上がった悲痛な叫さけびが、ピュティアの耳にも達とどいた。

「……せめて、せめて苦しませずに殺してやって！」

　女の声だ。

「……穏おだやかじゃないね」

　ピュティアは人ひと垣がきの中に分け入ってみる。

　そこで少女の目に飛び込んできたのは、腕組みをして立つ役人らしい二人の男、髪かみを振り乱し、土の上に膝ひざをついて悲ひ嘆たんにくれる三十代半なかばの女、そして、一瞬見ただけでは判別できない正体不明の〝モノ〟と、その上に屈かがみ込む若い女だった。

　さっきの声の主は、どうやら中年の女性の方のようだ。

「……意識をしっかり持って。自分が誰だれなのか思い出して。……ヴィト、あなたはあなたなのよ」

　若い女が、静かにその〝モノ〟に語りかけていた。

　薄暗い地味なローブをまとった、二は十た歳ち前後の聡そう明めいそうな女である。

「ヴィト……」

　女の呼び掛けにも、〝モノ〟はブルルと身体を震ふるわせただけだった。

〝モノ〟はまるで、皮を剝はいだ豚ぶたに無数の茸きのこを植え付けたように見えた。一部、手のように見える部分は、細い指の間に薄うす膜まくがあって、まるで蛙かえるのようだ。そして、豚の膨ふくらんだ腹の所には、熱病に浮かされたように荒い息をする幼い少年の顔があった。

（えっ、これって!?）

　ピュティアは思わず口に手を当てた。

（人間なの……？）

「……騎だ目め。もう私の声は達いていないわ」

　ローブの女は頭を振って立ち上がった。

「……では、運ぶぞ」

　厚い毛け織おり物ものの上衣を身に着けた役人が、鎖くさりを手に取った。

「よして！　あんな所につれていかないでおくれ！　せめて、あたしの手の中で苦しまないように逝いかせてやって！」

　目を真っ赤に腫はらした中年の女が叫んだ。

「……これ、どうなっているの？」

　ピュティアは、隣となりに立つ男の袖そでを引いて聞いてみた。

「この家のひとり息むす子こが」

　男は苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔で答える。

「ラクヌンガをやったんだよ。で、この有あり様さまさ」

「母親も可哀かわい相そうに。女手ひとつで育ててきた可愛かわいい息子が〝谷〟行きとはのう」

　杖つえをついた背の低い老ろう婆ばが、鼻をすすった。

「……〝谷〟とは？」

　知らぬ間にピュティアの後ろに立っていたリックが老婆に尋ねた。

「はあ、あんた、余よ所そ者ものだね？　〝谷〟とはの、死し腐ふ病みたいなひどい流行病や、不ふ治じの病やまいにかかってどうしようもなくなった人間を送り込む施し設せつさ」

「療養所のようなものか？」

　老婆は弛ゆるんだ頰を震わせて笑うと、声を低くした。

「表向きは、そう言うことになっとるさね。だけど実際は、〝谷〟は地じ獄ごくの別名だよ。入れられたものは二度と出られない。薬どころか、食うものさえろくに貰もらえやしない。苦しんで、生きながら腐くさってくにまかされるわけさ」

「……あたしも知ってる」

　ピュティアがつぶやいた。

「確かに、あそこに送られるくらいなら、ここで死んだ方がましかもね」

　一方、〝モノ〟と化した少年を看みていた若い女は、泣き崩くずれる母親の肩に手を置いた。

「ごめんなさい。もう、私の力では……」

　女は珊さん瑚ご色の瞳を潤うるませ、語尾を濁にごした。

「そんな！　サンドリーヌ姉ちゃん！」

　周りにいた子供たちの一人──おそらくヴィト少年の友達だろう──が、声を上げた。

「じゃあ、ヴィトはどうなっちゃうんだよ！　お姉ちゃん、ここいらで一番の薬くす師しだろ？ヴィトを、ヴィトを助けてやってくれよ！」

「お黙りなさい」

　サンドリーヌはキッと少年をにらんだ。

「ルディ、あなたたちにも責任はあるのよ、面おも白しろ半分にこんな薬を使うなんて。ラクヌンガを使えば何にでも変身できて、他の子供たちにいい格かつ好こうができると思っていたみたいだけど、この薬はそんな夢の薬じゃないのよ！」

　サンドリーヌの勢いに気け圧おされて、少年はゴクリと唾つばを吞のんだ。

「変身するものを熟知し、正確に思い描けなければ、姿を変える途中で組そ織しきが暴走し、自分が思っていたものとは別の姿になって、もとに戻ることもできなくなる。あなたたち子供の精神と知識では、いえ、大人だって簡単には扱えないものなのよ。それを……誰が子供たちに」

　サンドリーヌは顔を伏ふせた。

「わたし、何を言ってるんだろう。この子たちを責めてもしょうがないのに……」

　ルディたちはみな、グズグズと泣きだした。

「……ともかく、法は法だ。ラクヌンガの患かん者じやは〝谷〟行きということになっている。この少年は連れてゆくぞ」

　役人たちは咳せき払ばらいをし、ヴィトであった〝モノ〟に鎖を巻きつけ始めた。

「よして下さい、お願いです！　あなたたちだって子供がいるでしょう？」

　母親は役人の腕にすがった。

　少年を育てるために相当の苦労を重ねてきたのであろう。母親の服は、袖や裾すそが擦すり切れ、継つぎ当てだらけだった。かさついてひび割れた指先を見ると、ピュティアでさえ哀あわれを感じないではいられなかった。

「残念だが、規則を曲げる訳わけにはいかない」

　役人は苦しげな表情で母親の手を振り解ほどいた。

「こんな目に遭あっているのは、あんたのとこの息子だけじゃないんだ。さあ」

　母親は必死の形ぎよう相そうで辺あたりを見回した。

　彼女の視線は、ピュティアの後ろに立つリックの姿を捉とらえた。

「……そこのお方！」

　母親は喉のどの奥から声を絞しぼり出してリックの方に這はい寄り、彼の靴くつに額ひたいを押し当てた。

「お願いです、あの子を、ヴィトを殺してやってください！」

「ウルサ、落ち着いて」

　サンドリーヌが母親を引き離そうとする。

「ごめんなさい、この人、動転しているんです」

　だが……。

　リックは屈かがんで母親の顔を見た。

「……いくら出す？」

　サンドリーヌが信じられないといった面おも持もちでリックを見つめる。

「私は金にならぬ殺しはしない。いくらなら出せる？」

　リックは冷たい表情で繰くり返した。

「…………」

　母親は立ち上がり、フラフラとした足取りで家の中に入った。

　少しして出てきた彼女はリックの前に来ると、祈るように胸のところで握っていたこぶしを開いた。その手の中から、バラバラと硬こう貨かが地面に落ちる。銅貨ばかりで七、八枚守といったところであろうか。

「……これが、全財産です」

　リックはそれを拾うと、懐ふところから小さな皮袋を取り出して中に入れ、再びしまった。

「……なんて奴だ！」

「金を取るなんて！」

「ひどいよ！」

　周囲から非難の声が上がった。

　リックは彼らを蔑さげすむような視線で見渡し、言った。

「では、誰か私の代わりにこの子供を殺してやれ」

　リックはヴィトの友人たちを見た。

「お前たちがやるか？」

「…………」

　子供たちはみな一いち様ようにうつむいた。

　リックは今度は役人たちの方に顔を向けた。

「この場合、私が手を下くだしたら罪に問われるか？」

　二人の役人は顔を見合わせたが、やがて頭を振った。

「いや。むしろ感謝する。本ほん音ねを言えば、我々もあの〝谷〟に連れてゆくのは忍びなかった。ここは目をつぶろう」

　それを確認すると、リックは母親が抱だき締しめるヴィトの前に立ち、剣を抜いた。

　冷気が辺あたりを包み込んだ。

　サンドリーヌは顔を両手で覆おおい、背を向けた。

「……死は恐こわいものではない。むしろ永遠の安らぎなのだ。ゆっくりと眠るがいい」

　リックはヴィトにささやいた。

　一瞬で、ことは済すんだ。

　おそらく、ヴィトが苦痛を感じることはなかったであろう。

　その腹部に浮き出した〝死顔〟は、眠っているかのように穏おだやかだった。

　リックが剣を収おさめて立ち上がると、母親は息子の亡なき骸がらを強く抱き締めてすすり泣いた。

　剣士は周りの人々の憎ぞう悪おの視線を浴びながら、黙もくしてその場を離れた。

「まったく、こんなことで小こ銭ぜに稼かせがなくたって……」

　ピュティアはブツブツ言いながらもその後を追った。




「待てよ、こんちくしょう！」

　旧市街の方に向かってリックとピュティアがしばらく進んだ時、二人の背中で怒ど鳴なり声がした。

　ピュティアが振り返ってみると、そこに息を切らせて立っていたのは、ヴィトの友達のルディと呼ばれていた少年だった。

「……ヴィトの母ちゃんからまき上げた金、返せよ！」

　ルディはこぶしを握り締めて言い放った。

「……これか？」

　リックは懐から皮袋を取り出すと、少年を挑ちよう発はつするように目の前に突き出した。

「それ、返せよ！」

　ルディはリックの視線を真っすぐににらみ返す。

「あんたにゃ、はした金かも知んないけど、おいらたちには大金なんだ。それがないと、ヴィトのかあちゃん、明日から生きていけないんだ！」

「あの女が持っていても無む駄だな金だ」

　剣士は肩をすくめた。

「……無駄だって？」

「どのみち、あの女にはこれ以上生き続ける気力は残っていなかった。明日の朝には、首でも吊つっているはずだ」

　リックは言い放ち、少年に背を向ける。

「ちくしょう！」

　ルディは剣士に飛びかかった。

　リックは背中に目がついているかのようにこれをヒョイとかわす。少年は顔から地面に落ちた。

「愚おろかな子供だ。無駄なことが分からないのか？　あの女は死ぬ」

「死なせるもんか！　あの人まで、おいらのせいで死なせはしない！」

「……なに？」

　ルディは起き上がってリックの腰にしがみつき、メチャクチャにこぶしを打ちつけた。

　リックは、今度はルディのこぶしを避けようとはしなかった。

「ヴィトのことはおいらのせいなんだ！　あの薬くすり瓶びんを路ろ地じ裏で見つけた時に、良くない薬だから届けようってアイツは言ったのに！　それを、畜ちく生しよう、おいらが意い気く地じなしって馬ば鹿かにしなけりゃ、こんなことにはならなかったんだ！」

「それで……、あの少年は飲んだのか。確かに、お前が殺したようだな」

　リックの冷れい酷こくな宣告に、少年はその場にしゃがみ込み、声を震わせた。

「そうだよ！　みんな、おいらが悪いんだ！　本当に死ななきゃならないのは、おいらなんだ！　だから、だからあのひとまで死なせる訳にはいかないんだよ！」

「……無理だな。できるものか」

　リックは断言した。

「……死なせない」

　嗚お咽えつ混まじりの声。

「無理だ」

「無理じゃない！」

　ルディは涙と泥どろでグシャグシャになった顔を上げ、はっきりと言った。

「ヴィトのかあちゃんはおいらが守る！　絶対に死なせはしない！」

「……ふっ、面おも白しろい」

　リックは少年を突き放すと、地面に這いつくばった彼の前に皮袋を投げた。

「取れ。金は返してやる。その代わり、お前はあの女を生かしてみせろ。生きる希望と意欲を持たせてみせろ。捨て鉢ばちな気持ちを拭ぬぐい去ってやれ。だが、もしそれができなかった時には……」

　少年は皮袋をギュッと握った。

「分かってら。この命、くれてやる」

　リックはうなずき、さらに数枚の金貨を少年の前に投げる。

「お前が失敗する方への、私の賭かけ金だ。預あずかっておけ」

　ルディは驚おどろいたようにリックの顔を見つめた。剣士は、灰色の瞳ひとみをその視線からそらした。

「……さあ、行け。目め障ざわりだ」

　少年は金貨を取って立ち上がり、汚よごれた頰を袖で拭った。

「……わかったよ。けど、おいらは負けない。負けるもんか！」

　ルディはそう自分に言い聞かせると、ギュッと唇くちびるを嚙み、さっきの家へと走って帰っていった。

　その姿はすぐに、人込みの中に見えなくなった。

（……もう、なにやってんだか）

　今の様よう子すを見ていたピュティアは頭を搔かいた。

（ほんの銅貨数枚で殺しを引き受けといて、そのすぐ後に金貨をばらまいちゃうなんて。……と、まさかあのガキが来るのを見越してたんじゃあ？）

　少女は剣士の方を見た。

　すでに彼はピュティアは置いて、ずっと先の方を歩いている。

「ち、ちょっと待ってったら！　行くんだったら声ぐらいかけてよ！」

　金きん髪ぱつの少女は慌あわてて後を追いかけた。




　こうして歩いているうちに、二人は旧市街と新市街を結ぶ西門の前までやってきた。

　門をくぐれば、貴族と裕ゆう福ふくな商人の街、旧市街だ。

　この大きな街門の前には広場ができており、休日には、近隣の村々からの客も集まった市が立つ。

　鶏にわとり売りに、卵売り、果くだ物もの、野菜売り、チーズ売り、ワイン屋、布地屋、皮屋、小麦屋、塩、香こう辛しん料りよう屋、薬草売り、飼料売り、普ふ段だんは炉ろの前から離れない鍛か冶じ職人の店まで、ありとあらゆる出店が並ぶのだ。

　今日は、その広場の露ろ店てんの間に、大小合わせて八つほどの派は手でな色彩のテント小屋が建てられている。

「……あれはいつから来ている？」

　リックはテントの方を目で示した。

「ああ、旅芸人だね。んと、確かひと月くらい前かな？」

　ピュティアは大して興味もなさそうに答える。

「そうか。ならば十分だな」

　リックはうなずき、そちらの方に向かって歩きだした。

「えっ～、あんなの見たいの？」

（もう、ガキじゃあるまいし。なに考えてるんだか）

　それでもせっかくの金づるである。後についてゆくしかない。

　旅芸人のテントには、いくつか、看かん板ばん代わりの垂たれ幕がかかっているものがあった。

『怪力男ビゲリス』

『天の与えた歌声　白鳥の乙おと女め』

『リュートと寸劇　セイル・ブロンディング』

『軽かる技わざ姉妹　ヒルデとユリア』

　こういった芸人たちが、夜ともなると大テントで華はなやかな興こう業ぎようを行なうのだ。

　小さいテントはみな、芸人たちの楽屋のようなものだが、中にひとつだけ、営業中の札をかけているものがあった。

　垂たれ幕まくには、『アマラの水すい晶しよう占うらない』という刺し繡しゆうの文字が読み取れる。

　リックは迷わずそのテントに入った。当然、ピュティアも続く。

「なんか、らしい雰囲気じゃない？」

　と、ピュティア。

　彼女が言った通り、テントの中は怪あやしいムードに満ちた薄暗さだった。

　入るとすぐのところにもう一枚厚い織しよく布ふの仕切りがあって、占いをする場所はその奥にあるらしい。

「……どうぞ」

　リックたちの入ってくる気け配はいを悟さとったのか、仕切りの向こうから声がした。

　二人はさらに奥へ進む。

　と、そこはさらに暗い小部屋で、灯あかりは黒い布のかかった丸テーブルの上の燭しよく台だいのみ。

　その揺れる黄色い炎ほのおに照らし出されたテーブルには、燭台の他に、一本の短剣と、傷のまったくない透明な水晶玉があり、三本足の椅い子すが一脚、その前に置かれていた。

　そして、その向かい側に座すわるひとつの人影。

「ようこそ。アマラの運命の部屋へ」

　低い女の声。

　リックは無言で椅子に腰を下ろす。ピュティアの座る場所は、どうやらないようだ。

「何を占いましょう？　過去、それとも未来？　お金、それとも尋たずね人？　愛、それとも憎にくしみ？」

　アマラと名乗った女は続けた。

　ようやく暗さに目が慣れてきたピュティアは、この占い師の女を観察した。

　胸元の大きく開いた、目を凝こらすと透すけて見えるような絹きぬのドレス。腰まで達とどく銀色の髪。顔は薄いヴェールに覆われているが、碧あおの瞳と濡ぬれた珊さん瑚ご色の唇くちびるは、同性でもうっとりするような美しさだ。

　ピュティア自身も美しい娘ではあるが、その美しさはまだ無む邪じや気きさと若さに支えられた美しさだ。

　だが、アマラの持つ美しさは、清純さと淫みだらさ、高貴さと卑いやしさ、激情と穏おだやかさ、善と悪、こうした相あい反はんするふたつの要素を同時に所有する、大人の女の美しさだった。

「過去にも未来にも興味はない。私の知りたいのは、現在のみだ」

　リックは答え、ソリドゥス金貨を二枚、テーブルの上に投げ出した。

「あら……」

　アマラは白く透き通るような手を伸ばし、金貨をつかむ。

「そっちの方のお客さまなのね？」

　黙ってうなずくリック。

「……何の話？」

　ピュティアが彼の耳に、囁ささやくようにして尋ねる。

「旅芸人は様さま々ざまな都市を回る。そしてその途中、思いもかけないところから驚くような噂うわさ話や、貴重な情報を耳にすることも珍めずらしくない」

　リックは、アマラを見つめたまま答えた。

「そして旅芸人の中には、そうした世せ間けん話ばなしを売る人がいるの。そう、ちょうどこういった密室でね」

　女占い師はピュティアの方にその謎なぞめいた顔を傾かたむけてニッコリと微ほほ笑えむと、再びリックの灰色の瞳を覗のぞき込む。

「……それで？　知りたいのはどんなことについて？」

「この街のことだ。支配者は誰か？　その実力、手て勢ぜいの数、その部下のうちで腕の立つ者はいるか？　ザッとでいい、説明してくれ」

「そうね……」

　職業的な癖くせか、アマラは水晶球を覗き込みながら答える。

「名目上の君主は、ここから南に半月ほど行ったアルダーブル太たい主しゆ国こくのオルデリスク。でも彼はアルダーブルを離れることはないわ。

　代官のリガースが、このバールベクの実質的な支配者と言っていいでしょうね。

　彼、元は先代の太主の片腕で、アルダーブルがその支配域を拡ひろげるのに大いに功があったの。百勝将軍の名で恐れられたのもその頃の話だけど、今でもみんなは彼のことを〝将軍〟と呼んでいるみたい。

　彼は代官として、徴ちよう税ぜい、治ち安あん維い持じなど街のあらゆる機能を牛ぎゆう耳じっているわ。もちろん、裏の世界もね。盗ぬすみ、売春、殺し、あらゆる種類の犯罪をてがける元締めでもあるわけ。

　腕も立つし、頭も切れるけれど、誠実な男とは言えない。ちょっかいを出す気なら気をつけた方がいいわ。

　あと、リガースが一度に動かせる手勢は百人は下らないとされているけれど、彼自身より腕の立つ者はいないわ。これはつまり、彼なりの身を守る知恵といったところかしら」

「小者だな」

　リックはつぶやいた。それを見てアマラはたしなめるように頭を振る。

「でも、なめてかかると痛いた手でを負うことになる……、これは忠告よ」

「……もうひとつ聞きたい。ラクヌンガと呼ばれるものについて、何か知らないか？」

　アマラは形のいい眉まゆをひそめた。

「それは……別料金になるわね」

　懐ふところに手を入れ、さらに金貨を並べようとするリック。

「待って」

　女占い師はそれを制した。

「これは金貨じゃ買えない情報よ」

「では、何を代だい償しように求める？」

「そうね……」

　彼女はこめかみに指を当てて少し考え込む振りをし、それから悪戯いたずらっぽく笑った。

「あなたの唇」

「え～っ！」

　とは、ピュティア。

「いいだろう」

　うなずくリック。

「ち、ちょっとぉ！」

　リックは立ち上がってテーブルを回り、アマラの傍そばにゆく。

　アマラもまた、立ち上がる。アマラは背が高く、リックの顎あごの辺あたりにちょうど彼女の目がくるほどだ。

「……いただくわ」

　アマラは踵かかとを上げ、リックの首に腕を回して顔を寄せた。リックも彼女の腰を抱いてこれに応こたえる。

　二人の唇が重なった。

　ピュティアの心臓がたっぷり三十八回打つ間、二人はお互いの唇をむさぼった。

　それは愛情の表現というよりも一種、戦いに近いものがあったが、そんな大人の機き微びは無論ピュティアには分からない。

（ちょっと、長すぎるんじゃない！）

　ピュティアは、何だか知らないが腹が立った。

「……ふう」

　アマラはようやくリックから離れた。

「素す晴ばらしかったわ。アルボリア産の赤あか葡ぶ萄どう酒しゆのように濃のう厚こうで。もっと情熱がこもっていれば申し分なかったけれど」

「情熱は君が補おぎなっていた」

「ふっ、そうね」

　アマラは髪を搔かき上げた。

「取引だから話すわ。でも私も危あぶない橋は渡りたくないの。これは独ひとり言ごとだと思って聞いて……。

　例のラクヌンガね、出回り始めたのは二年ほど前。知っているとは思うけれど、意志によって服用者の体を獣化させる効果を持つわ。効果の持続時間はほぼ一日。その間ならば何回でも体の一部を変身させることが可能よ」
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「この街が、ラクヌンガの出所だという話を聞いた。これに、そのリガースとやらが絡んでる可能性は？」

「出所がこのバールベクというのは確かな話よ。とすれば、当然〝将軍〟が関わっているはず。もちろん、公おおやけには薬の使用は禁止しているけど。

　それと、気になることがひとつ。この一か月ほど、ラクヌンガの出荷が止まっているようなの。興味深いのは、出荷の停止と同時に、それまで将軍のそばに寄り添そうようについていた愛人が姿を消したこと。名前はタマルって言うんだけれど、それと関係があるかも知れないわね」

「……それだけか？」

「残念だけど」

　アマラは頭を振った。

「でも、これ以上のことを知っている人間は、〝将軍〟を含めても五ご指しに満たないでしょうね」

　リックはそれだけ聞くと、アマラに背を向けた。

「あとひとつ。これは占いの方だけど、さっきの水晶球にこう出ていたわ。ストリガ、あるいはストリクスがあなたの前に現われる、と」

「夜歩く者たちストリガ、または魔女ストリクスか……。世話になったな」

「幸運を」

　ピュティアは出口に向かうリックの後について行きかけたが、ふと、何か思いついたように足を止めた。

「リック、少し外で待ってて」

　彼女は連れにそう告げると、女占い師の前まで戻り、小声で尋ねた。

「ねえ、あんた、本当の占いフツタ、できるんだろ？」

「当たり前でしょう」

　と、アマラ。

「ならさ」

　ピュティアはさらに声を低くする。

「……あたしとリックのこと、占ってよ」

「あなたと……彼？」

「笑わないでよ。あたしが知りたいのは、リックにくっついていれば、この先儲もうかるかどうかってこと」

　ピュティアは椅子に座った。

「わかった。視みてあげるわ」

　アマラは水晶球に意識を集中した。

「早くね。外のリックが逃げないうちに」

「静かに。今、占っているところだから」

　占い師は両手を透明の球体にかざした。ピュティアがじっと見ていると、何かがその中で光り、もやのようなものが現われた。

「……視みえる、あなたの姿が。その手には金貨が握られている」

「本当？」

　ピュティアは期待に目を輝かせる。

「でも、その金貨は」

　アマラは続けた。

「生なま暖あたたかい血に染そまっている。あなたの手も……顔も！　ああ、全身が血に染まっているわ！　それがあなたの血か、それとも他の誰かの血かは分からないけれど……。それと、あなた、泣いている……」

「……嫌いやなこと言うね」

　ピュティアは急に背筋に寒さむ気けを感じ、自分の肩を抱く。

「それ、予言？」

「厳げん密みつには予言じゃないわ。私は視えたことを告げているだけ」

「……あたし、信じないよ」

　少女はガタリと椅子を鳴らして立ち上がり、後ろに下がった。

「きっと噓うそさ！」

　むきになって否定し、仕切りの垂れ幕を後ろ手にギュッと握る少女。今にも飛んで逃げ出しそうな彼女に、アマラは告げる。

「待って……。信じてくれなくても、見けん料りようは頂いただくわよ。銀貨二枚」

「見料？　ああ、それなら」

　ピュティアは、強こわばった表情を無理矢理にニコリとさせる。

「リックのキス、あれのお釣つりから引いといてよ！」

　少女はそれだけ言うと、クルリと向きを変え、逃げるようにして女占い師の前から去っていった。

　残されたアマラは、揺れる垂れ幕をしばらく見つめていたが、やがて先ほどの感触を思い出すように唇に指をやると、プッと吹き出した。

「脅おどかし過ぎたかしら……。まあ、いいわ、どうせ、あの二人には、またすぐ会うことになるんだし」




　さっきの恐こわがりようは何ど処こへやら、ピュティアはテントから出ると、待っていたリックをにらみつけた。

「まったく、この街のことならどうしてあたしに聞かないのさ！　〝将軍〟のことだって知ってたのに！」

「お前に借りを作るのはもう御ご免めんだ」

「ぶう！」

　少女は唇を尖とがらせる。

「……そろそろ宿を探さなくてはな」

　リックはそんな彼女を無視した。

　すでに街壁は夕日に赤く染まっていた。大テントのまわりには興業を見ようという客が人ひと垣がきを作り、露店商は日暮れまでに売り切ってしまおうと声を張り上げている。

　裏通りでは〝お館やかた〟、つまり売春宿の娼しよう婦ふたちが外に出て、職業的な流し目で男たちを誘う。

　おかみさん連中は家の獣油のランプに火を灯ともし、その薄暗い明かりが、豚の皮に油を塗ぬった窓を通して外に漏もれる。裸足はだしで遊び回っていた子供たちも、その明かりにつられて一人、また一人と家に帰ってゆく。

「リック、ちょっとここら辺で待っててくれないかな？　今のうちに服、調達してくるからさ」

「勝手にしろ」

「すぐ戻るからね。そこらの家で適当に頂いただいてくるから」

　と言って駆かけ出そうとするピュティアの首根っこを、いきなりリックはつかんだ。

「つっ！　なにすんだよ！」

「なにすんだ、じゃないだろう。お前、今なんて言った？」

「だから、洋服を頂いてくるって……、いけない？」

「当たり前だ。私の外套を着て、盗ぬすみを働く気か？」

「だって……お金ないもん」

「……来い」

　リックは彼女を引きずって、服屋の前までやってきた。

　露店ではない、ちゃんとした店だ。

「ここで何か買ってきて着ろ。外套は洗わなくていい。着替えたらすぐに返せ」

　彼は金貨を四、五枚手渡すと、店の中に少女を放り込んだ。

（やりい！）

　ピュティアは心の中でほくそ笑んだ。

（結構あいつ、ちょろいね。まんまとせしめてやったもん！）

　彼女はこの店で、下着と二揃そろいの服を買った。

　ひとつは、良家の令れい嬢じようのようなピンクのドレスに白い靴くつ、ストッキングに、長い絹きぬの手袋、帽ぼう子しの一式。

　もう一組は、鹿しか皮がわの狩しゆ猟りよう服とブーツの取り合わせである。それと、ブーツに差すことのできる細身の投げナイフも八本、揃えた。

　これだけ買っても、金貨五枚では十分お釣りがきた。

「お、ま、た、せ！」

　ピュティアは狩猟服の方を着て外に出てきた。

「では、これでお別れだな」

　リックは彼女の手から黒い外套を取り上げる。

「ああん、もう？」

「どこへなりと行け」

　にべもない。

「ねえ、だったらあたし、あんたの……」

「おい！　ここだ！　いやがった！」

　突然、ピュティアの言葉をさえぎって、濁だみ声ごえが響ひびき渡った。

「この糞くそガキが！　どうやって晒さらし台から抜け出しやがった！」

　バラバラと十人ほどの男たちが現われ、ピュティアとリックを取り囲んだ。

　街のチンピラと言ったところだろう。棍こん棒ぼうや短剣を手にした、人にん相そうのよくない連中だ。

「……ヤバい」

　ピュティアはリックの背中に隠れる。

「戻ったのがもうバレちゃったよ」

「馬鹿か、てめえは有名人なんだよ！」

　はだけた胸に縫ぬい傷のある大男が、ペッと唾つばを吐く。

「そのこぎたねえ顔を知ってる奴が、四人もたれ込んできやがったぜ！　おめえが晒し台から逃げて、街にまい戻ったってな！」

「さあ、落とし前はつけてもらおうか！」

　中でもとりわけ悪党ヅラの、黄色い髪の男が少女をにらみつける。

「まさか無事で済すむとは思っちゃいめえ？」

　ピュティアはベエッと舌を出すと、リックの腕にしがみついた。

　男たちは、棍棒や短剣を手の中でポンポンともてあそびながら、今度はリックを威い嚇かくする。

「おい、そこの色男！　娘っこを渡してもらおうか？」

「このアバズレには関わらねえこったな！　怪け我がぁするぜ！」

　リックが剣に手をかけたら、容よう赦しやなく襲いかかろうと、彼らはじりじりと間合いをつめる。

　だが……。

「……この娘を引き取ってくれるのか？　それは、こっちとしても願ってもない」

　リックはピュティアの襟えり首くびをつかむと、大きな荷物でも扱うかのようにポンと前に放った。

「そ、そんな～！」

　突き出されて、茫ぼう然ぜんとするピュティア。

　チンピラたちも一瞬、驚いたようだ。

「へっ？……へえ、物分かりがいいじゃねえか！」

「おい雌めすガキ、おめえがくわえ込んだのはとんだ騎き士し様だな！」

　彼らは下品に笑った。一人が進み出て、少女の腕をねじ上げる。

「さあ、来な！」

「たっぷりお仕置きしてやるからよ」

　チンピラたちはリックを残し、ピュティアを引きずりながら去ってゆく。

「リック！　助けて！　リック！」

　ピュティアが絶ぜつ叫きようした。

「晒さらし台から助けてくれたの、あんたじゃないか！　今度も助けてよ！」

「……ほお」

　チンピラたちの足が止まった。

「あんたかい、このガキを逃がしたのは？」

「なら、ちょいと見み逃のがす訳にはいかなくなったな」

「この街にはちょっとした仁じん義ぎって奴があってよ」

　連中は再び、リックを取り囲んだ。

　リックを腰抜けと見て、いたぶろうと考えているのが露ろ骨こつに分かる。

「……トラブルを起こす気はないのだがな」

　リックは頭を振った。

「まったく、やっかいな娘だ」

　彼の左の親指が、剣の鍔つばを押し上げる。

「やっちまえっ！」

　チンピラたちは四方から、一いつ斉せいに飛びかかった。
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「それ、やっちまえ！」

　チンピラたちは一斉にリックに襲おそいかかった。

　左足を退ひき、身を沈しずませるリック。

　ふっと、その右肩が揺ゆれ、一陣の冷気が吹き抜ける。

　その時……。

「やめんか！　愚おろか者ども！」

　声が轟とどろいた。

　武器を振りかざしたチンピラたちは、雷かみなりにでも撃うたれたかのようにピタリと動きを止めた。

「……あれって、リガース将軍」

　声の方を振り返ったピュティアがつぶやく。

　広場の入口の方、ちょうど、群むれる野や次じ馬うまたちが、広く道を開けているところ。

　そこには、屈くつ強きようそうな二人の護ご衛えいに挟はさまれた、四十がらみの男が立っていた。

　とらえどころのない、どちらかと言えば凡ぼん庸ような風ふう貌ぼうの男だ。

　宮きゆう廷てい人じん風の口髭ひげをたくわえた表情は温おん厚こうそのものだが、ただ、その目つきに隙すきはない。

　服装にしても、手の込んだ金糸の刺し繡しゆう入りの上着などは、まるで豪商か北方の貴族のようで、〝将軍タリク〟の二つ名には相応ふさわしくないように見える。

　だが、その腰に下げられた剣は、素人しろうとには扱いかねる大剣だ。

　使いこなすだけの腕があるのか、それとも見せ掛けか、判断は難むずかしい。

「身の程ほどを知れ」

〝将軍〟は、部下のチンピラたちに不ふ愉ゆ快かいそうな視線を送った。

「で、ですがこいつは！」

「貴き様さまら、自分たちの得え物ものをよく見ろ」

「……はあ？」

　彼らは、その手の中の棍こん棒ぼうと短剣に目をやった。

　その瞬しゆん間かん、チンピラたちが握にぎった棍棒の先の部分がポロリと落ちた。

　短剣は、石にでも打ちつけたように、青銅製の刃の部分が砕くだけ散った。

「な、なんだあ!?」

「いつの間にっ！」

　鹿しかの骨や堅かたい樫かし材で作られた棍棒が、握り手のほんのわずか上のところでスッパリと斬きられているのだ。切り口は、ラードの塊かたまりに熱したナイフを入れた時のようになめらかだ。短剣の方も、見事に柄つかだけが手の中に残されている。

　すべて一刀のもとに切断されたものだと分かるが、誰もリックの剣が鞘さやから放たれ、また戻されるところを見ていなかった。

「なんてえ鋭するどい剣だ！」

　黄色い髪の男が、息を吞んだ。

「……腕に関心しなよ、腕に！」

　と、はがい締じめにされているピュティアが突っ込む。

「今の動きを見ることのできなかった者が、相手になるか。下がれ！」

〝将軍〟が命じると、チンピラたちは渋しぶ々しぶながら退ひいた。

〝将軍〟は前に進み出て、リックに向かって慇いん懃ぎんに礼をした。

「うちの馬ば鹿か者ものどもが失礼を働いた」

「あんたがリガースか？」

　リックは彼に向かって尋たずねる。

「人は〝将軍タリク〟と呼ぶがね」

　彼はうなずく。

「この街ではポン引きの元締め風ふ情ぜいを〝将軍〟と呼ぶのか？」

　リックは、口元にわずかに軽けい蔑べつの色を浮かべる。

「貴様！」

　リガースの両脇に控ひかえる護衛は、剣の柄に手をかけた。

　だが、リガース自身は笑みをたたえて、部下を制する。

「手広くやっているものでね。市民に娯ご楽らくを提供することも、為い政せい者しやの義務のひとつ、と私は考えている。君は私のことをいささか知ってはいるようだが、私が君の名を尋たずねることに何か支し障しようはあるかな？」

「リック！」

　その時、自分を捕まえていた男の手を振り解ほどいて、少女がリックに飛びついてきた。

「なんだよ、さっきの！　ひどいじゃないか！」

「……私のことはリックでいい」

　リックは少女を無視し、〝将軍〟に答えた。

「……なるほど、リック殿どの、だな。……ところで、その娘」

　リガースはピュティアを見、思い出すように目を細める。

「うちの娼しよう婦ふの一人のようだが？」

「娼婦じゃないよ！」

　じゃれつく猫ねこのようにリックの腕の下に潜もぐり込みながら、ピュティアは言い放つ。

「あたしはれっきとした盗とう賊ぞくさ！」

「……ゲイツ」

　と呼ばれて、チンピラの一人が前に進み出た。先ほどの、黄色い髪の男である。

「説明しろ。盗とう賊ぞくと売春婦は、お前の管かん轄かつだったはずだ」

「へえ」

　チンピラは額に汗をにじませた。

「実はそのガキ、流れ者だったのを拾ってやって、盗賊として使ってたんすけど、しょっちゅうアガリを誤ご魔ま化かしやがって……。で、その埋うめ合わせに娼婦に仕立てて客を取らせようとしたんですが、その……」

「その客のケツを、切り刻きざんでやったのさ！」

　ピュティアは勝ち誇ほこったように、ゲイツに向かってベエッと舌を出す。

　リガースは視線をリックに戻した。

「どうやら、つまらぬ揉もめごとに貴き殿でんを巻き込んだようだ。リック殿どの、その詫わび代わりと言っては何だが、我が屋敷においで願えぬかな、歓かん待たいする。……無論、その娘を含ふくめて」

「……よかろう」

　リックはうなずいた。
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「私があの場に通りかかったのは幸運だった」

　リガースは銀製の杯さかずきをかかげ、申し訳程度の衣服を身につけた女奴ど隷れいに酒を注つがせた。

「無む駄だに部下を死なせずに済すんだからな」

　ここは彼の屋や敷しきの広間。長いテーブルの向かいの席には、リックが着いている。その右隣どなりには、落ち着かなげに貧びん乏ぼう揺ゆすりをするピュティア。

　目の前には高級なマルガ産赤葡ぶ萄どう酒しゆのデキャンターが出され、さらに、アーティチョークのフリッター、リークの胡桃くるみあえ、淡たん水すいカマスの姿焼き、白鳥の首のプディング、タンズィケーキなど、数々の贅ぜい沢たくな料理の皿が運ばれようとしていた。

「用件を聞こうか、〝将軍〟」

　リックは切り出した。

「あんたがただの接せつ遇ぐう好きとは思えないんでね」

　リガースは苦笑し、皿を並べようとしていた女たちを下がらせた。

「ああん！」

　生なま唾つばを吞んで鴨かもの蒸むし焼きの到着を待っていたピュティアは、落らく胆たんの声を上げる。

「もうっ、あたし、お腹なか減へってんだから！　食べてからにしようよ！」

　二人の男の耳に、そんな少女の抗議は達とどかない。

「貴殿は、聖エグランティーナの秘宝に関する伝説を耳にしたことがおありかな？」

「諸王朝の歴史にすべて通じている訳ではないが……」

　と、前置きして、リックは答えた。

「今から約六百年前、エラーン諸島からこのエレネイに渡ってきた南海蛮ばん族ぞくの一派が、半島西南部に王朝を建国した。そして、蛮勇王アル・ヴィラーフのもと、ヴィラーフ朝は強大な軍事力を背景に、わずか十四年で半島の三分の一を統まとめた。だが、王は晩年、今は失われたマラキム教に帰き依えし、自みずから太たい主しゆを名乗るとともに、神聖太主国を宣言し、その富の大半をマラキム教の女司祭エグランティーナに残した」

「そう、そしてその財宝は司祭の死後、黒くろ瑪め瑙のう宮きゆうという秘密の神殿に運ばれ……」

「今日に至るまで発見されていない。マラキム教の数々の秘儀とともに、歴史の中に埋うずもれてしまった」

「もし、その黒瑪瑙宮の遺い跡せきの場所を知っている者が現われたとしたら？」

　それまで歴史の話に退たい屈くつし切っていたピュティアの目の色が変わった。

（それって、もしかするとお宝！）

　だが、リックはわずかにうなずいただけだった。

「……面おも白しろい話だ」

〝将軍〟は頭を振って立ち上がり、暖だん炉ろの前に移動すると、チロチロと静かに燃える炎ほのおに視線を落とした。

「だが、どうやら財宝の在あり処かまでの道程は楽なものではないようでね。ここからほんの数日の距離なのだが、これまでに二回、腹心の部下らを調査に送り出したが、いずれも遺跡にたどり着く前に、その大半の人員を失い、逃げ帰ってきている」

「遺跡の場所は確かなのだろうな？」

「間ま違ちがいない。調査隊の被害が、逆説的にそれを証明していると私は考えるがね」

「それで？」

　リックも席を立つと、リガースの傍かたわらに行き、薪まきを拾って暖だん炉ろに放りこむ。炎ほのおが一瞬、高く燃え上がる。
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「今度は私に調査に行けと？」

「いや。今回はこのリガースが直じき々じきに指し揮きを執とる。貴殿には私と、案内人の護衛を頼たのみたい」

「ねえ！　リック、やろうよ！　いい話じゃないか」

　ピュティアが、欲望に目をキラキラと光らせる。

「……報ほう酬しゆうは？」

　と、リック。

「発見された財宝の三分の一。……それとそこにいる娘」

〝将軍〟はピュティアの方を目で示した。

「本来ならば鞭むち打ちの上、晒さらし台に戻すところだが、代官の権限で恩おん赦しやを与えよう」

「やったあ！」

　ピュティアは跳とび上がり、リックの背中に抱きつこうとする。

「何度も繰くり返すが、私とこの娘とは何の関係もない」

　リックはサッと身をかわした。少女は目標を失い、ベチャリと床ゆかに落ちる。

「あ、あんたって～！」

「……だが、分け前の方は魅み力りよく的てきだな。伝説が十分の一でも真実なら、私の取り分は金三十万以上ということになる。この仕事、受けよう」

　リックの答えを聞くと、将軍は右手を差し出した。

「では、今日はここに泊とまっていただこう。明日、出発の時に案内人に引き合わせる」

「明日か。ずいぶんと急な話だな」

　リックは、その手を取らなかった。

　二人はお互いの腹を探さぐるように、じっと相手の目を見つめ合う。

「……気が短いものでね」

　しばらくして、リガースは口元で微ほほ笑えみ、手を引っ込めた。

「せっかくの招待を悪いが、宿は別に取らせて貰もらおう」

「……用心深いな」

「性しよう分ぶんさ」

　リックは肩をすくめると、そのまま扉とびらの方へと真っすぐに足を進め、預あずけておいた剣を護衛の手から受け取った。

「ところで」

　彼は、回かい廊ろうに一歩踏み出しかけたところで唐とう突とつに足を止めて振り返った。

「ストリガ、あるいはストリクスという言葉を耳にしたことは？」

「夜歩く者たちに、魔法を用いる女たち……。どちらもエラーン語だな。これは何かの符ふ丁ちようかね？」

〝将軍〟はにこやかな表情を変えなかった。

「いや……、あんたが知っている以上のことは私も知らんさ」

　剣士はそう言って扉を閉じた。




　　　　＊　＊　＊




「ねえ、何で館やかたに泊まらなかったのさ？」

　街中の宿屋をとったリックは、部屋に入ると黒の上着を脱ぎ捨て、そのまま粗そ末まつなシーツを敷しいた藁わらのベッドに横たわる。

「奴の手の内にいるのは危険だ」

「信用してないの？」

　ピュティアも狩猟服を脱ぐと、リックの傍かたわらに潜もぐり込む。

「当たり前だ。あの男、私の正体を見抜きながら、おくびにも出さなかった。たいした狐きつねだ。……ところで、ひとつ聞きたいんだが」

「なに？」

「なぜお前がここにいる？」

「決まってるじゃないか。あたしはあんたの相あい棒ぼうだもの。サッ、早く寝ようよ。明日、早いし」

「…………」

　リックはグイとシーツを引っ張った。

　ピュティアは腰を覆おおう下着ひとつのまま、ゴロリと床に投げ出された。

「いった～い！　なにすんのよ、乱暴な！」

「いったい何度言えば分かる。お前と私とは無関係だ。出て行け」

「こんな真夜中に出て行けだって！」

　少女は起き上がると、ドンと床を踏ふみ鳴らした。

「か弱い美少女に向かって、なんてこと言うのさ！　外は真っ暗だし、夏の初めっていっても、ピューピュー北風が吹いてんだよ！　こんななか追い出されたら、道に迷って、路地裏で悪い連中に捕つかまって、身ぐるみ剝はがされて、殴なぐられて、その上、このキレイな体を散さん々ざんもてあそばれて、あげくに奴隷商人に売り飛ばされ、ガレー船でガリス河を運ばれる途中、船が沈ちん没ぼつして、逃げようとしても足に鉄輪がついてて逃げらんないで、爪つま先さきから膝ひざ、太ふと股もも、腰、おへそ、胸って水が上がってきて……」

「わかった」

　リックはこめかみに指を当てて遮さえぎった。

「朝までは、ここにいていい」

「当然よ！　でなきゃ、死んで毎晩バケて出てやる！」

　ピュティアはフンと鼻を鳴らした。

「ただし」

　リックは毛布をつかむと、彼女に投げて寄こした。

「お前は下だ。ベッドに入ることは認めない」

　話は終わりとばかりに、彼は少女に背を向けて横になった。

「……あたしと寝たくないなんて」

　ピュティアはイーッと歯を剝むくと、自分も毛布を引っ被かぶって床に寝転がった。

　バサリ。

　その少女の頭の上に、布で包んだ藁わらの塊かたまりが落ちる。

「……枕まくらだ」

「ありがと」

　ピュティアはクスリと笑って目を閉じた。




　さて、夜も更ふけて、赤の月アティードが南の地平線上に現われた頃……。

　リックたちの宿の部屋の鍵かぎが、カチャリと小さな音を立てた。

　続いて、蝶ちよう番つがいの軋きしむ音。

　リックは目を開いた。

　そっと、傍らの剣に手を伸ばす。

　蠟ろう燭そくの光ひとつない暗くら闇やみの中、誰かが入ってくる気け配はいがした。

　人数は一人。

　殺さつ気きは感じられない。

　今のところは、だが……。

　リックはいったん剣から手を離した。

　かすかな衣きぬ擦ずれの音がし、ひとつ、大きくため息のような息いき遣づかい。

　やがて、寝藁を搔かき分けて、侵しん入にゆう者しやはリックの隣となりに横たわった。

　甘あま酢ずっぱい体たい臭しゆうが、ほのかに匂におう。

　リックが身じろぎをすると、その肩に、柔やわらかい手がそっと触ふれた。

「お起こしして申し訳ありません。街に着いた時間が遅く、宿の主人がもう相あい部べ屋やしかないと……」

　ささやく声。若い娘の声だ。

「宿の主人に言われたのだな」

「はい」

「ならば仕方あるまい」

　リックが背中を向けるように寝返りを打つと、娘はごく自然に身を寄せてきた。

　もちろん、全裸である。野の宿じゆくの場合を除のぞけば、何かを身に着つけて眠る習しゆう慣かんはエレネイにはない。

　張りのある胸と天鵞絨ビロードのような感触の下腹部が、リックの背に当たった。

「……その言葉は北部の御出身のようですね」

　女は尋たずねる。

「商用の方には見えませんが？」

「確かに見えぬだろうよ、この暗さではな」

　リックは答える。

「私は雇やとわれ剣士だ」

「まあ、良かった」

　娘はさらに身をすり寄せてきた。

「実は、そういう方を探していたのです。南のミシュハバードまでの護衛をお願いする」

「残念ながら期き待たいには答えられぬよ」

　そっけない声。

「いまは別の仕事を請うけ負おっている」

「その仕事、断っていただく訳にはいきませんか？」

　いよいよ娘は密着した。

「あなたの望むものは……差し上げますから」

「貰もらうのはかまわんが」

　リックは身体の向きを変え、娘のアゴをクイと指で起こした。

「一度引き受けた仕事は途中で投げない主義でね」

　髪の短い、やや丸顔の娘だということが、触れた感じで分かる。

「……では、どうあっても？」

「そういうことだ」

　剣士はサッと手を上げ、娘の手首をつかんだ。

「くっ！」

　娘の手には細く鋭するどい金属が握られていた。闇やみの中ではハッキリと判別できないが、暗殺用に毒を塗ぬった小型の短剣に違いなかった。娘はそれをリックの首筋に振り下ろそうとしたのだ。

「物ぶつ騒そうなことだな」

　短剣を握った方の腕の肘ひじの内側を人差し指でトンと突いてやると、娘は痺しびれたように手を開いた。暗殺用の武器は、小さな音を立てて床に落ちた。

「さあ、正体を唄うたってもらおうか？」

「……なぜ、私が怪あやしいと？」

　娘の声はさっきと打って変わって、敵意に満ちている。

「理由は三つ。第一に、私は銀貨を払ってこの部屋を完全に借り切った。主人が相部屋をさせる訳がない。第二に、君の鼓こ動どうは異常なまでに早かった。極度の緊きん張ちようの表われだ」

　リックは娘の手をねじり、後から抱き抱かかえるようにして彼女の上半身を引き起こした。

「……第三は？」

　ハアハアと息を荒くしながら、身を振り解ほどこうとする娘。

「誰の差し金か知らんが、君はこうした色仕掛けには不向きだ」

　リックは娘の耳元にささやく。
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「私にも〝女〟と〝子供〟の区別ぐらいつく」

　娘はハッと息を吞んだ。

「……殺しなさい」

「なぜだ？」

「私は何も喋しやべらないから」

「そうか」

　リックは不意に腕を開き、彼女を解放した。

　娘はパッと立って彼から離れ、壁かべぎわまで下がった。

「どうして逃がすの？」

「今日はもう十分に殺した。働き過ぎは身体からだに良くない」

　彼は娘が脱ぎ捨てた服を投げてやる。

「死にたいのなら、別の日にしろ」

「あなたは間ま違ちがった側についているのよ」

　娘は手早く服をまとった。

「私は誰の側でもない」

　リックは頭を振る。

「……きっと、後こう悔かいするわ」

　扉とびらが開き、また、閉じた。

　すると、その音に、

「……ふにゃ？　なに今の？」

　と、ピュティアが寝ね呆ぼけて起き上がった。

「何でもない。鼠ねずみだ」

　リックが赤ん坊を寝かしつけるように低い声で言う。

「……そう？　結けつ構こう、焼くと美お味いしいんだよね、あいつら」

　ムニャムニャとつぶやきながら、少女はまた横になった。

　リックはその肩に、毛布をかけ直してやる。

　スースーという静かな寝息が再び上がり始めるまで、そう時間はかからなかった。




　一方、娘がリックたちの部屋に入ったのと同じ頃……。

　彼らの宿の斜はす向かいの物もの陰かげに、四人の男が息を押し殺して隠れていた。

　その内の一人は、昼間リックに散さん々ざんの目に遭あった賞金稼かせぎのダル・ハー。

　残りの連中は、弓や剣、手て槍やりで武装した、いかつい顔の男たちである。

「手て筈はずは分かってんな？」

　ダル・ハーは腰に下げた陶とう器きの小こ壺つぼに手をやると、仲間たちを返り見た。

「まず、俺が油をまいて、このボロ宿に火を放つ。ファルドー、マルヴォ、おめえらは裏と表に分かれて、逃げだしてくる連中を片っ端ぱしから射い殺せ。関係ねえ奴も殺やっちまうかも知れねえが、なあに、構うこたあねえ。ザガロ、てめえは射漏もらした奴の始末だ。例のナニ、用意しとけよ」

　ダル・ハーはグイと何かを飲む真ま似ねをした。

　仲間たちはうなずき、散った。

　リックが街に入ってからしばらくして、このダル・ハーも街にやってきていた。

　彼は執しゆう念ねん深くリックの宿を探し出し、手を組む仲間を見つけたのだ。

　三人の仲間は仕事にあぶれた流れ者の傭よう兵へいたちで、一人金貨二百枚の約束でこの計画に加わっていた。これはリックの首にかかっている賞金を考えると、不当に安い分け前である。

「フレオリックめ。この俺おれ様をコケにしやがったこと、後悔させてやる」

　ダル・ハーはペッと地面に唾つばを吐くと、自分も宿屋に向かって通りを渡り始めた。

　だが、彼が忍び足で通りの真ん中くらいまでやってきた時……。

「……ちっ」

　髭ひげの賞金稼ぎは舌打ちして物陰に身を隠した。

　いつの間にか、亡ぼう霊れいのような影の集団が宿屋の前に立っていたのだ。

「化ばけもん……じゃねえな」

　ダル・ハーは観察した。

　ほとんどが、黒いローブをまとった小こ柄がらな者たちである。

「……女か」

　時おりフードの奥にのぞく頰ほおの色は、白はく磁じのように透明度があり、ほのかにピンク色を帯びている。若い娘たちのようだ。

「しゃらくせえ。蹴け散ちらすか」

　ダル・ハーは通りに踏み出し、女たちの前へと進んだ。

「おい、おめえら」

　彼は例の唸うなるような声で言った。

「今からここで、ちょいとした修しゆ羅ら場ばがある。血ぃ見たくなかったら、さっさと消えな」

　ローブ姿の女たちはチラリとそちらの方に目をやっただけで、何も聞こえなかったかのようにダル・ハーの忠告を無視した。

「……ふ、ふざけやがって！」

　普段、血の巡めぐりが悪い分、頭に血が上のぼるのは早い。

　ダル・ハーは激げつ昂こうし、戦せん斧ぷを抜いた。

「おら、死ねぃ！」

　大勢の血で曇くもった戦斧の刃が、一番手前にいたやや背の高い女の頭に向けて叩たたき下ろされる。

　だが、戦斧は見事に空から振ぶりした。

　女はほんの半歩の動きでこれを見切り、羊よう皮ひ紙しの厚さほどの差でこれをかわしたのだ。

「去るのはあなたの方ですね」

　女は、今の一振りなどなかったかのような落ち着いた声で告げた。

「命を奪うばうつもりはありません。関わり合いになるのはお止しなさい」

「けっ！　おもしれえ、俺様に説教たれる気か！」

　賞金稼ぎはピュウと口笛を短く吹いた。

　三人の仲間が、これに応こたえて姿を現わす。

「ちいと邪魔が入った。ファルドー、マルヴォ、ザガロ、ついでにこいつらも片付けちまいな！」

　のそりとした感じの大柄なファルドーと、機き敏びんそうな小男のマルヴォは短弓を湾刀シミターに持ち替えた。

　目つきの悪いザガロは、手槍を捨てて懐ふところから陶器製の薬くすり瓶びんを取り出し、それを一気に飲み干した。

　その中身が何であるかは、すぐに知れた。

　薬を飲んだザガロの剝むき出しの腕は、エラーンの密林に住む大おお猿ざるのような剛ごう毛もうと厚い筋肉にみるみる覆おおわれていった。

　さらに、彼の両目の瞳どう孔こうは縦長に変形し、夜よ目めが利きく猫類の目となった。

　と同時に、鼻からアゴにかけてが突出し始め、口が耳元まで裂さける。

　鋸のこぎりのように鋭く尖とがった歯。

　まるで狼おおかみの頭部だが、その額ひたいには一角獣のように長い角つのが一本生えていた。

「……あれはラクヌンガ」

　ダル・ハーの斧おのを見切った女が、フードの奥の聡そう明めいそうな眉まゆをひそめた。

「ラクヌンガを悪用する者は、見み逃のがす訳わけにはいきません。……ギゼラ、ジーナ。あなたたちに任まかせますよ」

　二人の娘──どちらも十代後半だろう──が、フードを取って前に進み出た。

「今、我われとともにあれ、大地に発し大地に還かえりしものたちよ。魂たましいなきもの、誓ちかいをその鎖くさりと、盟約をその軛くびきとなすものよ、ここにあれ……」

　ギゼラと呼ばれた少しおっとり型の少女は、呪じゆ文もんらしき言葉を詠えい唱しようすると、膝ひざを落として指先を大地に触れさせた。

「うおっ？」

　ダル・ハーは我が目を疑った。

　轍わだちの残る地面のあちこちが、まるで泡あわのように膨ふくれ上がり、その泡が破裂して中から小さな緑色の生物が無数に出現したのだ。

　そしてその生物は賞金稼ぎたちの姿を見ると、飢うえた獣けものが餌えさを見つけた時のように嬉き々きとして飛びかかった。

　ファルドーとマルヴォは片っ端から切り捨てようとするが、緑色の生物は波のように押し寄せて、賞金稼ぎたちに咬かみつき、引っ搔かき、殴なぐりつけた。

「こ、この小鬼ども！」

　ダル・ハーはたじたじとなった。小鬼は本来、半島のどこにでも見られる亜人間の一種で、子供や家か畜ちくを襲って喰くう性しよう悪わるな生物だが、そう手て強ごわい相手ではない。しかし、今のダル・ハーたちはその数に翻ほん弄ろうされ、女たちの一団には近づくことさえできないのだ。

　ただ、ラクヌンガで変身したザガロのみが、猿えん人じんの腕で小鬼を薙なぎ払い、一角獣の角で串くし刺ざしにして奮ふん戦せんしていた。

「いいぞ、ザガロ！　俺たちを助けろ！」

　両手両足をかじられながらダル・ハーは彼に救援を求める。

　だがそこに、もう一人の少女、ジーナが立ちはだかった。

「ラクヌンガの恐ろしさを知りなさい」

　少女は深緑の瞳ひとみで、ダル・ハーの方に向かおうとするザガロの目を捉とらえた。

　ザガロは突然、手足を釘くぎで打ちつけられたかのように動きを止めた。

「大気の潮うしおよ、その流れの中に彼かの者を捉えん。光の径みちよ、彼の者の秘めし心への導きとならん。我、聖なる秘儀をもってその貧まずしき心の扉を叩たたき、答え無き時は雷いかずちをもって打ち破らん……」

　ジーナは口元に指を当て、呪じゆ文もんを唱となえ始める。

　詠えい唱しようの開始と同時に、ザガロの頭が小こ刻きざみに痙けい攣れんしだした。

　その震えば次第に大きくなり、目玉が裏返って眼がん窩かから飛び出さんばかりになる。

　牙きばの並んだ口は、緊張を失ってだらりと開き、唇くちびるは不自然なまでに腫はれてめくれ、皮ひ膚ふの所々に裂さけ目めが走った。

　そしてそのパックリと開いた裂目からは、ピンク色の肉が沸ふつ騰とうするかのようにはみ出て盛り上がり、奥の骨が剝むき出しになる。

　さらに骨は、音を立てて縦に裂け、真っ赤な骨こつ髄ずいが骨こつ片ぺんとともに飛び散った。

「ウオオオオオッ！」

　ザガロは獣のような断だん末まつ魔まの叫さけびとともに、醜みにくい肉にく塊かいとなって死んだ。

　それを見とどけ、ジーナはガックリと膝ひざをつく。

「……無理をさせましたね」

　先ほど二人に命令を下した女が、彼女を支える。

「いえ」

　ジーナはかぶりを振った。

「未み熟じゆくな私でも、みんなの役に立てれば……」

「ええ。頑がん張ばってくれましたね」

　女は母親がするように優しく少女の頭を撫なでた。

　だが一瞬、その知的な表情に悲しみと悔かい恨こんの色がよぎる。

「時代が許すのなら、あなたたちの手を汚けがすことは避けたかったのですが……。でも、やはり恐ろしいのはあの薬。あなたがあの男の心にほんのわずか働きかけ、その変身した姿への恐怖を植えつけただけで、彼は自みずから肉体を暴走させ、精神をも崩ほう壊かいさせてしまった」

　ジーナはずぶ濡ぬれになった小鳥のように震え、女の胸にしがみついた。

「……残りの馬ば鹿かたちはどうします？」

　別の女がそっと尋たずねた。

　ダル・ハーたちは相変わらず、小鬼たちに小突かれ、咬かみつかれ、蹴け飛とばされている。

「まあ、殺すまでもないでしょう。ディディが戻るまで、この宿に誰も出入りさせないこと。それがわたしたちの目的なのですから」

　と、女が肩をすくめた時……。

　宿の表の戸が開き、短い赤毛の少女がローブの前をかき合わせながら出てきた。

「ディディ？」

　赤毛の少女は小走りでやってきて、女に一礼した。

「……失敗しました、アウデヴェラ様。男は一行に加わります」

「そう、構わないわ。部外者を巻き込むことはこちらの望むところではないけれど」

　ディディの報告に女はうなずくと、じっと少女の格かつ好こうを観察する。

「……どうやら、私の言いつけとは別の説得法を用いたようね」

　行動を見み透すかされた少女のふくよかな耳が、真っ赤になった。

　女は微ほほ笑えむと、右手を上げて仲間に合あい図ずする。

　ギゼラはこれを見て、地面から指を離した。

　すると、この時までダル・ハーらを囲んでいた小鬼たちが、蜃しん気き楼ろうのようにすっと消え失うせた。

「な、なんだあ？」

　ダル・ハーは振り上げかけていた戦斧を下ろし、周囲を見渡した。

　他の二人の賞金稼ぎも、ポカンと口を開けて突っ立っている。

「……消えちまった」

　見ると、すでに女たちの姿もない。

　それに、あれほど小鬼にかじられ、引っ搔かかれたはずなのに、彼らは傷ひとつ負っていなかった。

　ただ、ザガロの死体だけが、女たちの存在の痕こん跡せきを示すように転がっている。

「いってえ、どうなってやがるんだ？」

　ダル・ハーは唾を吐はき、額を流れる汗を拭ぬぐった。

「ええい！　今夜は止やめだ、せっかくの計画が狂っちまった！　ファルドー、マルヴォ、出直すぞ！」

　三人はかつての仲間の死体を通りの真ん中を流れるドブに転がすと、早々に姿を消した。
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　次の朝、リックは将軍のもとに出向いた。

　すでに遺跡に向かうメンバーは揃そろっていた。

　まず〝将軍〟自身。

　昨日きのうのチンピラどものうち、ゲイツと呼ばれた黄色い髪の男と、胸に傷をもつ大男、それから、治ち安あん隊の兵士らしき若者が一人。

　あとは傭よう兵へいだろうか、様さま々ざまな得え物ものと防具で身を固めた、不敵な人相の男たちが十二人。

　そして……。

「……また会ったわね」

　聞き覚えのある声がした。リックはそちらの方を振り返ると、わずかに目を細めた。

「……アマラだったな」

　葦あし毛げの馬にまたがった長身の女。

　それは昨日、広場のテントで出会ったあの女占うらない師だった。

　妖あやしさを漂ただよわせていたあの時の衣装とは違い、今日身につけているのは、胸を覆おおう革かわの鎧よろいとオイルを塗った白い太ふと股ももを剝むき出だしにした短いスカート、皮かわ紐ひもの編あみ上げブーツ。額には鉄てつ鋲びようのついたヘアバンド。上腕には、これも皮製の腕わん甲こうをつけている。エレネイ東部の乾かん燥そう地帯を活動の拠きよ点てんとする狩人かりうどたちによく見られる服装だ。

「今け朝さはあの女の子は？」

　蒼あおい目の女占い師は尋ねた。

「留る守す番ばんだ」

「よく言うことを聞いたわね？」

「説得した」

　リックはそっけなく答える。

「知り合いか？」

　二人の間に、リガースが割って入った。

「うちのお客だったの」

　アマラは〝将軍〟に微笑みかける。

「ならば話が早い」

　彼はうなずいた。

「リック殿、この女性が遺跡までの案内人だ」

「私の仕事は案内だけ。危あぶないことはお二人に任せるわ」

　女はリックにウインクした。

「では、出発だ！」

〝将軍〟の号令で、厚い青銅でできた東街門がゆっくりと開かれた。

　若い兵士とリックを先頭に、一行は砂すな煙けむりを立て、街壁の周囲を半周してから南西に針路を取った。
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「……ぶはっ！　あ、あんにゃろ！」

　床ゆかに顔を擦すりつけ、ようやく猿ぐつわを外はずした少女は叫さけんだ。

　今朝早く、ピュティアは自分を置いて出発しようとするリックの足をしがみつき、どうしてもつれて行け、と言って大騒ぎをした。

　そして、リックの誠意あふれる説得の結果、彼女はこうして下した穿ばき一枚のまま縛しばられて床に転がることになったのだ。

「こんなことしたって、すぐに追いついてやるんだから！　分け前は、絶対に頂いただくよ！」

　未いまだ手足が自由にならないピュティアは、昨晩脱ぎ捨てたままのブーツの方に芋いも虫むしのように這はって進んだ。ブーツには、八本の投げナイフが仕込んである。それで縄なわを切ろうというのだ。

「……よっと」

　少女がようやくのことにナイフをつかんだ時、部屋の扉とびらがギィと軋きしみながら、ほんの少し開いた。

　この部屋は一か月、リックが借り切っている。彼の他に入ってくる者はいないはずだ。

（リック！　戻ってきて……くれるはずないよね）

　そろそろピュティアも、リックの性格が分かってきていた。彼女は油断なく目を配りながら身を起こし、背中で手首を縛っている縄を急いで切りにかかった。

　扉は、中の様子をうかがうように、ゆっくりと開いていった。

　やがて、隙すき間まからひとつの顔がのぞいた。それは、リックの端たん正せいな顔とは似ても似つかぬ薄うす汚よごれた顔、賞金稼ぎのダル・ハーの髭ひげづらだった。

「げっ！　あんた！」

「おっ！　てめえは！」

　ダル・ハーは、部屋にいるのがピュティア一人なのを見て取ると、ズカズカと入り込んできてニッと笑った。

「この部屋で待ち伏せて、戻ってきたフレオリックの野郎に不ふ意い討うちをかけてやろうと思ったんだが……。そうか、おめえ、奴にくっついちまったんだな？」

　彼は背負った荷を下ろすと、いやらしい目つきでピュティアの体を見渡した。

「残念だったね、リックはしばらく戻らないよ。半月ぐらいはね」

　そう言いながら、少女は背中でナイフを忙いそがしく動かす。

「……どこ行きやがった？　ええ？」

　ダル・ハーは片眉を上げた。

「教えると思う？」

「また、殴なぐられねえと分かんねえか？」

　ダル・ハーの手が、少女の華きや奢しやな首をつかむ。

　と、この時、ピュティアの手足を縛っていたいましめが切れた。

「昨日のお返しだよ！」

　ピュティアは足を振り上げ、思いっ切りダル・ハーの股こ間かんを蹴けっ飛ばした。

「ウガッ！」

　ダル・ハーは堪たまらずピュティアを突き放し、ピョンピョンと跳とび跳はねた。

「手足が自由なら……」

　少女は、八本の投げナイフ全部を両手の指に挟はさむと、賞金稼ぎめがけて投げつけた。

　カッ、カッ、カッ、カッ！

　樫かしの扉に突き立ったナイフは、ダル・ハーの袖そでや裾すそを、見事に縫ぬいつける。

　賞金稼ぎは、トリモチにかかった肥ふとり過ぎの鶉うずらのように、身動きが取れなくなった。

「あんたなんかに殴られりゃしないさ！」

　ピュティアは狩猟服の上着を羽は織おると、ダル・ハーの前に立った。

「……さてと、どうしようかな？　こいつの始末」

　少女は勝ち誇ほこったように金色の髪を搔かき上げた。

「こんな小娘にやられるとは……」

　ダル・ハーの方は一転して情けない表情である。

「ダル・ハー、あんたのことだから、ひとりじゃないよね。仲間はどこ？」

　ピュティアが問いつめる。

「バカヤロウ！　この俺様が……」

　と、啖たん呵かを切ろうとしたところに、冷たいナイフの刃が首筋を撫なでた。

「……し、下に二人待たせていますっ！」

「二人？　少ないじゃないか？」

「フレオリックの名を出したら、みんな怖おじけづきやがって、手て勢ぜいが集まんねえんだよ。一人は死んじまったしな。……だが、この二人は腕うで利ききだぜ」

「じゃあ、何で三人で上がってこなかったのさ？」

「あの野郎が今け朝さ早く出たことは分かってたからな。罠わなを仕掛けにきたのよ」

　ダル・ハーは担かついできた荷物をアゴでしゃくって示す。

　なるほど、その頭ず陀だ袋ぶくろから、ロープや網、角材や矢がはみ出しているのが見える。

「これで動けなくして、それから三人で仕し留とめるって寸法だ」

「卑ひ怯きよう者もの！」

「何とでも言え」

　ダル・ハーはうそぶいた。

「あいつはあのフレオリックだぞ」

「フレオリック、フレオリックって、いったいあいつは何者なの？　金三千って賞金、フツーじゃないよね」

「ハッ！　おめえ、知らねえのか？　〝死を友とする男フレオリック〟、奴は元ヤーバシアの……」

　ダル・ハーはふと口をつぐんだ。

「やめた。おめえに教える義理はねえや」

「…………」

　ピュティアは、一瞬問いつめようと思ったが、ナイフをトンッと軽くテーブルに突き立てると、はりつけになったダル・ハーを放ったまま服を着込み、荷物をまとめ始めた。

（もし、リックが本当に危険な奴なら、後を追うべきじゃないよね。けど、あたしにはそうは思えないよ。リックは人を斬きることはあっても、根は残ざん酷こくな人じゃない。昨日のチンピラだって、このアホのダル・ハーだって、命を助けたもの。それにあの瞳ひとみ……。あんな澄すんだ瞳をした人が賞金首になったのには、何か理由が……）

「ダル・ハー」

　彼女は賞金稼ぎに呼びかけた。

「下の二人、呼んどいで。あたしは今からあんたの人ひと質じちだよ」

「はあ？」

「分かんない奴だね！　あんたたち、あたしを人質にしてリックを追うの！　今、ナイフを外はずしてやるから言う通りにしな。言っとくけど、逃げようとしたり、あたしに何かしようとしても無む駄だだよ」

　ピュティアは再びナイフを手に取り、ダル・ハーの頰ほおをその刃でビタビタと叩たたいた。

「わ、分かってるって！」

　冷汗を垂たらしながら、ダル・ハーはうなずく。

　ピュティアは扉に打ち込まれたナイフを抜いた。自由になったダル・ハーは、そそくさと仲間を呼びに下りていった。

　少女はドタドタというその足音を聞きながら、自分を納なつ得とくさせるようにつぶやいた。

「どっちにしろ、リックの奴、お宝を独ひとり占じめにしようったって、そうはいかないよ。あんたの分け前の半分は、このあたしのものなんだからね」




　　　　＊　＊　＊




〝将軍〟の一行は問題もなく、初日の行程を進んでいた。

「夕方には小さな村に着くわ。今晩はそこで休みましょう」

　アマラがリックの黒馬に轡くつわを並べてきて、言った。

「それで、翌日は？」

　リックは黒馬を並み足で進ませながら、彼女の方を振り返りもせずに尋ねる。

「それはまだ秘密。〝将軍〟以外に話すことは契約違反なの」

「前の調査隊には同行したのか？」

「村まではね。それからの道は正確に説明したつもりよ。でも、別れて二日でほぼ全滅したわ。一次、二次調査隊、生き残りは合わせて三人」

「……興味深いな」

　彼はほんの少しアゴを傾かたむけて、アマラに目をやる。

　その時……。

「リックさん！」

　アマラとリックは視線を前方に戻した。

　呼びかけてきたのは、馬を飛ばして戻ってくる、エツェルという名の若い兵士だった。

　リックの指示通り熱心に斥せつ候こうに走り回っているこの兵士は、馬を半日一緒に進めるうち、すっかりリックの判断に信しん頼らいを寄せるようになっていた。

「この先しばらくは、背の低い灌かん木ぼくの茂みが所々にあるだけで、待ち伏せのできそうな場所はありません」

　二は十た歳ちを過ぎたようには見えない青年が、報告する。

「蛇へびの巣穴は見たか？」

　と、リックが聞くと、彼は頭を傾かしげた。

「蛇の巣穴……ですか？」

「この地勢だ。蛇が群れて暑さをしのぐ巣穴がいくつも見つかるはずだ。中には人間が数人隠れられるほどの大きさのものもある」

「気がつきませんでした！　もう一度調べてきます！」

「エツェル、斥候に出る時は、常に敵の立場になってものを見ろ。どうすればやってくる連中を皆殺しにできるのか、自分なりに考えることを忘れるな」

「はい！」

　エツェルは馬の腹に拍はく車しやを当てて、走っていった。

「素す直なおないい子ね」

　青年の後ろ姿を見送りながら、アマラが笑った。

「……純じゆん粋すいすぎる。長生きはできまい」

　リックは肩をすくめた。




　日暮れ近くになって、彼らは村に着いた。

　村は三十軒けんほどの小屋からなっていて、そのどれもが泥どろ煉れん瓦が造づくりの粗そ末まつな平屋だ。

　どの家も三部屋ほどの間取りしかなく、その内の一部屋は家か畜ちく用の土間になっている。

〝将軍〟の一行は、村の中でも広めの小屋、三、四軒の住人を追いだし、そこに数人ずつ分かれて入って今夜の宿泊の場とした。リックとアマラは比較的狭い、二つ部屋の小屋があてがわれた。

　農夫たちは自分たちの家に我がもの顔に入ってゆく〝将軍〟たちを、ジッと立ったまま無表情な目で見つめていた。家を放り出された農夫の家族は、日が落ちるとかなり冷え込む乾かん燥そうした空気の中で、身を寄せ合って一晩を耐たえることになる。彼らの中には幼おさない女の子や乳ち飲のみ子もいたが、〝将軍〟や傭よう兵へいたちは、そうしたことには無む頓とん着ちやくであった。

　吹きさらしの大地の上で震える子供たち。

「代官の命令さ……。何だか後ろめたい気分ね」

　アマラは彼らに目をやり、表情を曇くもらせる。

「私の生まれた村が、ちょうどこんな感じだったから……」

　リックの方は、さっさと土ど間まに馬を乗り入れる。

「身分が上の者には逆らえない。ただ、唯い々い諾だく々だくと強いものの命令に従うだけ。代々そうやって生きてきた奴らだ、同情は無用だ」

　彼は言い捨て、湿しめった藁わらを敷きつめた寝台に座る。

「それ、あなたの本ほん音ねかしら？」

　アマラはリックの後に続いて部屋に入ると、ヘアバンドを外してくつろぐように頭を振った。銀色の髪が、星を散りばめたかのようにキラキラと光る。

「ところで、外がい套とうはどうしたの？」

　彼女はリックの隣となりに寄り添そうように腰を下ろした。

「捨てた。汚れたからな」

　リックは女を見つめた。

「……この前の続き、してみる？」

　アマラは顔を寄せ、甘い息で誘う。

「新しい情報でも？」

　リックの問いに、アマラは胸元から金貨を数枚取り出すと、彼の太ふと股ももの上に置いた。

「今度は私が買うのよ……」

　部屋を静せい寂じやくが支配した。




　外では、二人の少女が、妹である乳飲み子を挟はさむようにして抱き、〝黒い外套〟に身を包んでスヤスヤと眠っていた。




　その夜、二人の傭兵が村から姿を消した。







　第三章　ウラルトゥ　奇襲、蛇へびの渓けい谷こく







「村の奴ら、皆殺しにしとくべきでしたよ！」

　だく足で進む馬が上げる土つち埃ぼこりに辟へき易えきしながら、ゲイツは〝将軍〟に抗議した。

「二人を殺やった野郎が、あの中にいるのは確かでしたぜ！　今から戻って女子供をしめ上げりゃあ……」

「あの連中に殺しは無理だ」

　そう口を挟はさんだのは、リックだった。

「反抗など、思いつくこともできぬ羊どもだからな」

「そうかよ！……おい、そういやあ、てめえってことも考えられるな」

　ゲイツは、ペッと砂混まじりの唾つばを吐はいた。

「俺は最初っから胡う散さん臭くせえ奴だと……」

「よせ」

〝将軍〟がピシャリとさえぎる。

「もう村は地平線の彼方かなただ。それに我々にはあの村で犯人探しをしている暇ひまはない」

　ゲイツはリックを憤ふん怒ぬに燃える目でにらみつけると、相棒の大男を引き連れ、馬の歩調を弛ゆるめて隊列の後方に下がった。

「急いでいるようだな、〝将軍タリク〟？」

　リックはリガースの乗馬に、黒馬の足並みを合わせる。

「……このまま何も障害がなければ」

　リガースはリックの問いには答えず、前方遥はるか彼方にそびえる青い山々を指さした。

「今日中にウラルトゥ渓けい谷こくに到着できる」

「ウラルトゥ渓谷？　すると目的地は……」

「その通り、眩げん惑わくの砂さ漠ばくの中だ」

〝将軍リガース〟はうなずいた。

「なるほど、アゼラ商人でさえ避さけて通る人じん跡せき未み踏とうの眩惑の砂漠か……。遺い跡せきが今まで誰にも荒らされなかった訳わけだ」

　リックは目を細める。

　ここにきて、自分に目的地を明かす真意は何か？

　友情や信頼の証あかしでないことは確かだ。

「だが、ウラルトゥは別名〝蛇へびの渓谷〟。眩惑の砂漠に至るその唯ゆい一いつの回かい廊ろうは、狭く、しかも長い。我々を阻そ止ししようとする者がいるとすれば、格かつ好こうの待ち伏せ場所だな」

　二人の視線が、お互いの腹を探さぐり合うようにぶつかり合う。

「……そのための貴き殿でんだ」

　リガースはハイエナのように笑った。

「違うかね？」

　太陽の高度が下がるにつれて、ウラルトゥの山々は紅べに色いろに染まり始め、やがて夕日をその背後に隠した。

　リガースの言葉通り、彼らは渓谷の入口にたどり着いていた。

　黒い巨大な岩壁が、リックたちを威い圧あつするように垂直にそびえ立っている。

　その岩壁に、カーテンの綻ほころびのように開いた細い隙すき間まが、〝蛇の渓谷〟……。

　その開口部が、今日の野や営えい地ちである。




「昼間、〝将軍〟と何を話していたの？」

　星が明るく輝きだした頃、白い腕でリックを包み込みながらアマラは彼の耳元にささやいた。

「なぜ聞きたい？」

〝将軍〟や傭よう兵へいたちが休んでいる場所から少し離れて、灌かん木ぼくの茂みの陰にリックとアマラは横たわっている。

「意い地じ悪わるね」

　彼女はリックのうなじに舌を這はわせる。

「財宝のこと？　それともラクヌンガのこと？　ねえ、教えて」

「つまらぬことだ。……もっとも、これだけは言えるな」

　リックも、女の耳に唇くちびるを運ぶ。

「リガースは、二人を我々の目の前から消した連中の正体を知っている。そして……」

　彼は突然、グッと体をひねると、アマラを自分の下に組み敷しいた。

「君も知っている。……だろ？」

「……痛いわ」

　手首を握にぎる力の強さに、アマラは美しい眉まゆをひそめた。

「そろそろ聞かせてもらおうか。君は何者だ？　何を狙ねらっている？」

「狙いはあなたと同じ。お金よ」

「ふん。まさかリガースの吹ふい聴ちようするほどの富が、遺跡に残っていると信じるほど愚おろかではあるまい？　言え、本当の目的は何だ？」

「もし話せないって答えたら？」

「簡単さ」

　リックは、焚たき火びの周りに固まっている傭よう兵へいたちの方に目をやった。

「あの、女に飢うえた連中の真ん中に、君を放り込む。好きにしろ、と言ってな」

「……この下げ衆す」

　アマラの妖よう艶えんな瞳ひとみに一瞬、怒いかりの炎ほのおが走る。

「その通りだ」

　黒衣の剣士は、女が長い足を振って自分を蹴けろうとするのを見て、皮肉げに口元を歪ゆがめる。

「だが、君も私を利用した。君が昨日、私と寝ね屋やを共にしたのは、あの傭兵たちから自分を守るためだ。もっとも、リガースが、私と君に同じ部屋をわざわざあてがったということは、彼も君を危険にさらしたくはないと考えているようだがな」

「聞いて、フレオリック」

　アマラは抵抗をやめた。

「話せる時がきたら、必ずあなたに全部話すわ。でも、今は許して。お願い、私を信じて」

「……私は己おのれの剣以外、信用しない」

「一いつ緒しよにいたあの女の子も？」

　リックは頭を振った。

　そして、アマラの手首を押さえつけていた手を離すと、彼女に背を向けるようにして身を横たえた。

「……哀れな人」

　アマラはその背中に身を寄り添わせた。




　明け方までに、また二人が消えた。

　そのうちの一人は、ゲイツだった。




　　　　＊　＊　＊




　ゲイツと常に行動を共にしていた大男は、滑こつ稽けいなほど怯おびえていた。

　真夏の太陽の下、タロンという名のこの大男は、アゴをガチガチ鳴らして震えていた。

「〝将軍〟、いけねえよ！」

　タロンは出しゆつ立たつを命じるリガースに訴うつたえた。

「俺、見たんだよ！　ゲイツの奴が、空に消えていくのを！　やっぱりこの旅は呪のろわれてる、みんな死んじまうよ！」

「……タロン、私の命令が聞けんのか？」

　そうつぶやくように言った〝将軍〟は、大男の方を見ようともしなかった。

「そ、そんなこたあ！　けど！」

「ならば、馬に乗ることだ」

　未知の襲撃者に対する恐怖に、〝将軍〟への恐れの念が勝った。

　リガースの冷れい徹てつな言葉に、タロンはフラフラと後あと退ずさり、鐙あぶみに足を掛けた。




〝蛇の渓谷〟はその名の通りの、細く、枝道のない一本道だった。

　何しろ両脇は切り立った崖がけで、道の幅は大人が両手を広げた程度。馬は二頭並んで通れるどころか、方向転換もままならない。

　リックはエツェルを先行させ、彼の背中が見えるぎりぎりの距離にアマラと〝将軍〟の本隊、それからまた長い距離をおいて最後が自分、というように隊列を組んで渓谷に入っていった。

「エツェル！」

　ある程度進むたびに、リックは斥せつ候こうのエツェルに声をかける。

　その声は崖に反射し、木こ霊だまとなって谷に響き渡る。

「異常ありません！」

　若い兵士の声も、コーラスのように音が重なり合ってリックの耳に達とどく。

　スピードは上がらないが、一ひと塊かたまりになって進むよりは急襲を受けにくい進み方だ。

　リック自身がしんがりとなったのは、方向転換が容よう易いでない細道では、最さい後こう尾びが一番危険となるからである。

　そして、半日が過ぎ、一行の大半がこのまま無事に渓谷を抜けられるのでは、と考え始めた頃……。

「フレオリック！」

　低いダミ声が、谷に木霊した。

　続いて、ダダダッと駆けてくる蹄ひづめの音。

「……三頭か。待っていた客ではないな」

　リックは耳をそばだてる。

「リックさん！　何事です！」

　エツェルの緊きん迫ぱくした声が響く。

「気にするな！　先にゆけ！　〝将軍〟、馬を止めるな！」

「分かった！」

　リックは黒馬から下りて剣の柄つかに手をかけた。

　やがて……。

「はっ！　やっと追いついたぜ！」

　姿を現わしたのは、ダル・ハーとファルドー、マルヴォの二人組、そして、ダル・ハーの鞍くらに縛しばりつけられたピュティアだった。

　ダル・ハーは戦せん斧ぷを構え、残りの二人は馬から下りて湾刀シミターを抜く。

「おまえか、賞金稼かせぎ……」

　リックはため息をつく。

「何度来てもお前の腕では、私にかすり傷一つつけることはできん。なぜ、他の賞金首を追わない？」

「バカ野郎！　賞金首なんてのが、そう転がってるもんかよ！　これから他のを探すのは大変じゃねえか！」

　吠ほえるダル・ハー。

（……このくそ爺じじい、早くあたしのことに話を振るんだよ！）

　気絶して捕とらわれているマネをしているピュティアが、ピョンと足を上げてダル・ハーの背中を蹴けった。

「……おっ、おお！　そうだ、これを見やがれ！」

　ダル・ハーはピュティアの首を引っつかみ、グイと起こした。

「お前の女は、お、俺が押さえたぞ！」

（てててっ！　痛いよ、バカ！……にしても、ひどい演技！）

　ピュティアは薄うす目めを開けてリックの方を見た。

　相変わらずの無表情だ。

「この女の命が欲しかったら……」

　ダル・ハーは台詞せりふにつまった。

（命が惜おしかったらだよ、ボケ！）

「命が惜しかったら、武器を捨てな！」

　だが、リックはダル・ハーの言葉を無視し、スッと足を踏ふみ出した。

（えっ？）

　ピュティアの顔が引きつった。計画では、ここでリックが剣を投げ捨てることになっていた。そして、彼が危き機き一いつ髪ぱつとなった絶妙のタイミングで、目を覚さましたピュティアが助けに入る、という段取りになっていたのだ……。

「や、やるぞ！」

　ダル・ハーは動どう揺ようしながらも、少女の首に戦斧の刃を押し当てる。

「てめえら、かかれ！」

　ファルドーとマルヴォは、攻撃に出るのをためらった。フレオリックの噂うわさを十分に知っているだけに、多人数の利点を生かせない細道での戦いは避けたいと思っているようだ。

　リックはかまわず距離をつめる。まったくためらう様よう子すはない。

「……なあ、本当に殺していいのか？」

　途と方ほうに暮れるダル・ハー。

（まさか？　はったりだよね？　噓うそだよね？　噓、噓、噓、お願い、噓って言って～！）

「……殺せ。お前ができないのなら、私が二人まとめて斬きってやろうか？」

　リックの親指が、チャッと剣の鍔つばを押し上げた。

「ひいっ！」

　ピュティアは思わず悲ひ鳴めいを上げると、賞金稼ぎの腕を振り解ほどいて馬から飛び下りる。

「おい、おめえ、ずるいぞ！」
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　ダル・ハーが慌あわてる。

「こ、この……！」

　ピュティアは自みずからを縛ったロープを解くと、リックに飛びかかった。

「この、冷れい血けつ漢かん！」

　リックは殴なぐりかかる少女をヒョイとかわし、彼女がバランスを崩くずして地面に引っ繰くり返ったところをギュウと踏んづけた。

「……縄なわ抜けとは器用な人ひと質じちだな」

「こいつっ！　分かってたんだね！」

　陸に上げられた蛙かえるのように、手足をジタバタするピュティア。

「当たり前だ。三さん文もん芝しば居いはカデロンの場末の小屋で、厭いやというほど見たからな」

　リックは改めてダル・ハーの方に目をやった。

「さて、どうする？　おとなしく静々と馬を下がらせて帰るか、それとも……」

　ダル・ハー以下三人の賞金稼ぎは顔を見合わせた。

　今はやめておくか……。彼らは了解し合った。

　代表でダル・ハーが口を開く。

「わかった！　今日はその娘に免じて退ひくと……」

　だが、この時……。

「リックさん！」

　捨て台詞の途中で、緊きん迫ぱくした声がウラルトゥの山々に響き渡った。エツェルの声だ。

「ようやく動いたか！」

　リックは黒馬に飛び乗って、拍はく車しやを当てた。

　リックは黒馬を疾しつ走そうさせた。

　高度な手た綱づな捌さばきで狭い回廊を駆け進むと、〝将軍〟の本隊にはすぐに追いついた。

　だが、本隊は崖の上から降り注そそぐ矢の雨にさらされて、すでに二、三人の傭兵が地に倒れている。

「〝将軍〟！　敵の数は！」

　リックが呼びかける。

「分からん！」

　下馬して岩がん壁ぺきの隙間に身を置いたリガースが、首を突き出して怒ど鳴なり返す。

「弓を握っているのが崖上に十人以上、前方でエツェルが別隊と交戦中だ！　この位置からでは上の奴らを相手にはできん、どうする」

「エツェルを下がらせ、乱戦に持ち込む！　それまで持ちこたえろ！」

　リックはそう言ったものの、彼の前には混乱する本隊の傭兵たちや馬が立ちふさがり、容易には前に出られない。

「……いくぞ」

　彼は黒馬を数歩下がらせた。

「ハイ！」

　掛け声とともに首筋を叩たたくと、黒馬はそれを合あい図ずに大地を蹴り、垂直に近い崖壁を駆け登った。

　ガガガッ！

　蹄ひづめが脆もろい崖肌を削けずる音が轟とどろく。

　黒馬は放物線状の軌き跡せきを描いて崖壁を駆けると、ほとんど真横になる格好で〝将軍〟やアマラの頭上をスレスレに抜けて、本隊の前に飛び出した。

「気をつけて、リック！」

　死んだ傭兵の落とした盾たてで身を庇かばいつつ、アマラは叫んだ。




　リックが到着した時、エツェルは馬を失い、円形盾ターゲツトのみで二十人近くを相手に奮ふん戦せんしていた。

　彼は敵とエツェルの間に飛び込むと、若い兵士の頭に振り下ろされようとしていた矛ほこを蹴って払い除のけた。

「リックさん！」

「何をしている！　なぜ剣を抜かない！」

　黒衣の剣士は、フラフラとへたり込みかけたエツェルを引き起こした。

「でも！　でも！」

　エツェルの顔は強こわばっていた。

「こ、こいつら、みんな、知った連中なんです！」

「……何だと？」

　リックは襲撃者たちの方に目を戻した。

　持っている武器はフレイル、大おお鎌かま、剣、矛ほこ槍やりと様さま々ざまだが、確かに彼らはエツェルと同じ革かわ鎧よろい、兜かぶと、盾たてを身につけている。

　そして、その襲撃者たちの先頭に立つのが、特とく徴ちよう的てきな黄色い髪の男だった。

「……ゲイツ」

「他の奴らも前の調査隊の者です、ああっ！」

　恐きよう慌こうに陥おちいったエツェルは両手で頭を搔かきむしった。

　ゲイツは薄笑いの表情を顔に張りつかせて、大鎌を振り上げる。

　元調査隊のメンバーが、雪崩なだれのようにそのあとに続く。

「後退しろ！」

　リックは剣を抜いた。

　冷たい銀の刃が、白い輝かがやきを放つ。

「いけない！　連中、生きているのか死んでいるのかも分からないんですよ！　ただ、操あやつられているだけかも知れないんだ！」

　エツェルが彼の腕をつかむ。

「生きているかも？」

　襲いかかるゲイツたちに対し、白はく刃じんがひるがえった。

「……違うな。今では死人だ」

　ゲイツの黄色い頭部からアゴ先までが真っ二つに裂けた。

　そして、彼が倒れるのを待たずに、リックの剣は空気を凍こおらせながら真横に走る。

　ゲイツの斜め後から手槍で狙っていた襲撃者の首が、宙を舞った。

「下がれ！　本隊と合流しろ！」

　そう言って、リックも少しずつ後退する。

「こいつらを狙そ撃げき手しゆに対する盾にする！」




　リックとエツェルがじりじりと下がり、リガースのところまで戻った時には、また三人と四頭が骸むくろとなっていた。その中の一人は、谷に入ることを渋しぶっていたタロンだった。

「〝将軍〟！」

「リック殿か！」

「リック！」

　リックの声に呼こ応おうして、リガースと六人の傭兵、そしてアマラは襲撃者たちに突っ込んでいった。

　あっという間に敵味方が入り乱れる。

　一瞬、戸と惑まどうように頭上からの攻撃が止やんだ。

　リックは剣を空高く放り上げると、馬の背からジャンプして崖壁に取りついた。

　狙撃手たちが彼に気づいて次の矢をつがえるまでに、リックは鍛きたえ上げた腕と持ち前の脚力で、崖の頂上に手が達とどくところまで登りつめていた。

　ギュンッ！　ギュンッ！

　リックのこめかみと首筋を、矢がかすめる。

　焼けるような痛みにリックはニヤリと薄笑いを浮かべ、グイと身体からだを引き上げて、崖の上に躍おどり出た。

　上にいたのは、長ちよう弓きゆうを構えた十二人の狙撃手と、黒く厚いローブをまとった二人の人間だった。

　狙撃手のうちの五人は、リックが登ったのとは反対の崖に陣取っている。

　こちら側に立つ七人は、一いつ斉せいに弓を剣に持ちかえてリックに迫る。

「馬ば鹿かな、武器を持たずに！」

　ローブ姿の人物の一人が甲かん高だかい声を上げる。

　だが……。

　黒衣の剣士は右手を高くかかげた。

　この瞬間、先ほど投げ上げた剣が、その手の中にスッポリと落ちてきた。

　完全に計算された動きだった。

　彼は柄つかを握るや否いなや、一番近くにいた襲撃者の肩に刃を叩き込む。

　紅あかい血ち飛沫しぶきが上がると同時に、剣は別の男の湾刀を受け流し、胴を払っていた。

　さらに、腰だめに剣を構えて突進してくる一人を崖の下に蹴り落とすと、背後から長剣を振り下ろしてくる男の手首をはねて、胸を貫つらぬいた。

　この時、反対の崖の上の男たちが、弓を引き絞しぼって自分に狙いをつけているのをリックは見た。

　彼は手首がついたままの血みどろの長剣を拾って投げつけると、すかさず残った一人の背中に回り込む。

　投げた剣はギュンと回転して飛び、矢を射ろうとしていた五人のうちの一人の喉のどを断ち切った。

　同時に、四本の矢が放たれて、リックが盾にした男の胸に突き立った。

　ヒュウという肺はいから空気が漏もれる音を上げ、男は絶命する。

　その死体を放ったリックは、向こう崖の狙撃手に次の矢をつがえる暇を与えず、彼らに向かって大きく跳ちよう躍やくした。

　対崖までの幅は自分の身長の五倍はある。

　それを一気に跳とんで、黒衣の剣士は着地した。

　そのままリックは四人の狙撃手の間に躍おどり込むと、立て続けに彼らの頭ず蓋がいを青銅の兜ごと砕いた。

　四人は弓を剣に持ち替える間もなかった。

「……緩かん慢まんな動き。所しよ詮せんは操あやつり人形か」

　リックはつぶやくと、再び跳んで最初の崖に戻る。

　左右から同時に攻撃を仕掛けてくる二人の男の太た刀ち筋すじを見切った彼は、逆に背中に回り込んで剣を浴あびせた。

　残るは黒いローブの二人のみ。

　リックはシュウシュウと冷気を上げる剣を握ったまま、二人の前に立った。

「その服装からすると、魔ま道どう士しか？　お手並み拝見といこう」

「この守しゆ銭せん奴どが！」

　一人がもう一人を庇かばうように前に出て、きっと彼をにらみつけた。

「……女？」

　フードの奥にチラリと見えた白い顔は、確かに若い娘の顔だった。ピンク色の頰ほおに大きいグレイの瞳ひとみ、ピュティアと大して変わらない年だろう。

　その娘が今、敵意を顕あらわにして両手を胸の前で組んだ。

「輝く太陽の波動よ、黒き死よ、風の支配者よ、角つのを持つものよ、来たれ！　今、我と共にあれ、三つの月と太陽により、我が意志をなせ！　かく、あれ！」

　雨雲が太陽を包み込んだかのように、突然周囲が暗くなった。

「…………！」

　リックは空気が粘ねばつくのを、感じた。

　太陽が隠れたのではない。リックたちを、黒い霧きりのようなものが包み込んでいるのだ。

　その霧はゆっくりと、リックと娘のちょうど中間のあたりに収しゆう斂れんしてゆき、やがて、大きな人型を形成した。

　剛ごう毛もうに覆おおわれた下半身に、足先の蹄、蝙蝠こうもりの翼つばさ、刺とげの生えた長く黒い尾。そして、頭部はまったく山や羊ぎのそれだった。

「有角神ケルヌンノス……いや」

　リックはその姿をみて頭を振った。

「神を象かたどっただけの只ただの〝器〟だ」

　有角神ケルヌンノスの形をしたそのモノは、血管の浮き上がった薄うす膜まくの翼をはばたかせて空高く翔とび上がると、急降下して手の爪つめを振り下ろした。

　ガキーンッ！

　高い音を上げて、リックの剣がこれを止める。青白い火花が飛び散り、彼の膝ひざがガクンと沈む。

「たとえ器でも、神の力の一部を受けているのよ！　定命の者に太刀打ちできるわけがない！」

　黒いローブの娘が、勝ち誇ほこったように言った。

　リックはよろけながら後退し、剣を鞘さやに戻す。

　ケルヌンノスはもう一度飛ひ翔しようし、今度は角から雷かみなりを放った。雷はリックの脇スレスレをかすめ、後方の岩を粉々に砕いた。

　黒衣の剣士は片かた膝ひざをつき、左手で鞘を絞しぼるように握ると、肘ひじが身体の中心にくるようにして右手を柄つかにかけた。

「これで終わりよ！」

　ケルヌンノスはリックの動きが止まったのを見て、巨大な角で彼の胴を突こうと頭から降下する。

　次の瞬間……。

　真っすぐに突っ込んでくるケルヌンノスに向かって、リックは跳んだ。

　そして、正面からぶつかる直前、身体をひねり、上昇と回転の速度を乗せて抜ばつ刀とうした。

　獲え物ものに襲いかかる鷹たかの動きが止まっているように感じられるような素す早ばやさで、銀の刃は走った。

　リックの身体は、ケルヌンノスのねじれた角と振り下ろされる爪の間をすり抜ける。

　同時に、ケルヌンノスは体勢を崩くずし、右肩から地面に突っ込んでいった。

　谷全体が轟ごう音おんに震える。

　対照的に、音もなく着地して振り返るリック。

　グオオオオオオーン！

　ケルヌンノスは猛たけり狂った。

　その赤い血の色の翼は、深く大きく切り裂かれていた。

「ああっ！」

　ローブの娘が、自分の肩を押さえてうずくまる。

「爪は剣並みに硬かたいが、翼はそうはいかなかったようだな」

　腕を振り回すケルヌンノスとの間合いを一気につめると、リックは横長の不ぶ気き味みな瞳に脳まで貫つらぬくように剣を突き立てた。

「キャアアアアアッ！」

　断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めいは、リックの背中で上がった。

　声の方に頭をめぐらすと、広がりつつある血ち溜だまりの上に、娘がブルブルと身体を小こ刻きざみに震わせて横たわっていた。

　ローブのフードがめくれて顕あらわになった愛らしい顔。

　その幼さの残る顔の右の眼がん窩かの部分に、剣でえぐられたような黒い醜みにくい穴がポッカリと開いていた。

「愚おろかな！　召しよう喚かんの触しよく媒ばいに己おのれの身体を使ったのか！」

　リックは吐き捨てるように言った。

　ビクンと大きく一回震えて、少女の痙けい攣れんが止まった。

　ケルヌンノスの姿は霧に戻って四し散さんした。

「フレーデ！」

　悲痛な絶ぜつ叫きようが上がる。

　もう一人のローブの魔道士が、仲間の遺体に騒かけ寄った。

　こちらも十代の娘である。親しい友だったのか、それとも姉妹だったのか、娘は頰を涙に濡ぬらしながら生せい気きの抜けた身体を揺り起こそうとする。

「フレーデ……」

　横たわる娘がもう動かないことを悟さとると、少女は立ち上がった。

「……もう止せ」

　リックは凍いてついた指を柄から引き剝はがし、冷気を放ち続ける剣を鞘に収おさめた。

「お前には私に勝つ術すべはない」

　娘は涙を拭ぬぐうと、ふっと力なく笑った。

　そして、腰に下げていた装そう飾しよく品ひんのような短剣を抜くと、リックに止める間も与えず、自分の喉のどを突いた。

「…………」

　リックは自害した娘の亡なき骸がらのそばに歩み寄り、しゃがみ込んで娘のローブを肩の下まで一気に引ぎ剝はがした。

　まだ温ぬくもりの残る白い背中。その首の、ちょうどつけ根のあたりに、黒い大型の蜘く蛛もが張りついていた。

　よくよく目を凝こらすと、その蜘蛛から細い長い糸がいく筋も伸びているのが分かる。

「蜘蛛使い……」

　ゲイツたちを空中に消えるようにさらっていったのは、この蜘蛛糸だ。そして彼らを人形のように操っていたのも、この蜘蛛の糸だったのだ。

　リックは娘の首から蜘蛛を引き剝がし、ブーツの踵かかとでガッと踏みつけると崖を滑すベり下りていった。




「リック！」

　彼が下に着くと、アマラが駆け寄ってきた。

「リック～！」

　だが、最初に抱きついてきたのは、金きん髪ぱつの少女だ。

「全然下りてこないんだもの、心配したよ～」

　リックは泣きじゃくるピュティアの首をつかむと、じゃれつく猫を追い払うようにポイと捨てた。

「こちらも片付いたようだな」

　彼はあたりを見渡した。

　幸い、あれから新たな死者は出ていないようだ。エツェルや傭兵たちはみなかなりの傷を負っているが、行動不可能なほどではない。

「これだけの被害で済んだのは貴殿の働きだ」

　リガースが言った。

　傷は負っていないが、彼も返り血を浴びて全身真っ赤だ。そして、彼の足元に散乱する死体……。

　崖の下でも、上と同じように激戦があったことが分かる。

「これで終わりだと、ありがたいのだがな」

　リガースは死体の服の端で刃に残る血を拭ふき取った。

　これに対し、リックは頭を振る。

「砂漠での奇襲の困難さを考えれば、蛇の渓谷を出る前に再度仕掛けてくる可能性も否定できまい」

「砂漠の奇襲が難むずかしいってどういうこと？」

　ペタリと地面に座すわり込んだピュティアが尋たずねる。

「見晴らしがきき過ぎんだよ。砂丘の上に出りゃあ、かなり遠くまで見渡せるからな。奇襲になりようがねえ。やるなら蛇の渓谷にいるうちに、てこった」

　と、口を挟はさんだのはダル・ハーだった。

「だろ、剣士殿？」

「……なぜ、お前がここにいる？」

　リックが鋭するどい目を髭ひげづらに向ける。

「なぜって、おめえ、この娘っ子がお宝って口走るのを小耳にはさんでよ」

　ダル・ハーは黄色い歯を見せてニタリと笑った。

「俺もいっちょカマせてもらいてえなっと……」

　リックの視線が今度はピュティアに移る。

「だって……」

　可か愛わい子ぶった仕し草ぐさで首ですくめるピュティア。

「過ぎた欲は寿じゆ命みようを縮める」

　リックはさり気なく剣の柄に手を運んだ。

「まあ、待て。ここまでに我々は九人を失っている。この先も今の連中の攻撃があるとすれば、手勢は必要だ」

　リガースがリックとダル・ハーの間に割って入った。

「お前がひと稼ぎする気があるのなら、雇やとってもいい。リック殿、よろしいな？」

「役に立つとは思えんがな」

　雇い主がそう言うのなら、とリックは肩をすくめた。

「ありがてえ！」

　ダル・ハーは卑ひ屈くつに〝将軍〟に対して愛想を振りまくと、リックにも手を差し出した。

「と、言うわけだ。まあ、過去は水に流して、仲良くやろうや」

「…………」

　リックはその毛むくじゃらの手を無視し、自分の黒馬のところに戻る。

「エツェル、斥候、行けるか？」

　彼は、手た綱づなを握って持っていた若者に尋ねた。

「はい。……あっ、でも馬が」

　青年はうなずきかけてから、肩を落とした。

「そうだったな」

　リックを含めて生き残りが七人。それにダル・ハーと子分、それにピュティアが加わって十一人。馬は、ダル・ハーたちのも含ふくめて九頭しかいない。

「だったら、あたし、リックと相乗り！」

　ピュティアが手を挙あげた。

「駄だ目めよ」

　と、アマラが少女を押し退のける。

「あなたみたいなのが一緒だと、リックの足手まといだわ。私なら乗馬の腕も確かだし、弓も剣も使える。だから、彼と一緒に行くのは私よ」

「あんたみたいな胸デカの尻しりデカが一緒だと、馬がくたびれちゃうよ。ここは軽いあたしが乗るの。それに思い出したけど、大だい体たいど～してあんたがここにいるのさ！」

　アマラとピュティアはにらみ合った。

「……リック、どっちにするのよ!?」

　二人は同時に振り返った。

「アマラ、乗れ。先行する」

　彼は頭を振り、黒馬にまたがった。

「え～っ！　そんな～！　ヤダヤダヤダ～！」

　手足をバタバタさせて暴れるピュティア。

「お前はエツェルと一緒だ。エツェル、こいつをつれてしんがりにつけ。任まかせたぞ」

「は、はあ」

　体ていよくわがまま娘を押しつけられた若者は、力なく答えた。







　第四章　デア・アブノバの魔女たち







　不満げなピュティアをよそに、アマラはしっかりとフレオリックに身を寄せて黒馬にまたがっていた。

「何のつもりだ？」

　リックが尋たずねた。

「何のつもりって？」

「なぜ、あの小娘をからかう？　別に本気で私の後ろに乗りたかったわけではなかろう？」

「そんなことないわよ。でも、やっぱりあの子って、からかいがいがあるわ。……ねえ、あの子、そんなに大たい切せつ？」

　アマラがささやく。

「言っていることが分からんな」

「もし、本当にあの子のことをなんとも思っていないのなら、ついてこようが、どうしようが、放っておけばいい訳でしょう？　縛しばってまで街に置いてきたのは、あの子を危あぶない目にあわせたくないから。今だって一緒の馬に乗せないのは、この状況では先頭が一番危険だからよ。しんがりはさっきあなたが確認しているから安全だしね」

「違うな」

　リックは頭を振る。

「私はそれほど甘くはない。それに……、あの娘は嫌きらいだ」

　アマラはプッと吹き出した。

「可お笑かしいか？」

「あなたが自分の感情を言葉にするのを初めて聴いたわ」

　リックは急に馬の足を緩ゆるめた。

「……だが、そう笑ってばかりもいられないようだ」

「……随ずい分ぶんと早いわね」

　アマラが周囲に神経を配りつつ、剣に手をかける。

「待て」

　リックがその手を押さえる。

「殺気を感じない。どうやら出方を変える気だな」

　二人はそのままゆっくりと馬を進めた。

「いるわね。……崖がけの上、四、五人？」

「右手の崖上に四人。左に三人。こちらに合わせて移動している。何かあったら馬の下に隠れろ」

　しばらくして、突とつ如じよ二人の前に人影が現われた。

　先ほど倒した少女たちと同じ、黒のローブ姿の三人である。

　その真ん中の背の高い人物が手を挙あげた。

　リックはさらに数歩馬を進めてから止まった。

「〝将軍〟の雇やとった剣士ですね。話があります」

　真ん中の女がフードを取った。

　細く、濃い眉まゆに、感情の抑よく制せいの利きいた大きなアーモンド型の茶色の瞳ひとみ。そして、真っすぐな薄うすめの唇くちびる。

　二十代後半の、理知的な美び貌ぼうの持ち主である。

　この女が代表者だな、とリックは当たりをつける。

　脇に立つ二人のうち、一人には見覚えがあった。新市街で見た、サンドリーヌという名の薬くす師しの娘だ。そしてもう一人は……。

「あの夜の娘か」

　リックの言葉に、ディディは目を丸くする。

「どうして分かったの？　あの闇やみの中では私の顔は……」

「匂においだ」

　赤毛を短くそろえた少女は、顔まで真っ赤にしてうつむいた。

「さっきの戦いをどこかで見ていたようだな。聞こう」

　黒衣の剣士は下馬し、声をかけてきた年長の女の眼前に立った。

「話というのはただひとつ。リガース将軍に手を貸すのをやめてほしいのです」

　女はリックの灰色の瞳を真っすぐに見つめた。

「あの男は……、触ふれてはいけない秘密を手に入れようとしています」

「それはラクヌンガのことか、デア・アブノバの魔女よ？」

　リックの問いに、女はハッと息を飲んだ。

「……知っていたのですか？」

「さっきの戦いでお前の仲間が使った魔法は、至し神しん智ち教団の魔道でも、呪のろいを司つかさどる妖よう術じゆつ師しのものでもない。初めて見たが、あれが噂うわさに聞くデア・アブノバの魔女の魔法ガルドルだろう」

「その通りです。私たちはストリクスと呼ばれる存在。さらに言えば、六百年前に地上から姿を消したといわれるマラキム教徒の末まつ裔えいなのです」







[image: ]







　女は改めて自己紹介をした。

「私は輪カヴンの長おさ、アウデヴェラ。団員ジエシスのサンドリーヌとディディはご存じのようですね？　あなたは悪い人間ではない、もう一度話し合うべきだと言ったのはこの二人です」

「私も魔女については噂以上のことは知らない。六百年にわたって秘密を守ってきたお前たちが、なぜ今、姿を現わした？」

　リックが尋ねる。

「ストリクスは十三人でひとつのカヴン、つまり集団を作り、教義の保存に努つとめます。私たちは聖エグランティーナの建てた黒くろ瑪め瑙のう宮きゆう遺い跡せきを守るカヴンとして、静かな生活を送ってきたのです。カヴンの結けつ束そくは固かったのですが、若いジェシスの中には、厳きびしい戒かい律りつから逃のがれたいという衝しよう動どうに悩なやまされる者もいました。そしてその一人の、タマルという無む邪じや気きな美しい娘が、リガースという男の毒どく牙がにかかったのです」

　リックとアマラは視線を交かわした。

　アウデヴェラは、少し、躊ちゆう躇ちよして続けた。

「彼は甘かん言げんと暴力、そして権力を利用して、あの娘を凌りよう辱じよくし、監かん禁きんしました。タマルは魂たましいまで汚けがされ、やがてあの男の言いなりになったのです。リガースも、初めはただタマルの美しさに欲望を覚えて汚しただけだったのですが、そのうちに自分が慰なぐさみに弄もてあそんだ娘が失われた知識を身につけた魔女であることを知りました。タマルはリガースの促うながすまま、魔女の知恵を明かしました。薬学の専門家であった彼女が洩らした秘密のひとつが、あなた方の言うラクヌンガ、獣じゆう化かの秘薬なのです。タマルが秘薬を作り、リガースはそれを売って莫ばく大だいな利益を上げる。そうしてリガースは、太たい主しゆを上回る財力の持ち主となりました」

「……嫌いやな話ね」

　タマラが眉まゆをひそめる。

　カヴンの長は頭を振った。

「ただ、タマルは自分一人でラクヌンガを作り、渡していました。決して、その製法をリガースには明かさなかったのです。リガースにはそれが不満でした。製法さえ分かれば、大量にラクヌンガを作り、売れるのですから……」

　フレオリックはうなずく。

「リガースはその製法を聞き出そうとしたんだな。拷ごう問もんにでもかけたか？」

「ええ。……それもかなり非ひ道どく」

　ふとアウデヴェラの瞳は深い悲しみに揺ゆれたが、それはすぐに冷静さのヴェールの陰に覆おおい隠された。

「その結果、タマルは死にました。今やラクヌンガの製法を知る者は、カヴンの中にさえいません。けれど彼女は、製法を記しるした粘ねん土ど板ばんが黒くろ瑪め瑙のう宮きゆうの遺跡内にあることをリガースに話してしまっていたのです……」

「しかし、リガースはその遺跡の場所までは知らなかった。そのためにラクヌンガの出荷は一か月に渡って停止し、リガースは大きな損失を被こうむった」

　リックは自分の隣となりに立つ女を見た。

「……だが、ここに遺跡の場所を知る女が出現した、という訳だな」

　アマラは肩をすくめた。

「ええ」

　と、アウデヴェラ。

「なぜ、その方が遺跡の場所を知りえたのかは分かりません。でも、あの場所にリガースが入ることはどうしても阻そ止しせねばなりません。私たち人間は、あの薬をはじめとする古代の知恵を役立てるだけの知恵をまだ備そなえてはいないのです。お願いです、リガースに手をかすのは止めてください」

　魔女の長の必死の懇こん願がんも、フレオリックの鉄のような表情に変化を与えることはできなかった。

「……それで？」

　彼は聞き返した。

「いくら払う？」

「……いくら、とは？」

　アウデヴェラには、リックの言わんとするところが理解できないというように、首を傾かしげる。

「リガースが私に提示した額がくは、財宝の三分の一だ。それにどれだけ上乗せできるか、と聞いている」

「私たちには……」

　アウデヴェラは唇を嚙かんだ。聖エグランティーナの財宝は未来に伝えるべきもの。手を着けることはできない。だからといって、他に払えるものもない。

「私は雇やとわれ剣士だ。金でしか動かない」

　リックの物言いには、妥だ協きようの余地はまったく感じられなかった。

「……交こう渉しようは決裂のようですね」

　魔女の長の声は沈しずんだ。

「そうだな」

　と、リック。

　アウデヴェラはクッとアゴを上げ、誇ほこり高い表情で言った。

「ここであなたとそちらのお嬢じようさんを殺してもいいのですが、今は止しましょう。……では、神殿での再会を楽しみに」

　アウデヴェラはクルリとリックに背を向けた。

　一緒にいた二人も従ったが、サンドリーヌの方はいったん振り返った。

「……この前はありがとう。ヴィトの母親、何とか死ぬことは思い止とどまりました。ルディが今は世話をしています」

　娘は口早に小声で伝えた。

「感謝することはない。私は賭かけをし、負けただけだ。……ではな」

　フレオリックは額ひたいに指を当てて別れを告げ、去りゆく魔女たちを見送った。

「……本当にやるの、あの人たちと？」

　彼女たちの姿が消えると、アマラはリックに尋ねた。

「それが仕事だ」

「でも、あなた、リガースが言ったほどの財宝はないだろうって言わなかった？」

「そうだったか？」

　とぼけているのか、本当に忘れているのか、彼は首を傾げてみせる。

「……時々、疑いたくなるわ」

　と、小さくつぶやくアマラ。

「…………？」

「いえ、なんでもないわ」
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　本隊と合ごう流りゆうしたリックたちは、夜や半はんになって蛇へびの渓けい谷こくを抜けた。

「へえ～、なんか、空ひろ～いって感じ」

　ピュティアが声を上げる。

「丸一日、渓谷の狭い空しか見ていませんでしたからね」

　と、エツェル。

　彼らの目の前には降るような星空と白い砂の大海が広がっていた。

「きれいだねえ」

「こうして眺ながめている分にはね。でも進むと地じ獄ごくよ」

　素す直なおに感動するピュティアに、アマラが水を差す。

「夜のうちに進んで、昼間は休むべきだろうな」

　リックがアマラに確認する。

「ええ。大だい体たい四日の行程で遺跡に着くけど、途中、水の補給ができるところは一か所しかないわ。夜進むのが妥だ当とうね」

「ということはこのまま休みなし？」

　ピュティアが露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする。

「そうよ」

「……この鬼おに婆ばば」

「何か言った？」

「いえ、な～んも」




　砂さ漠ばくでの襲しゆう撃げきはないとの判断から、一行はまとまって、二列縦隊で進んだ。

　眩げん惑わくの砂漠の夜間は、想像を絶する寒さである。

　この季節でも、汗に濡ぬれたままの服装をそのままにしていると、バリバリに凍こおりつくほどだ。人も馬も吐はく息は白く、涙が凍こおって目がズキズキと痛む。

　逆に昼間は、ジリジリと照りつける太陽に、骨まで焼かれているような気分だ。流れる汗とこもる熱気で、服などすべて脱ぎ捨てたくなる。

　だが実際は、陽光に素す肌はだを晒さらせば、半日もしないうちに肌は赤く腫はれ、水すい泡ほうができ、やがてベロリと皮が剝むける。日焼けなどという生なま易やさしいものではない。体は水を欲するが、水の量には限りがあり、大量に飲めば体力も失われる。

　夜の零れい下かでの行動も厳しいが、日中に進む体力の消しよう耗もうを考えればまだ耐たえられる。

　リックたちは日が昇ると布を貼はって陰で休み、日が沈むとまた前進し始めた。

　それでも、二晩進んだ明け方近く、ようやく湧ゆう水すい地ちにたどり着いた時には、皮袋に貯たくわえておいた水も尽つきかけていた。

「ワーォ！」

　木々に囲まれた泉を見た途と端たん、ピュティアは走り出し、ザブンと水に頭を突っ込んだ。

「んぐんぐんぐんぐ！」

　これに傭よう兵へいたちが続く。

　白く濁にごった、お世せ辞じにもきれいと言えない水だが、今のピュティアには最上の発はつ泡ぽうワインの味に感じられた。もっとも、ピュティアはそんな高級ワインなど口にしたことはなかったが……。

「……いい加減にやめろ。吐くぞ」

　リックが少女の首根っこをつかんで引き起こした。

「だって、喉のど、乾かわいてんだもん……、うえっ！」

　ビショビショの顔を上げて文句を言いかけたピュティアだったが、口を押さえて慌あわてて木陰に飛び込んだ。

　一度に大量の冷たい水を飲んだので、胃い痙けい攣れんを起こしたのだ。

「愚おろかな……」

　リックはつぶやいた。

　日が高くなっても木々に囲まれた湧ゆう水すい地ちは涼すずしく、一行は十分に休息を取ることができた。

　アマラは、怪け我がをしたり、日射病にかかった傭よう兵へいたちの手当てをした。ピュティアは、リックにまとわりついて離れない。リガースは一人、大剣を抜いて手入れを始め、そのまわりにはダル・ハーが卑ひ屈くつな腰付きでウロチョロしていた。

　昼近くになって、リガースはエツェルを呼び寄せて何かをささやいた。

　エツェルは棕しゆ櫚ろの木を背に休むリックの前までやってきて、頭を下げる。

「リックさん。わずかな時間で結けつ構こうです。この機会に剣の手ほどきをしていただけませんか？」

　リックはチラリと〝将軍〟の方に目をやった。

「いいだろう」

　彼は開けた草地に場所を移し、両手をダラリと垂たらした自然体で立った。

　剣の柄つかには指先さえも触れぬ体勢である。

「では」

　エツェルは彼の姿勢に戸と惑まどいながらもその正面に立ち、礼をしてから剣を抜く。

「……こい」

「たっ！」

　エツェルは駆け寄り、高く構えた剣を真っすぐに振り下ろした。

　キーンッ！

　リックは抜く手さえ見せなかった。

　エツェルの剣は手から離れてクルクルと宙を舞うと、ザクッとピュティアの前の地面に突き立った。

「ひっ！」

　ピュティアは飛び上がって、その拍ひよう子しに灌かん木ぼくの茂みに転がり込んだ。

　アマラが剣を取り、呆ほうけた顔で自分の手を見ているエツェルに投げ返す。

「何も見えなかったみたいね。再挑戦したら？」

「はあ……」

　アマラに言われて、エツェルはもう一度剣を構えた。

「……ワザとだ。ぜ～ったい、ワザとだ」

　ようやく茂みから這はい出してきたピュティアは、怒りにこぶしを震ふるわせる。

　アマラは彼女の肩や髪かみについた枝を払ってやった。

「まあ、少し大人しく見学しましょうよ。滅めつ多たに見られるものじゃないのよ、剣聖ロヴァル譲ゆずりの技わざなんて」

「……あんた、リックのこと、何か知ってるんだね？」

「まあね」

　アマラは肩をすくめた。

　リックは今度はゆっくりと剣を抜いて正せい眼がんに構える。

　ひんやりとした空気が辺あたりを包み込んだ。

　と、そこにエツェルが今度こそとばかりに立て続けに打ち込んでゆく。

　最上段からの打ち下ろしに、左右の薙なぎ払い、そして、かわし難がたい腹部への突き。

　若者は持てる技量のすべてを尽つくして攻撃を繰くり出した。

　リックは刃を寝かせて、ことごとくこれを受けとめる。

　いや、受けとめるというよりも、まるでエツェルの剣がリックの剣に吸い寄せられるという感じだ。エツェルがいくら必死になっても、リックの身体からだにはかすりさえしない。

「リックの奴、全然攻撃しないじゃない」

　と、ピュティア。

「あの人、今は防ぼう御ぎよに徹てつしているわね。いい教師よ」

「ああ。やっぱ、只ただ者ものじゃねえな」

　いつの間にかダル・ハーがそばにやってきていた。

「エツェルのガキだって素人しろうとじゃねえが、フレオリックの野や郎ろうはその太た刀ちをすべて、鎬しのぎで受けてやがる。見てみなよ、エツェルの剣はもうボロボロだぜ」

「シノギ……？」

「つまりね、エツェルが打ち込んでくるところを、リックは全部、剣身の横の平らなところで受けているの。それも一番肉厚のところでね。剣と剣、金属同士がぶつかり合えば、薄く鋭するどい方が欠けるのは自然の理ことわり。エツェルの剣は刃こぼれだらけよ」

「さすがはこの俺様が狙ねらいをつけた野郎だよ。……おっと、今はもう諦あきらめたがね」

「じゃあ、今リックは防ぼう御ぎよを教えてるんだ」

　ピュティアは感心してうなずく。

「まあ、エツェルのガキに教えてるっていうよりゃ……」

「見せているのよ、あの人に」

　アマラは片目でリガースを示した。

「なんで？」

「あなたには分からないでしょうね」

「まあ、仕掛けたのは〝将軍〟の方だが、ちょっとした駆け引きってヤツよ」

　ダル・ハーが歯を剝むき出して笑う。

「なんでこの髭ひげバカに分かって、あたしに分かんないわけ！」

　少女は口を尖とがらした。

　やがて、汗をビッショリかいたエツェルが剣を投げ出して、その場に腰を落とした。

「まいりました！」

「……攻めが単調だな」

　リックはクルリと剣を回して鞘さやに収めた。

「長剣と長剣との戦いでは、刃と刃とを打ち合わせ、相手の隙すきをついて剣を払い上げ、脇わきを開あけさせて突く、または切る、というのが一般的な型だ。だが……」

　彼は手を差し伸べてエツェルを引き起こした。

「お前の剣は動きが単調で直線的なため、常に相手に主導権を握にぎられてしまう。これでは経験を重ねた剣士には勝てぬよ」

　リックはそれだけ言うと、また棕しゆ櫚ろの木陰に行き、座すわり込んだ。

「……分かんないよ」

　ピュティアは鼻の頭にしわを寄せた。




　夕方、一行は水を十分に補給し、遺跡に向かって出発した。

　アウデヴェラの言葉に噓うそはなく、砂漠での残りの二日間も襲撃はなかった。

　襲ってきたものは暑さと寒さだけ。眩げん惑わくの砂漠も最後の日には昼間も強きよう行こう軍ぐんで進んだ。

　そして街を出発して六日目の日にち没ぼつ近く……。

「見えたぞ！」

　砂さ丘きゆうの上に立ったエツェルが声を張り上げた。

　ピュティアが馬から飛び下り、額ひたいに手をかざす。

「あれが……お宝の……」

「まるで古代都市、でしょ」

　続いて砂丘に登ったアマラが言う。

　彼らの眼下に広がるのは、ひとつの遺跡というより広大な遺跡群だった。

　東西南北を四角く囲む城じよう壁へきの中に、整然と並ぶ建築物。

　そのすべてが、この辺りでは産出しない黒こく曜よう石せきで造られたもので、それが燃えるような夕日を浴あびてキラキラと輝いている。

　白い砂の海に浮かぶ黒い大陸。

　それが黒瑪瑙宮だった。

「進め！」

〝将軍〟が手を振り、一同は砂丘を下りて遺跡に向かう。

「……不ぶ気き味みね」

　遺跡の街門をくぐりながらピュティアが言う。

「こんなにキレイに街が残っているのに、ぜんぜん人が住んでた感じがしないよ。骨ひとつ転がってないしさ」

　ピュティアは、都市の中心に向かう通りをゆく一行からチョロチョロと離れ、片っ端から建物の中をのぞき込んだ。

　普通の民家のように、大理石製のテーブルや、椅い子すといった家具が並べられているのだが、誰かがここでかつて暮らしていたという生せい活かつ臭しゆうがまったくない。

　フレオリックはいい加か減げん愛想が尽つきたと言いたげな顔で、少女の襟えり首くびをつかむ。

「大人しくしていろ。罠わなが仕掛けてあったらどうする？」

「へえ、心配してくれてんだ」

「巻まき添ぞえばごめんだ」

「……どうせ」

「ここは死者の住む街なのよ」

　アマラが説明する。

「マラキム教の教えでは、すべての魂たましいは不滅なの。肉体を失った霊れい魂こんはこの街に集まり、生きていた時と同じように信仰活動を続けると言われているわ。さっきあなたがのぞいた建物だって、みんな魂の住みかなのよ」

「……お化ばけがいたの？」

　ピュティアは身を縮ませた。彼女は結けつ構こうその手の話が苦にが手てなタイプなのだ。

「さあね。……〝将軍〟？」

　アマラはリガースを呼び止めた。

「お目当ての神殿はこの通りの突き当たりよ。悪いけれど、私はここまで。約束のお金、今もらうわ」

〝将軍〟は頭を振った。

「この砂漠の真ん中に大金を持ってくると思うか？　金が欲しければ、我々と一緒にくるか、ここで待つのだな」

「あら、〝将軍タリク〟ともあろうお方が、女との約束を破るの？　手元にないのなら、一いつ筆ぴつ書いて」

　女占うらない師は腕を組み、冷ややかな視線をリガースに送った。

「そう言うだろうと思っていた」

　リガースは懐ふところから封筒を取り出し、ピンと指で弾はじいて飛ばした。

　アマラはそれをつかみ、確かめようとして眉をひそめる。

「封緘シールがしてあるわね。中身を確かめていいかしら？」

「封緘を剝はがすと、部下が私の通信とは認めぬかも知れんぞ」

「では、もう一通、目の前で書いてもらいましょうか。その上でシールをして」

「私が信用できんと？」

　リガースは片眉を上げた。

「もしこの中の手紙に」

　アマラは封筒を振った。

「この書状を持参せし者、危険人物につき逮たい捕ほ、または処しよ罰ばつのこと、とでも書いてあったら、大変でしょ？」

〝将軍〟は肩をすくめた。

「よかろう。遺跡の探たん索さくは翌朝にする。どこか場所を探して一筆書くことにしよう。お主ぬしの目の前でな」

　リガースは安全そうな建物を傭よう兵へいに探させると、その中に入ってテーブルにつき、灯あかりをつけさせて羊よう皮ひ紙しを取り出した。そして、持参者に金三千を渡す旨むねの書状をしたためると、アマラに確認させ、赤い蠟ろうを垂たらして指輪で封をした。

「これでお別れね」

　アマラは〝将軍〟にウインクして、封ふう筒とうを豊かな胸の間にしまった。

「……あら？」

　建物を出たところで、彼女はふと戸口の横を見た。

　そこには壁かべに寄り掛かって待つピュティアの姿があった。

「どうしたの、リックのところじゃないのね？」

　アマラは歩き始めた。

「……分かんないなあ。ここまできて帰っちゃうの？」

　アマラの後をついていきながら、少女は声をかけた。

「お宝が要いらないの？」

「遺跡の前までというのが契けい約やくよ。早く街に戻らないと一座に置いていかれちゃうもの。それにほどほどってこともあるわ。私、欲の皮を突っ張らからせて自分の首を絞しめるようなことはしない主義なの」

　アマラは話しながら自分の馬のところにゆき、出発の準備を始めた。

「リックとも……、ここまで？」

　ピュティアはためらいがちに尋ねる。

「まあ、そうね。彼、素す敵てきだけど、長いことつきあえる人じゃないわ。……どう、安心した？」

「な、何でよ！」

　慌あわてる少女に微ほほ笑えむと、女占い師は自分の荷を鞍くらに載のせ、鐙あぶみに足をかけた。

「もう行くの？　リック、呼んでくるよ。あっちの方で野や営えいの準備してるんだ。やっぱり建物の中じゃ、囲まれたときに危険だって言ってさ」

　飛んでいきかけるピュティアをアマラは止める。

「いいわ。さよなら言うのは好きじゃないし。縁があったらまた会いましょう」

　彼女はピュティアの頰ほおにキスをして、馬にまたがった。




　同じ頃、リガースはさきほどの建物にエツェルを呼び寄せ、何事か指さし図ずを与えていた。

　聞いているエツェルの顔が次第に青ざめ、額ひたいに汗がにじんだ。

「……いいな」

　エツェルは無言でうなずいた。




　アマラが遺跡を発たってから少しして、一頭の馬が隊を離れた。

　そして、しばらくしてまた一頭……。

「リック～！」

　ピュティアは寝ている傭兵たちを踏んづけながら、野営地のまわりを探し回っていた。

「もう、せっかくかまってもらおうと思ったのに！　剣の練習かなあ？　エツェルもいないし……」




　カエト、アバル、アティードの三つの月が、夜空で大きな三角形を作った頃……。

　アマラは風に混まじるかすかな砂の音に耳をそばだてた。

　サクサクと蹄ひづめを忍ばせて近づいてくる一頭の馬。

「そろそろだと思ったわ」

　彼女は砂丘の頂上で馬から下りて剣を抜き、追跡者がやってくるのを待った。

「えっ？」

　アマラの表情が変わった。

　砂丘を登ってきた人間の顔を青白い月光が照らし出す。

　彼女の前に立ったのは、あのエツェルだった。

「どうしてあなたなの……」

「〝将軍〟は私の上官です。逆さからうことはできません」

　青年は口を開いた。

「お願いです。あなたを殺したくはありません。どうか、さきほどの書状を返してください。そうすれば、僕は〝将軍〟にあなたが死んだと報告します」

「それはできないわ。たかが三千の金が惜おしくて刺し客かくを差し向けるなんて、〝将軍〟も大した男ね」

「問題はそんなはした金のことじゃない。口封じさ」

　エツェルの後で声。若者はビクリとして脇に跳とび、剣を構えた。

　いつの間にか、エツェルの後に張りつくようにして、黒衣の剣士が立っていたのだ。

「リック！」

「……どうしてここに」

　フレオリックはアマラの傍かたわらにゆき、その瞳ひとみをのぞき込む。

「好こう奇き心しんだな」

「邪じや魔まをするつもりですか？」

　エツェルの声は狼ろう狽ばいを隠せない。

「邪魔？　私はこの女にいくつか聞きたいことがある。それだけだ」

「……リック、今言った口封じって、どういうこと？」

　アマラが静かに尋ねた。

「リガースはハナから誰も帰らせる気はない。君だけじゃなく、私も、エツェル、お前も最終的には始末するつもりなんだ」

「バカな！」

「ならばなぜ、この調査隊とやらは、雇やとわれ者だけで構成されている？　正規兵がお前一人だけなのは、消した後に街で問題が大きくならないようにだ。……お前、家族は？」

「……いない。父母は子供の頃に亡なくなった」

「なるほど、死んでも気にする者はいない訳だ」

「リガースはラクヌンガの秘密を独ひとり占じめにする気なのね」

　うなずくアマラ。

「ラクヌンガ？　何だそれは？」

　エツェルは落ち着かなげに二人を見比べ、問い糾ただす。

「何も知らないのね。あの男の本当の目的はそれなのよ。巨万の富を生む魔法の薬……」

「実際に神殿の宝ほう物もつ庫こに眠る財宝の、数十倍の価値がある禁断の知識だ」

「ハッ！　そのために〝将軍〟が僕も殺すと？　まさか！」

「信じる信じないは自由だけど……」

　アマラは青年の方に足を踏み出した。

「動くな！」

　エツェルは余裕の感じられない声で叫さけんだ。

「信じるものか！………〝将軍〟は身分の低い、一人ぼっちの僕を兵に取り立ててくれた恩人だ！　裏切るはずないじゃないか！」

　彼は剣先をリックに向ける。

「正気か？　自分の力量で私に勝てるかどうかは分かっているだろう？」
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「たとえかなわなくても、僕はバールベク治ち安あん隊の五十人隊長、使命は捨てられない！」

「……仕方がない」

　リックは間合いをつめて、青年の前に立った。お互いに、一歩踏み込めば相手を一刀両断できる距離だ。

　剣の冷気に、対たい峙じする二人の間の空気が凍りつく。

　静せい寂じやくを破るものは、エツェルの荒い呼吸のみ。

　リックの方は右手一本で持った剣を、ちょうどエツェルの喉のど元もとあたりに切っ先がいくように構えたまま、まるで彫像のように動かない。

　ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……。

　エツェルの額を汗が流れ落ちる。

「……タァーッ！」

　限界だった。エツェルは我が慢まんしきれずに動いた。

　剣が、リックの首の付け根めがけて振り下ろされる。

　黒衣の剣士はこれをかわそうとはしなかった。

　先日の手ほどき同様、銀の剣の鎬しのぎでエツェルの攻撃を受けると、手首をひねって刃を起こし、そのまま強ごう引いんに斜ななめ上に振り切った。

　チューンッ！

　キラリと月光を反射し、エツェルの剣が、いや、切断されたその鉄の刃が宙を舞った。

　ズサッ！

　エツェルは仰あお向むけに砂の上に倒れ、砂丘の斜面をそのまま滑すべり落ちていった。

　アマラは思わず目をそらす。

「何が使命だ……」

　リックは吐き捨てるように言うと、剣を鞘さやに戻した。

「あの子、あんなにあなたのことを慕したっていたのに……」

　アマラは動かなくなったエツェルを見下ろし、つぶやいた。

「勝手な女だな。ではあいつに消されてもよかったのか？」

　リックの皮肉げな口調にアマラは思わずキッと振り返る。

「やっぱり違うわ。……こんな男である訳がない」

「アマラ」

　リックは女の手首を取った。

「今度こそ話してもらおう。賞金目当ての情報屋ではない。魔女の仲間でもない。いったい君は何者なんだ？」

　彼の言葉は優しかったが、その心の奥にはどんな手段をとっても口を割らせるという決意があることが感じられた。

　アマラはため息をつき、話し始めた。

「……私は巫女シビユラよ」

「巫女だと？　何に仕つかえる巫女だ？」

「私が仕えるのは〝一の神〟。この世界の創つくり主エルをも創造した唯ゆい一いつ神しんよ」

「……〝運命〟か？」

「その名で呼ぶ人もいるわ。〝遇ぐう然ぜん〟と呼ぶ人もいる。でも、その真の姿を知る人はいない。だから私たちはただ、〝一の神〟と呼ぶの」

「その〝一の神〟の巫女が、どうして欲に駆られた軍人の案内人を演じた？　金が欲しかった訳でもないだろう？」

「案内料はちょっとした余よ禄ろく。私がこの遺跡への案内を引き受けたのは、あなたに会うためよ」

「…………？」

「水すい晶しようが示したの、〝一の神〟の意志を。一人の男に会って、その男が求める四人のうちの一人かどうかを確かめるように。そういうお告げだったのよ」

「それが私だと？」

「ええ、少なくともそう私には見えたの。水晶玉に映っていたのは、一羽の雛ひなを伴ともなった、氷の爪つめを持った烏からす……。初めて会った時、私、それをてっきりあなたのことだと思い込んだの。でも違った。私の力が鈍にぶったのか、それとも別の原因か、とんだ間ま違ちがい。あなたが私の求めている人である訳がないわ。血も涙もない、あなたみたいな人が……」

「残念だったな」

　そう残念そうでもない物言いである。

「そういうわけで、また会うことがないことを祈るわ。ピュティアのことは気に入ってたんだけど、あなたとはもうまっぴら。……さよなら」

　アマラはリックの手を振り解ほどいた。

「ああ」

　リックは口笛を吹いて黒馬を呼ぶと、鞍くらに飛び乗った。

「……手数料だ」

　彼は急に思い出したように懐ふところから銀貨を取り出し、アマラに投げた。

「湧水地まであいつを運んでやってくれ」

「言われなくても。ここに捨てて行く気はないわ」

　リックの姿が闇やみの中に溶け込むように消えると、アマラは手た綱づなを引き、エツェルの転がっているところまで砂丘を下りていった。死体を馬に乗せて運ぼうというのだ。

「可哀かわい相そうな子」

　アマラは横たわるエツェルの腕を取り、引き起こそうとした。

「…………？」

　彼女はハッとして青年の首筋に指を当てた。

「……生きてる！」

　わずかな拍はく動どうが指先に伝わる。アマラはエツェルの体を探さぐった。

　斬きられたあとは、どこにもない。利きき腕は折れ、胸部には強打したあとがある。

　だが、それだけだった。

　リックは斬きったのではなかった。

　剣を振り上げた瞬間、彼はエツェルの剣だけを切り、左手で胸と腕に拳こぶしを打ち込んでいたのだ。

「まさか……あの人、本当に……」

　アマラはリックの去った方向に目をやった。

　しかし、すでに黒衣の剣士の姿は地平線の向こうに消えていた。







　第五章　神殿の奥へ







　夜が明けた。

　エツェルの姿が消えたことについて、リガースは何も説明しなかった。また、リックが野や営えい地ちを離れていたことについても、何も聞かなかった。

　彼はダル・ハーや傭よう兵へいたちに神殿に入る準備を命じると、自分も大剣を腰に下げ、革かわ鎧よろいを着込んだ。

　昨晩遅くまでリックを探し回っていたピュティアは、あくびを嚙かみ殺しながら投げナイフをブーツに仕込み、弓と矢や筒づつを背負った。

「やっと拝おがめるんだねぇ、お宝を」

　少女はそう言ってリックの方を見る。

　彼はすでに支し度たくを終え、静かに行動開始を待っている。

　準備を終えた一行は、〝将軍〟の無言の合あい図ずで野営地を離れ、無人の街の大通りへと出た。リック、ダル・ハー、ファルドー、マルヴォの四人が前列。残りが後列につき、魔女たちの攻撃に気を配る。

「くるかよ、ここで？」

　ダル・ハーが目をギョロつかせる。

「私が蛇へびの渓けい谷こくで出会った魔女は、ここで会おうと言った。神殿を囲む配置でくるか、神殿内部に隠れて待ち伏せるか」

「……気に入らねえな。罠わなは仕掛けるもので、仕掛けられるもんじゃねえ」

　荘そう厳ごんなマラキム教の神殿は、黒くろ瑪め瑙のうの巨きよ塊かいに黒こく曜よう石せきの石段と柱で構成されていた。柱の基部などに見える彫刻には、所々大きな黒くろ真しん珠じゆが埋うめ込まれている。

　リックたちは慎しん重ちように石段を登り、正面の扉とびらに取りついた。扉の左にリック。右にダル・ハーがつく。

　と、そこに緊張感のないピュティアがやってきて扉をトントンと無む造ぞう作さに叩たたいた。

「……これも石なのね。……ととっ！」

　リックが少女の首根っこを引きつがんで、引き寄せる。

「余計なことはするな！」

「怒おこっている？」

　上目遣づかいにうかがうと、リックは彼女をポイと後に突き放した。

〝将軍〟が合図し、傭よう兵へいが一人前に出て、金かな梃て子こで扉をこじ開ける。わずかな隙すき間まができたところで、残りの傭兵二人が扉に体当たりをかけた。

　扉が全開になると、ダル・ハー、リック、ファルドー、マルヴォの無口な二人組、そして〝将軍〟が姿勢を低くして雪崩なだれ込む。

　傭兵たちが後方を警戒する間に、ピュティアも弓を構えながら神殿の中に飛び込んだ。

「あれ？」

　立ちつくすピュティア。

　神殿の中は空からっぽだった。白い大理石のアーチに天てん井じようを支えられた大広間は、小さな窓からの薄明かりにぼんやりと浮かび上がる祭さい壇だんが奥にある他には、何もない空間だった。

「なにこれ！　信じらんない！　お宝はどこよ！」

「灯あかりを」

　リックは傭兵に命じ、松明たいまつを持ってこさせて祭壇まで進んだ。

「……やはりな」

　松明の灯りに照らしだされた祭壇、いや、祭壇に見えたものは、大きな石の柩ひつぎだった。

　蓋ふたの部分には、戦士と女の抱き合う浮き彫り彫刻。男の右手と女の左手の指がわずかに触れ合う格かつ好こうになっている。

「誰、これ？」

　のぞき込むピュティア。

「太たい主しゆアル・ヴィラーフと、聖エグランティーナだ。ここは神を祀まつる場所というよりは、二人の愛の壮そう大だいな記き念ねん碑ひなのだ」

　リックは、彫刻の聖女の左手の部分をグイと押した。すると、左手はゆっくりと動き、太主の手にピッタリと重なった。

　かすかに、床下から低い音。

　やがて、ズズズッと石せつ柩きゆうが横に滑すべり、その下から地下へと続く階段が現われた。

「やった！」

　ピュティアが飛び上がった。

　盾たてを構えた傭兵を先頭に、リックたちは階段を下り始めた。

　幅の狭い、直線状の石段である。

　意外なことに、ここでも魔女の攻撃はなかった。

「俺ならこの場で仕掛けるがな」

　ダル・ハーが唸うなる。

「ここより待ち伏せにいい場所が、まだ奥にあるって言うのかよ」

「でなければ……」

　リックは言いかけて、ふと口をつぐんだ。

　一行が下り着いたのは、上の広間の倍ほどの大きさの部屋だった。

「暗いな。奥が見渡せねえ」

　ダル・ハーが松明を持って前に出る。

「止まりなさい！」

　声が響いた。

「これ以上進むことは許しません」

　ボウッと明かりがともった。

　壁に彫られた側そつ溝こうに流された灯油に、火がつけられたのだ。

　部屋を取り囲むように黄色い炎ほのおが走る。

「あ……、あれ！」

　明るさに慣なれない目をパチクリさせて、ピュティアが前を指さした。

　部屋の奥で、黒いローブの十人の女が、後方の扉を守るように立ちはだかっていた。

　その中にはアウデヴェラの他に、サンドリーヌ、ディディ、ギゼラ、ジーナたちの姿もある。

「リガース将軍、あなたの目もく論ろ見みは分かっています。この奥には一歩も進ませません」

「……おいおい、おめえらかよ」

　ダル・ハーがアウデヴェラを見て下品に笑い、ペッと唾つばを吐く。

「といって、財宝を前にハイそうですかと帰る訳にもいくめえ。どうする〝将軍〟よ？」

「蹴け散ちらせ」

〝将軍〟は冷れい徹てつに答えた。

「それで逃げるならばそれでよし。なおも抵抗を続けるのなら、ためらわずに殺せ」

「そうこなくっちゃ」

　相手が自分より弱そうに見えた時には、とことん不敵な態度のダル・ハーである。

「……リック」

　ピュティアがささやく。

「どうするの？　相手は女の子だよ。あたし、こんなの嫌いやだよ」

　ピュティアは魔女たちとリックの接触を知らない。今、初めて敵を目にしたのだ。

「欲しいのだろう、お宝が？」

　辛しん辣らつな言葉が、リックからは戻ってくる。

「弓！」

〝将軍〟の号令に傭兵たちが応こたえ、短弓に矢をつがえた。

　同時に、魔女たちも弓を構える。

「射うて！」

　放たれた矢はヒュンヒュンと空気を切り裂いて、魔女と傭兵のほぼ中間で交差する。

　屋内では、弓はあまり有効な武器ではない。

　引き手の力で劣る魔女たちの矢は達とどかなかったり、天てん井じように当たって落ちたり、ダル・ハーらの盾たてに弾はじかれたりしてすべてが外はずれた。

　また、傭兵たちの矢も似たようなものだった。一本を除いて全部が目標を外したが、手だれの傭兵が弓を水平に構えて発射した一本だけは、前面に出ていた女の首を射抜いた。

「ゲホッ！」

　だが、呻うめき声を上げて倒れたのは、その矢を放った傭兵の方だった。

　傭兵は何が起きたのか分からないまま、頸けい動どう脈みやくから泉のように血を噴ふき出させてこと切れる。

　間かん髪はつを入れず幼おさな顔がおのギゼラが、この前と同じように床に指を触れさせて呪じゆ文もんを唱となえた。

　緑色の小鬼が躍おどり出し、〝将軍〟たちを狙ねらって襲いかかる。

「……阿あ呆ほが！　同じ手が二度効きくか！」

　ダル・ハーがズイと前に出た。

「くだらねえ見せかけよ！」

　戦せん斧ぷが一いつ閃せん、小さなギゼラはその風圧で身体を飛ばされ、転がる。

　幻まぼろしの小鬼たちは、煙のようにかき消えた。

「オラ！　いけい！」

　ダル・ハーは戦斧を高く掲かかげて叫さけんだ。

　これに応こたえて、ファルドーとマルヴォが湾刀シミターを抜き、突っ込んでゆく。

　シークスと呼ばれる細身の剣を抜き、迎むかえ撃うつ魔女たち。

　前ぜん衛えいに、ギゼラと、深緑の瞳ひとみのジーナを含ふくめた五人が出る。

　だが武器での戦いということになれば、力の差は歴然だった。

　たちまち、非力なジーナが湾刀を受けきれずにシークスを弾はじかれ、無防備になったところを斬り捨てられた。

　続いて、小鬼の幻術を使ったギゼラが、脇腹に一刀を打ち込まれて倒れる。

　そこで傭兵たちも戦線に加わり、戦い慣れしていない娘たちを円盾アスピスで突き飛ばし、剣を叩きつけた。

　十五、六の華きや奢しやな少女が肩から胸までを切り裂かれ、それを庇かばおうとして長身の娘が背中に致命的な一撃を浴あびる。
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　少女たちの真しん珠じゆのような肌が朱しゆに染そまり、生を楽しむことのないままに次々と命が失われてゆく。

　ピュティアはこうした味方の攻勢を、正視することはできなかった。

（あたしたち、これで本当にいいの？　これ、何かが間ま違ちがってるよ！）

　盗とう賊ぞくの少女は、自分の胸をよぎった疑問の答えを求めるかのようにリックの顔を見上げた。

　だが、黒衣の剣士の顔からは、やはり何も読み取ることはできない。

　リックは、自分が手を下すこともあるまい、といった様子で静かにこの光景を見つめていた。

　しかし、魔女たちもただ一方的にやられていた訳ではなかった。

　カヴンの長おさアウデヴェラには、仲間の半数までを犠ぎ牲せいにした冷れい徹てつな計算があった。

　前ぜん衛えいの五人が壁となっている間に、その後ですでに何人かが攻撃呪文の詠えい唱しようを終えていたのである。

「イシア！」

　アウデヴェラの声に、後方にいた鋭するどい目の少女が呪じゆ文もんを練ねり終え、両手を真っすぐ前に突き出した。

　少女の指先から白い光が稲いな妻ずまのように奔ほとばしり、ファルドーの頭に当たった。恐怖の表情のまま、その頭はたちまちのうちに凍りつき、近くにいたサンドリーヌの非力なフレイルの一撃で粉々に砕くだけ散った。

「ヒルディカ！」

　アウデヴェラはまた別の少女に命じる。一番年下に見える十一歳ぐらいの少女は、正面の傭兵に体を預あずけるように抱きついた。

　ブンッと低い音がしたかと思うと、抱きつかれた傭兵の全身の血管がパンパンに膨ふくれ上がった。

「キャア！」

　ピュティアが悲ひ鳴めいを上げた。

　顔を真っ赤にした傭兵の眼がん窩かから目玉が飛び出し、ボンッという音と共に身体が内臓から破裂して四し散さんした。

　ダル・ハーたちはこれに驚いて後あと退ずさるが、〝将軍〟は動じた様子がない。傭兵たちより後方に立っていた彼は、冷静に弓を引き絞しぼり、ビンッと放った。

　矢は正確に、冷気を放射した少女の美しい左目を射抜いた。

「怯ひるむな！　女どもは連続して呪文を使うことはできん！　複数で一人一人をつぶしてゆけ！」

　将軍の言葉に、ダル・ハーたちは勢いづいた。

　まず攻撃が集中したのは、さきほど傭兵を肉片に変えたヒルディカだった。

　生き残りの傭兵とマルヴォは幼い娘を挟はさみ、滅めつ多た切ぎりにする。

　四散した傭兵の血肉と自分の流血で血ち塗まみれとなった少女は、胸と腹を貫つらぬかれた。そして回転しながら倒れるところを傭兵の剣で、頰ほおからアゴを一気に裂かれた。

　それでも彼女はその傭兵に必死に取りつく。

「は、離せ！　ひ、ひぃぃぃーっ！」

　ヒルディカは、最後の力を振り絞って傭兵を抱き締めた。

　少女が己おのれの力を使えたのはわずかな時間で、傭兵を肉片にするまでには不十分だったが、それでもその血を沸ふつ騰とうさせて道連れにすることには成功した。

　最後の傭兵は赤黒く全身を変色させて、ヒルディカと並んで倒れた。

「ちっ、だらしのねえ奴らだ。……まあ、俺はもう働いたからな」

　ダル・ハーはマルヴォらが前に出て戦うのを尻しり目めに、卑ひ怯きような彼らしく、金かね目めの物を求めて敵味方に関係なく倒れた者たちの懐ふところを探さぐって回っていた。

「どいつもこいつもしけてやがるぜ。……こりゃ銀かな？」

　と、死んだ傭兵の指輪をもぎ取ろうとしていた彼の背後に、魔女の一人が迫った。

「この卑ひ劣れつ漢かん！」

　短剣を振り上げる魔女。

　だが、ダル・ハーとて素人しろうとではない。とっさに振り返り、女の腹に拳こぶしを打ち込む。

「グッ！」

　しかし、引っ繰り返ったのはダル・ハーの方だった。

「ダル、危あぶねえ！」

　ダル・ハーを救たすけようと駆け寄ったマルヴォが、女の首をはねようと剣を横に払う。

　次の瞬間、そのマルヴォの方が、首の飛んだ肩口から噴ふん水すいのように血を噴ふき出して倒れていた。

「己おのれの受けた攻撃をそのまま相手に返す〝反射〟の魔法か。初めてお目にかかる」

　リガースが不敵に嘲ちよう笑しようして弓を置くと、徒と手しゆのまま疾しつ駆くして女の前に回った。

　短剣を構えた女は絶対の自信を持ってリガースに襲いかかる。

「リガース、覚かく悟ご！」

　リガースは自分の剣を抜かずに、女の手首をつかみ、グイと逆にひねった。そして、その短剣を握った手で彼女の腹を突き、胸の高さまで力いっぱい引き上げる。

「どうだ？　自分自身の攻撃は反射できまい？」

　リガースは片眉を上げ、死にゆく女をいたぶるようにおどけた調子で尋たずねる。

　女は小さな声を上げ、絶命した。

　残る魔女は三人。

　アウデヴェラに、ディディ、サンドリーヌ。どれもリックにとっては知った顔だ。

　対するリックたちも五人を失って、〝将軍〟、ダル・ハー、リック、ピュティアだけが立っている。

　この時、今まで動こうとしなかったリックがようやく剣を抜いた。

「……リガース、行け。残りは私が面めん倒どうを見る」

「ああ。貴き殿でんにも手を汚よごしてもらおう」

　リガースは言った。今の戦いでリックがまったく手を出さなかったことを彼はしっかり見ていたのだ。

「……お前もゆけ」

　リックはピュティアに命じた。

「でも！」

「言うことを聞くんだ」

　彼はわずかに顔を少女の方に向けた。

「これ以上、虚むなしく血が流れるのを見てはいけない」

　静かな声だった。出会った時の、外がい套とうをそっと肩にかけてくれた時の優しさが、その声にはこもっていた。

「……うん」

　ピュティアはうなずいた。

「でも、負けちゃ嫌いやだよ。きっと、追いついて」

「ああ」

　ピュティアたちはリックが牽けん制せいしているうちにアウデヴェラの横をすり抜け、扉とびらを抜けて奥に向かった。

　その姿が消えると、リックは魔女の長に視線を向けた。

「無む謀ぼうな戦いだったな。昨夜のうちに夜襲をかけるか、神殿前での包囲戦を選べば、まだ勝機を見いだせたものを」

「この黒くろ瑪め瑙のう宮きゆうでは、卑ひ怯きような真ま似ねはしたくなかった。汚きたないことをすれば、あなたたちと何ら変わるところはなくなるから」

　静かな声でアウデヴェラが答える。

「蛇へびの渓けい谷こくの奇襲の前に、それに気がつくべきだったな」

「そうね……もう血はたくさん。フレーデ、ギゼラ、イシア、ヒルディカ……。みんな、いい子だった」

　厳げん格かくな表情を崩くずさないアウデヴェラの頰ほおを、ひとすじの涙が流れる。

「おかしなものですね。教義では死は祝福されるべきもの。橋を渡り、冥めい府ふに至いたるのは喜びへの道のはずなのに」

「違うな」

　リックは頭を振る。

「死は無だ。お前は使命と称して少女たちと自分自身を偽いつわり、無意味に、若い純粋な命を失わせた。見ろ、これが聖エグランティーナの説とく愛の姿なのか？」

　彼は鮮せん血けつに染まった惨さん状じようを指さし示した。

　心こころ許もとない灯油の明かりに浮かび上がる、命を落とした者たちの顔……。

　少女たちの澄んだ瞳は、もう何も見てはいなかった。

　アウデヴェラはそれを見ることに耐えられず、顔を伏せた。

「リックさん、と言いましたね。……あなたは私が一番、目を背そむけていたかった最も辛つらい真実を暴あばいてしまった。分かっていたのです。自分のしていることが、実は欲に駆られたリガースの醜みにくい行為と何ら違わないことは」

　彼女は力なく微ほほ笑えみ、傍かたわらに立つ少女たちを見た。

「……サンドリーヌ、ディディ、あなたたちは去りなさい」

「アウデヴェラ様！」

「もう十分。十分以上に戦ったわ。だからこの遺跡を去りなさい。そして、生きて」

「アウデヴェラ様は？」

　二人の少女は涙声で尋ねる。

「私には……まだやり残したことがあります。さあ！」

　サンドリーヌとディディは、リックとアウデヴェラの顔を見比べた。

　リックは二人に、わずかにうなずいて見せる。

　アウデヴェラは促うながすように、そっと優しく二人の背中を押す。

「さようなら、サンドリーヌ、ディディ。……幸せに」

　少女たちはアウデヴェラをギュッと抱きしめると、リックの脇を通り抜けて外に向かった。

「……そろそろ幕を引きましょうか」

　二人が姿を消すと、魔女の長は剣を抜いた。

「死ぬ気か？」

　リックは目を細めた。

「なぜ、魔法を使わない？」

　アウデヴェラはスーッと息を深く吸うと、高く剣をかかげてリックに突進した。




〝将軍〟、ダル・ハー、ピュティアの三人は扉を抜け、緩ゆるやかな下り坂になった回かい廊ろうを進んだ。時おり、リックが心配なのか振り返るピュティア。

「見えたぞ！」

　ダル・ハーが声を上げた。薄暗い正面に、大きな扉が現われたのだ。

　六百年の歳月が黒く変色させているが、間違いなく厚い銀製の扉である。把とつ手ての部分に使われているのは一角獣の角。

（あの扉一枚だけでも金千枚ぐらいするよね）

　ピュティアは大おお雑ざつ把ぱに値踏みした。

「あの奥だ！」

　賞金稼ぎは欲望に目をギラつかせ、足を早める。

　と、その時。

「……待ちな！」

　ピュティアがハッとしてナイフを抜き、ダル・ハーの足元に向けて投げつけた。

「な、なにしやがる！」

　足を停めたダル・ハーは、振り返ってピュティアをにらむ。

「……命拾いしたな」

〝将軍〟が言い、ダル・ハーの足のすぐ先の床ゆかを剣で突いた。

　すると、床はガラガラと崩れ落ち、暗黒の深しん淵えんが口を開けた。

「罠わなだ」

「ふっ、危あぶねえ、危ねえ。機き敏びんな俺様でなかったら、真っ逆さまってとこだな」

　ダル・ハーは冷汗を拭ぬぐう。

「……礼のひとつも言えないのかい、こいつは」

　ピュティアは本気で突き落としたくなった。

「渡るための足場が要いるな」

〝将軍〟は、かなり幅のある穴をのぞき込んだ。

「任まかしとけ、そのための道具は揃そろってる」

　ダル・ハーは胸を叩く。

「……罠を作る道具でしょうが」

　人間なにかひとつは取とり柄えがあるもので、ダル・ハーは角材とロープを使い、わずかな時間で梯はし子ごのような足場を作った。

「まず、おめえが行け。軽いからな」

　ダル・ハーはピュティアの背中を押した。

「あたしゃ実験台かい！」

　出来上がった足場の上を、ピュティアは慎しん重ちように渡る。

　次は〝将軍〟、最後がダル・ハーだ。

　多少、ギシギシと軋きしみはしたものの、足場は無事に三人を渡し終えた。

「じゃあ、開けるぜ」

　ダル・ハーは渡り切ると、すぐにペッと手に唾つばを吐いて扉の把とつ手てを持った。

「待て」

〝将軍〟がその肩に手を置く。

「待つとしよう、リック殿どのが来るのを」




　アウデヴェラはリックの腕の中に崩くずれ落ちた。

　その背には、氷の剣の白い刃が突き出ている。

「愚おろかなことを……。二人とともに、生きて去る道もあったはずだ」

「これでいいのです」

　彼女は力なく微笑んだ。

「私たちの使命は、いつか人間が正しく使えるようになる日まで、ここに保存されている知識を守ることでした。ですがおそらく、人は永久に……」

「知識を正しく使う道を見いだすことはない。この知恵を生んだ者たちでさえ、滅ほろびてしまったのだからな」

「それならばいっそのこと、こんな知識は葬ほうむってしまった方がいいのです。とうの昔に、私はそのことに気がついていながら、実行する勇気がなかった。そのために、あの子たちを……。あなたは前に尋ねましたね、いくら払うかと。この流れる血が……私の払えるすべて……。お願いです、この命を代償に……、黒瑪瑙宮を永遠に……」

　誇り高き魔女は息を引き取った。フレオリックは彼女の目をそっと閉じてやると、その亡なき骸がらを床に横たえた。

「……確かに、命は受け取った」

　リックは〝将軍〟たちを追い、神殿の奥へと走った。




「あっ！　来た来た！」

　リックの姿を認め、ピュティアが手を振った。

「よお、無事だったか？」

　と、ダル・ハー。

「待ちくたびれたぜ。さあ、渡りな」

　リックは足場を渡り始めた。

　だが、彼がちょうど足場の真ん中に来た時……。

「あばよ、フレオリック！」

　ダル・ハーが突然、足場の端を蹴けった。固定されていない足場は、リックを乗せたまま奈な落らくの底に向かって落ちてゆく。

　黒い衣をまとったリックの姿は、あっと言う間に闇やみに溶とけ込んで見えなくなった。

「リック！」

　絶ぜつ叫きようするピュティア。

「何すんだよ！」

　半ベソをかきながら、少女はダル・ハーにつかみかかる。

「……彼は危険すぎた」

　ピュティアの背中で〝将軍〟の醒さめた声。彼女はキッと振り返った。

「〝将軍〟、あんたたち、グルだったんだね！」

「魔女ども相手の健闘は感謝するが、あの男は犬にはならぬ。手て懐なずけられない狼おおかみは、始末するに限る」

　自分に飛びかかろうとするピュティアの胸ぐらをつかみ、リガースは小さな少女の身体を持ち上げた。

「あの男と一緒に死ねるのなら、本望だろう」

　リガースは穴のそばまで歩み寄り、手を放した。

「キャーッ！」

　ピュティアの身体は見る見る小さくなり、穴の奥に消えた。

「さて、いこうか？」

　ゴミを屑くずカゴに片付けたようなさっぱりした顔でリガースは言った。

「へい」

　ダル・ハーは卑ひ屈くつに腰を屈かがめて、扉に手を掛けた。







　第六章　フレオリック







　老人が立っていた。

　白いアゴ髭ひげの、長身の老人である。

　それが窓まど際ぎわに立ち、じっと黙もく想そうするように外を眺ながめている。

「先生！」

　フレオリックは声をかけ、老人に歩み寄った。

「ロヴァル先生！」

「なにかね、国王陛へい下か？」

　かつて剣聖と仇あだ名なされた老人は彼に気づくと、振り返ってニッコリと笑った。

「陛下は止よして下さい」

　リックは赤面した。

「私はいつまで経たっても、先生の不ふ肖しようの弟で子しですよ」

　ロヴァルはかぶりを振る。

「わしにはもう教えることはない。剣の腕は、このエレネイでもお主ぬしに匹ひつ敵てきするものは五人とおらんだろうよ。……そうそう、用があるのじゃったな」

「はい。先生、実は先日いただいたこの剣ですが……」

　リックは腰の剣の柄つかに手を置いた。

「グリードか……」

「氷、という意味ですね。古いにしえに、氷ひよう竜りゆうの霧きりの息で鍛きたえられたと言われる銀の剣。これは先生が若い頃からの愛用の品と聞きました。私などがこれを頂いただいて宜よろしいのでしょうか？」

「わしはな」

　老人は窓際の長なが椅い子すに腰を下ろし、背もたれに身を預あずけた。

「五十年以上を〝ひとごろし〟で生きてきた。千人以上もの人間を殺あやめてきたのだ。しかし、それだけ人を斬きっても、剣の道を極きわめることはできんかった。迷いが断てんのだよ」

「先生が……迷いを？」

「わしはな、できればお主に後を継ついで、極めてほしいと思っている。人を斬るのではなく、乱世を切る剣をな」

「先生は私を過大に評価されています」

　若き王は笑った。

「果たしてそうかな？　では、その剣を抜いてみるのだ」

　ロヴァルはグリードを指差した。リックは言われた通りに、剣を鞘さやから引き抜く。

「……どうだ、感かん触しよくは？」

「……こんなことを言うと変だと思われるかも知れませんが」

　フレオリックは戸と惑まどいの表情を浮かべた。

「何だか暖あたたかい気がします」

「やはりな。グリードめ、わしには一度たりともそのような〝顔〟を見せはせなんだ」

　ロヴァルは苦笑する。

「この剣はな、人の心の迷いや荒すさみを感じ取ることができるのだ。

　道に迷いし哀あわれな魂たましい、絶望に捉とらわれし者、私欲に走り、それを正当化する恥知らず、そして、殺さつ戮りくに喜びを覚え、堕だ落らくを好む輩やから。こうした人間がこの剣を握にぎる時、グリードはその名の通り氷に変わる。持つ者の手を骨まで凍いてつかせ、激しい痛みでその罪を糾きゆう弾だんするのだ。

　だが、真に澄すんだ魂の持ち主が、その使命のためにこの剣を振るう時、グリードの柄つかはその魂を讃たたえるように暖かみを帯び、道を指さし示すという……」

　彼はフレオリックの肩に手を置いた。

「どうやら、この老いた目に間ま違ちがいはなかったようだな……」

　そう語って目を細めるロヴァルの顔がかすみ、黒い霧の中にふっと消えた。




「国王陛下」

　ひざまずいた娘の琥こ珀はく色の瞳ひとみが、厳しい色をたたえてフレオリックを見つめた。

「お立ちなさい、ヤズミナ姫」

　リックは手を差し伸べた。

「あなたはこの国の王おう妃ひになられるお方だ」

「王妃で、そして奴ど隷れいです。ザモーラとヤーバシアの」

　娘はリックの手を取らず、すっくと立ち上がった。

「そんなことはない、たとえ我々の婚礼が二国に平和をもたらすとしても」

「婚礼は平和とともに、一人の娘の心に憎こくしみをもたらすでしょう。私は決して貴方あなたを許ゆるしません。憎み続けます。我が未来の夫にして、ヤーバシアの国王、フレオリック。誇ほこり高きザモーラの娘は、愛ゆえでなく、外交の道具として求められた屈くつ辱じよくを、決して忘れることはないのです」

　ヤズミナはフレオリックに背を向けると、扉とびらに向かった。

「聞いてくれ、ヤズミナ。私は心から君を……」

　ヤズミナは乱暴に扉とびらを閉めて自室にこもった。

「誤解なんだ……」




　再び暗転。

　今度はヤーバシア宮きゆう廷ていの王座の間だ。

　フレオリックは、氷の剣を握って立っていた。

　グリードの白い刃の先端からは、ボタボタと血が滴したたっている。

　手が痛い。

　グリードの柄を握ったリックの右手は、霜しもに覆おおわれ、凍こおりついていた。

「……グリードが……凍った？」

　掌てのひらを開いて引き剝はがそうとすると、皮ひ膚ふが裂さけて、血がにじむ。

　ようやく氷の剣を鞘さやに収おさめたリックは、ふと、足元に横たわる赤い、冷たいものに気がついた。

　美しかった顔に永遠に張りついた驚きよう愕がくの表情。そして、白い喉のどに、真横に走る赤黒い裂け目。

　大理石の床ゆかにリックが見たのは、朱に染まった王妃の姿だった。

「ヤズミナ、どうして？……！」

　青年王はハッとして、自分の剣と妻の亡なき骸がらを見比べる。

「……噓うそだ」

　彼の頭の中で、ようやく二つの事実が結びついた。

「噓だ！」

　その時である……。

　柱の陰になった王座から、ケタケタという嘲あざけりの笑い声がリックに浴あびせられた。

「兄上！　ヤズミナはとうとうあんたを憎んだまま去ったな！」

　からかうような調子の声。

「そういえば、親おや父じにも嫌きらわれていたなあ、あんた」

「ヤイル！　貴き様さまが……！」

　リックは王座に駆け寄り、正面に回り込んでその上を見た。

「俺も嫌いだったよ、兄上」

　王座に鎮ちん座ざしていたのは、斬り落とされたばかりの生なま首くびだった。

　王弟ヤイルの生なま首くびである。それが喋しやべり、茫ぼう然ぜんとたたずむ兄の姿を見て笑っていた。

「だって、俺から王座を奪うばったんだものなあーっ！」

　生首はカッと口を開いた。




　また、場面が変わった。

　今、リックは一人、乾かわいた冷たい風が吹く、赤い不ふ毛もうの地に立っていた。

　大地から突き出た、牙きばのような巨石。

　北にそびえる高き山々の峰。

「……ここは？」

「覚えていないのかい？」

　足元で声がした。

　いつの間にか、七、八歳の少年が座って、自分を見つめていた。

「タンデルの野だよ。よく父さんたちと来たじゃないか、狩りにさ。でも、ぼくはいつも何も獲とれなかった。でも、ヤイルは兎うさぎや雉きじだとか、時には猪いのししまで獲って、父さんに誉ほめられてたね」

「お前は……、誰だ？」

「分かっているでしょ」

　少年は微ほほ笑えんだ。

「僕はヤイルを愛してると言ってた。本当は憎んでいたくせに、弟も、それに父さんも」

「噓うそだ」

「自分に噓を？」

　少年は肩をヒョイとすくめる。

「知ってた？　どうして父さんが僕をロヴァル先生につけてくれたか？　父さんはね、剣の稽けい古こ中に事故に見せかけて、僕を殺すつもりだったんだ。そうすれば、王位はヤイルにいくから。でも、ロヴァル先生は僕を殺さなかった」

「先生だけだ。私を愛してくれたのは」

　少年は空を見上げた。

　青い空に鷹たかが一羽、悠ゆう々ゆうと旋せん回かいしている。

　リックには決して捕とらえることのできなかった、誇ほこり高き鳥だ。

「……ねえ、あれから何人を殺した？」

　しばらくして、また少年が尋たずねる。

「忘れたな」

「氷の剣は？」

「もう、痛みには慣なれてしまった」

「手の、それとも心の？」

「……認めよう。私は憎んでいたよ、父も、ヤイルも。だが。一番憎んでいたのは……、自分自身だ！」

　リックは稲いな妻ずまのようにグリードを抜き、少年の胸に突き立てた。

　その瞬間、少年の姿が消えた。

　同時に、全身が氷に包まれるような悪お寒かんと激痛。

　リックは自分の胸を見た。

　氷の剣はリック自身の胸を貫つらぬいていた。




「…………！」

　リックは飛び起きた。

「気がついたんだね。良かった」

　安あん堵どする少女の声。白い華きや奢しやな手が、彼の額ひたいを流れる汗を拭ぬぐう。

　リックは自分がピュティアの膝ひざの上に横たわっていたことに気づいた。

「夢、見てたんだね。うなされてたよ」

「悪夢だ。……いつものように」

　彼は立ち上がりかけて、失敗した。

「駄だ目めだよ。かなり強く身体からだを打っているんだから。穴の下の方が斜めのスロープになっていたから助かったけど、でなきゃ死んでたよ」

　ピュティアが何ともないのは先に落ちたリックがクッションになってくれたお陰だが、それは言わない。

「どのくらい気を失っていた？」

「ほんの少し」

「……リガースを追わなくては」

「駄目だったら！　左手、骨折してんだよ！」

　リックは止める少女を無視して懐ふところを探さぐり、火打ち石を使って松明たいまつに再び灯ひをともす。

　あたりは何もない広い空間。干ひ上あがった地底湖の跡あとのようだ。おそらくかつてはこの地底湖に肉食の生物がいて、罠わなにかかった獲え物ものたちを常食にしていたのだろう。

　自分たちが落ちてきた穴を見上げると、はるか上方でかすかな明かりが揺れているのが分かる。

「登れぬ高さではないな……、上に出たらお前はこの遺跡から急いで逃げろ。いいな？」

「やだよ、あたし、あんたと一いつ緒しよにいくよ！」

「駄目だ。いい加減に私につきまとうのは止せ。私はお尋ね者だ。共にいれば、お前も追われる身になる」

「いいもん！　リックは悪い人じゃないよ！」

「何も知らぬくせに勝手なことを言うな。今ここでお前を殺すことだってできるんだぞ。……私は親族殺しの大悪人だからな」

　黒衣の剣士はピュティアを見下ろした。松明の明かりを反射した氷の視線が、冷たく少女に突き刺さる。

「……噓うそ!?」

　ピュティアは息を吞んで、一、二歩後あと退ずさった。

「噓じゃない。私は妻と弟をこの手にかけたのだ」

「何か理由があったんだよ！　そうに決まっている！」

「それはお前の想像だ」

　リックは言い捨てると、壁を探って、手がかりになるところを求めた。

「……裏切られたの？」

　ピュティアの言葉に、彼の動きがピタリと止まった。

「弟さんと奥さんに？」

「……憶おく測そくは止せ」

「そうなんだね」

　リックは少女に背を向けたまま、石壁をゴンとこぶしで殴なぐりつけた。

「私はよい兄でも、夫でもなかった。だが、どうしても信じられなかったのだ、あの二人が……」

　彼はふと口をつぐむと、振り返って自じ嘲ちよう気味に続けた。

「だが、お陰で三つのことを学んだ。たとえ血のつながった人間でも、自分以外の者は信じてはいけないということ。善は仮面にしか過ぎず、何も生み出しはしないということ。そして、生は死に至るための道にしか過ぎないこと」

「……ねえ、リック。あたし、頭悪いし、学もないけどさ」

　ピュティアは頭を搔かくと、その場にペタリと座すわり込んだ。

「人を信じることって大たい切せつなことだし、世の中、正しいことだってきっとあるよ。生きていることだって決して無意味じゃないと思う」

「ご立りつ派ぱなことだ。とても宝に目の色を変える小娘の言葉とは思えん」

　リックは感心したように大おお袈げ裟さに手を広げてみせる。

「真剣に考えているんだよ！　あんたの言うことって、格かつ好こうはいいけど、やっぱり間ま違ちがってる！　甘えてるよ！　自分を憐あわれんでるだけさ！」

　少女の声の調子が上がった。それに合わせて、リックも声を荒らげる。

「お前などに……！」

「はんっ！　お前などに俺の気持ちが分かるかとでも言うつもり？　そんなの、甘やかされて育ったワガママ娘の言い草だよ！　笑っちゃうね！」

「お前！」

　リックはこぶしを握りしめる。

　本人もピュティアも気づいていなかったが、常に冷たい無表情を保っていたリックが、いつの間にか自分の感情をさらけ出して腹を立てていた。

「殴なぐんの？　殴ればいいじゃない！　こっちは慣れっこだよ！」

　ピュティアは鉄てつ拳けんを覚悟し、目を閉じた。

　ところが……。

　しばらくして返ってきたのは、低い、忍び笑いだった。

「……ふっ、お前は強い娘だな」

「えっ？」

　フレオリックは、キョトンと自分を見つめる少女の肩に手をかけた。

「私にもお前ほどの強い心があれば……、妻も弟も死なすことはなかったかも知れない」

「……償つぐないはできるよ」

　ピュティアは彼の手に自分の手をそえた。

「そう祈ってくれ。……お前、名は何といったかな？」

「もう！　ピュティアだよ！　覚えてないの、やだなあ！」

「ピュティアか。……意味は清純か、いい名前だ」

「よくないよ。……清純なんてガラじゃないもん」

　少女は戸と惑まどい、顔を赤らめる。

「いや、お前にぴったりだよ、ピュティア」

　と、リックは微ほほ笑えんだ。

　急に、ピュティアの目から涙があふれた。

　少女はリックの胸に飛び込み、ギュッとしがみついた。

「……おい？」

「あたし、……あたしってさ、生まれてからずっと一人で生きてきたんだよ。誰も、あたしを必要だって言ってくれたこと、なかった。いる場所だってなかったんだ。

　雨が骨まで濡ぬらす日だって、雪が肩に重く積もる夜だって、誰もそばにいてくれない、この世のどこにも、あたしのいて良い所なんてなかった。……もう、嫌いやだよ」

「ピュティア？」

「もう、そんなの嫌なんだよ！」

　顔を伏せ、肩を震わせてた金髪の少女は、緊張の糸が切れたようにワッと号ごう泣きゆうした。

「離れないで！　お願い、もう一人ぼっちにしないでよ！」

　リックはそっと、手を少女の背中に回した。

「そうか……。お前の方が……ずっと辛つらかったんだな」

　彼は少女のアゴに指をかけて顔を引き起こすと、真っすぐにその瞳を見つめた。

「人並みの幸福を求めるには、私は命を奪いすぎた。私についてきても不幸になるだけだぞ。それでもいいんだな？」

「……へへ。覚悟の上さ」

　ピュティアはヒクヒクいいながら涙を拭ぬぐうと、濡れた顔をクシャクシャにして笑った。




　一方、扉とびらを押し開けたダル・ハーとリガースは、神殿の最深部へと踏み入っていた。

「……すげえ」
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　ダル・ハーは息を吞んだ。

　祭壇のあった広間とほぼ同じ大きさの部屋に、無数の木箱と、さらにそれを上回る量の本──文字を刻印した粘ねん土ど板ばんを木き枠わくに入れたもの──が、整然と並べられているのだ。

　賞金稼ぎは、歳月を経へて腐くさりかけた木箱のひとつを斧おので叩たたき割った。ザザザッと音を立てて、眩まぶしく光る六百年前の金貨がこぼれ出る。彼はそれを手ですくい上げ、叫さけんだ。

「ここの半分が俺のもの、俺のもんだ～っ！」

「好きなだけ取るがいい。つまらぬものだ」

〝将軍リガース〟は、そんなダル・ハーを蔑さげすむように無視し、粘土板の方に足を進める。彼は数枚の板を手に取って見比べると、うなずきながら文字をたどった。はじめは冷静だったリガースだが、読み進むうちに次第に熱狂の色が、その顔ににじみ出してきた。

「……なるほど、分類法は明快だ」

　彼のあまりにも熱心な様よう子すに、ダル・ハーものぞきにくる。

「いってえ何だ、そいつは？」

「これか？」

〝将軍〟は答えた。

「これこそが、至し宝ほう。六百年間眠っていた人類の英えい知ちの結けつ晶しようだ」

「はっ！　その粘土のどこが宝なんだよ！」

　さも軽けい蔑べつしたように言うダル・ハー。

「分からぬか？　例たとえば……」

〝将軍〟は芝しば居いがかった手つきで一枚の板を選んだ。

「これは呪じゆ文もんだな。炎えん馬ば召しよう喚かんの呪文についての記述だ。これがあれば、火か炎えんを吐き、空を飛ぶ戦馬を召喚できるわけだ。この呪文ひとつで、最高の機動力と攻撃力を持った、何千騎もの騎馬部隊を作ることができる。最強の軍を作れるのだ！」

　そう言って彼は、また別の板を数枚まとめて引き抜いた。

「これは古代の予言書の写本。こちらは占せん星せい天てん文もん学がくの論文集。我々には何の使い道もないが、至し神しん智ち教団にでも持ち込めば、金数千の値をつけてくれることだろう。そして、これが……」

〝将軍〟は数歩奥に行き、さらに別の板を取った。

「ラクヌンガの処しよ方ほう！　これだけで百万以上の価値がある！　もっとも、販売のルートを持たぬ者にはそれだけの利益は産めぬがな」

　ダル・ハーの目が欲望に血走った。

「……その粘土板からあがる利益も、山分けだな？」

「古代文字も読めぬお前とか？」

「おいおい、独ひとり占めにしようったって、そうはいかねえぜ」

　ダル・ハーは戦せん斧ぷを握った。

「……よかろう。もともとお前には消えてもらうつもりだった。フレオリック同様にな」

〝将軍〟も大剣を抜く。

「なめやがって！　てめえをぶっ殺して、ここの宝はみんな俺のもんにしてやる！」

　ダル・ハーとリガースは殺意もあらわに向かい合った。

「……盛況だな」

　二人はハッと扉の方を振り返った。

　そこには、ピュティアとともに立つフレオリックの姿があった。

「私も参加させてもらおうか？」

「げっ！　フレオリック！」

「ふん、生きていたか」

　黒衣の剣士は二人の前に歩み出ると、彼らの顔を交互に見た。

「決着をつけようか、リガース、ダル・ハー。生き残ったものがこの宝をいただく。それでいいな？」

「へっ、今さら仲良く分けられやしねえよ」

「他に手はあるまい」

　三人は等距離を取って、それぞれ正三角形の頂点に立った。

　ダル・ハーは背中の荷を下ろし、右手に戦せん斧ぷ、左手に盾たてを持った。

　リガースは大剣を低く、切っ先が地面スレスレになるくらいに構える。

　リックは自然体で、リガースに顔を向け、右足をやや前にして立つ。

　ダル・ハーの目は〝将軍〟とフレオリックを交互に見る。

（どちらを先に殺やるか？　フレオリックも〝将軍〟も、お互いに相手しか見ていねえ。そこんとこをうまくつきゃあ……）

　ダル・ハーは二人のうちのどちらかが動くのを待った。

　そして……。

　まず、〝将軍〟が動いた。彼はスーッと足を滑すべらせるようにして右に、つまりリックの左に回り込んだ。リックの左腕が動かないのを見て取っての行動だ。

　リックはその動きに合わせて左足を引く。すると、ちょうどダル・ハーの方に背中が向いた。

「今だ！」

　ダル・ハーは斧を振り上げ床を蹴けった。その瞬間、頭上から網が降ってきてダル・ハーを包み込んだ。ピュティアが、ダル・ハー自身が持っていた罠用の網を彼に投げつけたのだ。手足を取られた賞金稼ぎは、不ぶ様ざまに引っ繰り返った。

「ウォッ！　何をしやがる！」

「バーカ！」

　ピュティアは網を手た繰ぐりながら舌を出した。

「あんたなんか最初っから数に入っていないよ！　あんたの相手はこのあたしさ！」

　この時、リガースが突然、床を滑すべるように移動してリックとの間合いをつめた。

　キーン！

　鋭い金属音が響き渡る。ダル・ハーやピュティアには見えなかったが、〝将軍〟が斜めに切り上げてくる攻撃を、リックが身体からだをひねって、抜きかけた剣の鏑しのぎで受けたのだ。

「遅い！」

　リガースは瞬まばたき一回ほどの間もおかずに、今度はリックの頭に真っすぐに剣を振り下ろす。リックは剣をかざし、辛かろうじてこれを避けるだけだ。

「……すげえ、フレオリックの速さも並みじゃねえが、リガースの野郎はその上をいく」

　網の中のダル・ハーが唸うなる。

「どうした、フレオリック？　剣聖ロヴァルの愛まな弟で子しよ！　その技わざのほどを私に見せてみろ！」

　将軍の剣が、リックの左の二の腕を裂いた。

「キャア！」

　思わず目をそらすピュティア。

「いくら利きき腕といっても右手一本のハンデはきついぜ。……死んだな、フレオリック」

　つぶやくダル・ハー。その頭を、顔を覆おおったままのピュティアが踵かかとで蹴った。

　リガースの剣は素す早ばやい上に重かった。上下左右からの多彩な攻めに、リックは下がるのみである。

「リック、勝って！　お願い！」

　ピュティアが叫ぶ。

　リックは大きく跳とんで、リガースの頭を飛び越すと、着地してクルリと向きを考えた。

「……太た刀ち筋すじはすべて読んだ」

　彼は言った。

　リガースも振り返り、対たい峙じする。

「では、本番はこれからということか？」

「ああ」

　リックは剣を鞘さやに戻し、背中に鞘ごと回して柄つかをねじった。柄はちょうど右肘ひじの後で、水平に頭を出す格好となる。

「面おも白しろい構えだ。それがロヴァルの剣か？」

「いや。我が流りゆうだ」

「では、まずそれから試させてもらおう！」

〝将軍〟は大剣を振り下ろしながら、リックに向かって突進をかけた。大剣は肩口めがけて空気を切り裂く。

　リックは柄に右手をかけ、腰を落としながら逆さか手てに剣を抜いた。

〝将軍〟の大剣は突然、向きを変え、首筋を直角に狙ねらう。

　氷の剣は、これを受けて跳はね上げる。と同時に、リックは目にもとまらぬ速さで独こ楽まのように身を回転させて、隙すきのできたリガースの脇腹に銀の刃を打ち込んだ。

〝将軍〟は真横にふっ飛び、血ち飛沫しぶきを上げながら床を転がった。

「やったあ！」

「やつめ、〝将軍〟の力の反動を利用しやがった！　持ち前の速さに加えることの相手のうち込みの加速度。これじゃあ、〝将軍〟も避けようがねえ！」

　立場を忘れてダル・ハーがうなずいた。

　リックは立ち上がると、血の池を作って床に横たわるリガースの前に進んだ。

「ひとつ聞こう。百勝将軍とまで呼ばれた武ぶ人じんが、なにゆえ謀ぼう略りやくに走り、金を求める？」

　リガースは笑った。

「貴き殿でんはまだ若い。そのうちに知ることになる、剣に生きる虚むなしさを。為い政せい者しやは、私や部下が剣と血と命と忠誠で手に入れた成果をやすやすと売り、脅おどしに屈して手放す。そうした醜みにくさを、厭いやというほど目にして私は知った。金と権力、それがすべてということをな」

　彼は頭を振った。

「だが、今はそれもどうでもいい。このリガース、どうしても貴殿に勝ちたくなった。どんな手を使っても！」

　リガースの腕が、血管を脈打たせてみるみる太くなった。この変化は見覚えがある。

「ラクヌンガ……。武人としての最後の誇りも捨てたか」

「もはや武人などではない！　富も、権力も、誇りも、何も要いらぬ！　ただ、この命を燃やし尽くしてもお前をしとめる！」

　リガースの眼球が黄色みを帯び、目ま蓋ぶたがめくれ上がった。首が伸び、上アゴと下アゴが突出し、歯が鋭するどさを増した。金属色の鱗うろこと甲こう殻かくが全身を包み込み、右腕の先は大剣と一体化する。左手はセンザンコウのように無数の刺とげで覆おおわれた。

「受けよう、その勝負！」

　リックはリガースの首に、剣を叩たたき下ろした。だが、剣はリガースの皮ひ膚ふを裂くことはできなかった。

「…………！」

「ラクヌンガは使用者の知るあらゆる生物の形態を取ることができる。私は若い頃より様さま様ざまな秘境に足を踏み入れてきた。こうした生き物に出会ったのも、その成果だ」

　今度はリガースが、腕と一体化した剣を振った。氷の剣でこれを受けたリックは、紙かみ屑くずのように吹き飛んだ。身長の割に軽い彼の身体からだは、もろに壁に叩きつけられる。

「……化ばけ物ものが」

　床に落ちたリックは血の混まじった唾つばを吐いて立つと、もう一度打ちかかっていった。

　リガースは今度は避けようともしない。

　氷の剣は、蜥蜴とかげのようなリガースの黄色い眼めを狙って突き出される。

　チュンッ！

　この時、瞬しゆん膜まくが現われて眼を覆い、粘ねん液えきが剣先を滑すべらせた。

「狙いはよかったのだがな」
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　蜥蜴が笑うことがあるとすれば、この時のリガースの表情はまさにそれだった。彼は刺のついた左腕でリックの折れた腕をつかみ、ギシギシと締しめつけてから無む造ぞう作さに放った。

　リックの身体は数回跳はね上がって、再び床に転がる。

　彼は起き上がろうとして咽むせ込み、激しく血を吐いた。

「……いいぞ」

　だが、リックは口元を拭ぬぐうと、ニヤリと笑う。

「久しぶりに楽しい時を過ごせそうだ」

　彼は左手をブラつかせたままリガースの懐ふところに飛び込み、その胸に氷の剣を突き立てた。

　しかし、胸部から胴にかけてを覆う厚い甲こう殻かくは、銀の刃を軽く跳はね返す。

「策が尽きたか？」

　またもや弾はじき飛ばされるリック。

　だが、彼は無言で起き上がり、先ほどと同じ体勢で突進した。

　結果はさっきと同じである。甲殻を貫つらぬくことはできない。

　そして、さらにもう一度……。

「……こいつはやべえ」

　網に捕とらわれているダル・ハーがつぶやき、ピュティアに向かって怒ど鳴なった。

「おい、ピュティア！　俺の網を切れ！」

「何でさ！」

「このままじゃフレオリックの奴、マジでやられちまう！　助けるんだよ！」

「本当だろうね？」

　疑いの目で見るピュティア。

「奴が死んだら、次は俺だぞ！」

　こういう理論なら納なつ得とくがいく。少女はナイフで網の目を切っていった。

「……裏切ったら、殺すよ」




「どうした！　これが噂うわさに聞くフレオリックの実力なのか!?」

　リガースは、息を荒らげながら剣で身体を支えるリックに向かって吠ほえる。

「……期待を裏切って悪いな」

　剣士はまるで他の攻撃方法を忘れてしまったかのように、疲ひ弊へいした腕で再度、氷の剣をかつぎ上げ、リガースの胸を覆う甲殻に叩きつけた。

　高い金属音を上げ、白い銀の刃は虚むなしく跳はね返る。

「残念だよ、フレオリック。これが慈じ悲ひの一撃だ」

　リガースは、膝ひざを落としたリックの頭に大剣を振り下ろした。

　その時……。

「リガァァァァースッ！」

　ダル・ハーの叫さけぶ声がして、陶とう器きの壺つぼが、突起に覆われたリガースの背に投げつけられた。壺はガシャッ割れ、リガースはその内容物を全身に浴びる。

「蛆うじ虫むしめ！」

　リガースは怒り、首をそちらに向ける。

「こっちだよ！」

　後に回り込んだピュティアが松明たいまつを投げつけた。先ほどの壺の中身はダル・ハーが罠に使おうとしていた灯油である。

　松明の火はリガースの身体を濡らした油に引いん火かし、彼を紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包み込んだ。

「グオオオオオオオッ！」

　リガースは獣けもののような咆ほう哮こうを上げる。

　フラフラと立ち上がったリックはもう一度剣を構え、リガースに突っ込んでいった。

「無む駄だだ！」

　氷の剣は、またも胸の甲殻を突いた。

　同じ場所への五度目の攻撃も、やはり効果はないように見えた。

　だが……。

　ビシッ！

「……なに！」

　リガースの胸にヒビが走った。ヒビは甲殻全体に網目のように広がり、一瞬おいて、胸全体がグシャッと砕けた。

「奴め！　これを狙ってやがったな！」

　快かい哉さいを上げるダル・ハー。

　リックはさっきから自や棄け糞くそに正面攻撃を続けていたのではない。

　毛一筋ほどのズレもなく、正確に同じ箇か所しよを攻撃していたのだ。わずかな傷が続けて打たれるうちに歪ゆがみ、やがてその蓄ちく積せきに耐えられなくなって砕け散ったのである。

　ズッ！

　リックはさらに深く剣を押し込んだ。

「とどめだ！」

「……まだ」

　リガースは鱗うろこに覆われた顔を苦痛に歪めながら、退ひこうとはしない。

「まだだあーっ！」

　牙きばを剝むき出して叫ぶリガース。

　と、剣に貫つらぬかれたあたりから、彼の身体からだの組織が変化を始めた。

　いや、形を失い始めた。

「バカが！　再獣化だと！　身体が保もつ訳がねえ！」

　ダル・ハーはリックの勝利を確信する。

　しかし、リガースは彼らの目の前で変化をやり遂とげた。

　彼は、緑色のアメーバ状の不定形生物へとその姿を変えたのだ。

　そのゲル状の原形質は、あたりにあるものすべてを取り込みながら、次第に大きくなってゆく。

「……まずいぜ」

　ダル・ハーはアゴをわなわなと震ふるわせた。

「何が？」

　尋たずねるピュティア。

「見てみろ、あの体……。眼も、手足もなきゃあ、内臓も、脳もねえ。人間らしいとこが全然残っちゃいねえんだ。今のリガースは完全に化ばけ物ものだ。人間に戻ることもできねえし、人間らしい考え方なんぞ全くできねえ。奴が死ぬか、フレオリックと俺たちが死ぬか、それまで戦い続けるぜ」

「リックが勝つよ」

　自信なさそうに言うピュティア。

「だがよ、形のねえものは、切れねえんだぜ！」

　不定形生物となったリガースは、体の一部を足に変形し、それを伸ばしてリックをつぶそうとした。リックの剣は、その足を切り落とす。

　だが、切られた箇所はすぐに本体とくっついて同化する。

「やれやれ。これを繰り返しても限りがないな」

　そう呟つぶやきながらもリックは、攻撃を止めようとはしない。

　人間の心を失い、闘争本能だけで動くリガース。

　それに合わせるかのように、リックも灰色の瞳に炎を宿らせる。

　戦いは熾し烈れつを極めた。

　リックが剣を一振りするごとに、リガースの細さい胞ぼう膜まくに銀の刃が食い込み、体液が飛び散る。そしてその度たびに、黒衣の剣士の表情には喜びの色が走る。

　そんな様子を見て、ピュティアが小声でダル・ハーに聞く。

「……ねえ、リックの様よう子す、おかしくない？」

「ああ」

　ダル・ハーは同意する。

「あいつも根っからの剣士ってことよ。相手が強ければ強いほど、燃えるんだ。そうなったら、もう誰にも止められねえ。……もしかすると、あいつがこの仕事を受けたのは、こんな戦いを望んでいたからかも知れねえな」

「でも！　リガースは剣じゃ倒せないんだろ!?」

「だから、死ぬまで戦うだけさ」

　ダル・ハーは散らばっている金貨を拾い集め、逃げる準備を始めた。

　リックは野や獣じゆうのように、リガースに剣を打ち込み続ける。

「……冗じよう談だんじゃないよ！」

　ピュティアはナイフを抜き、リガースに向かって走りながらそれを投げつけた。

「リック！　逃げて！」

　投げナイフはリガースの体に刺さり、吸い込まれた。だが、いっこうに効果はない。

　逆に、リガースの足が一本、ビュンと真っすぐに伸びて少女の腹部に命中した。

　ピュティアの軽い身体は宙を舞い、宝の詰まった木箱の上に落ちた。

　気の遠くなるような激痛に、少女は身を縮め、苦く悶もんする。

「ゲホッ！　ゲホッ！」

　胃の内容物が込み上げてきて、肺はいに流れ込む。

　ピュティアは咽むせ込みながらも剣士を呼んだ。

「リック……」

　少女の声はかすれ、夜半に子供を寝かしつける母親の声よりもかすかだった。

　だが、リックははっとして攻撃の手を止めた。

　少女が自分の名を呼ぶ声を、彼は間ま違ちがいなく耳にしたのだ。

　振り返ると、散らばる金貨の間で、力なく倒れている少女の姿が視野に入る。

「……ピュティア？」

　憑ひよう衣いしていた悪あつ鬼きが離れたかのように、リックの瞳の炎がかき消えた。

「ピュティアーッ！」

　彼は目の前の敵のことも忘れて少女のもとに走り寄り、抱き起こした。

「……へ、平気だよ」

　ピュティアはリックの手をギュッと握った。

「しっかりしなくちゃいけないのは、リックの方だよ。……駄目だよ、あんな戦い方。あれじゃ〝将軍〟と同じになっちゃう。リックはリックだろう？　別の人になったらいけないよ……」

「ああ」

　リックはうなずいた。

「私は私だ。……少し、待っていろ」

　彼は少女を下がらせると、再び不定形生物の方に向かった。

　それは、今や飢うえたように犠ぎ牲せい者しやを求め、原形質の触しよく手しゆを振り回していた。

「……リガース、こうなってしまったお前に言っても分からぬだろうが、私はここでは死ねないよ。あの娘を……」

　彼は一瞬、熱い視線で自分を見つめる少女の方に顔を向けかけて、止めた。

「ピュティアを、ここから出してやらなくてはならないからな」

　そう言ってから、リックはふと、握ったグリードに違い和わ感かんを覚えて、視線を落とした。

（冷たく……ない？）

　彼は右手に、懐なつかしい感触を感じていた。

　初めて氷の剣を握った時の、優しい、暖かい感じ。

　弟を斬きり捨てた時から忘れ去られていた、あの温ぬくもりが、氷の剣に戻っていた。

（そういうことか）

　ゆっくりと自分の方に向かってくるリガースの前で、リックはクルリと剣を逆さか手てに持ちかえると、渾こん身しんの力を込めて大理石の床にガッと突き立てた。

　剣が突き刺さった場所から、地割れのような亀き裂れつが四方に向かって走る。

　そして、亀裂は瞬またたく間に部屋の床全体に蜘く蛛もの巣のように広がり、振動とともにその裂目が大きく口を開いた。

　ドーンッ！

　大地を揺るがす爆発音。

　続いて、地下で何かが崩ほう壊かいする、低く、鈍にぶい音がした。

「こいつは……やべえ」

　ダル・ハーがつぶやく。

　リックが剣を突き立てた場所を中心に床は徐々に崩れはじめ、次第にその崩壊の速度を上げた。

　金貨や宝ほう飾しよく品ひん、粘土板は、キラキラと輝く滝のようになって、今や巨大な深しん淵えんにと成長した裂目へと落ちてゆく。

「ああん、お宝が！」

「つかめるだけつかめよ、小娘！」

　ダル・ハーとピュティアは手当たり次第に財宝を搔かき集め、逃げ惑まどう。

「これ、いったいどういうこと！」

「地下湖だ」

　神殿全体が振動する中で、リックが冷静に説明する。

「この遺跡は巨大な地下湖の上にある。床を岩がん盤ばんごとぶち割ったから、遺跡全体が崩壊し始めたんだ」

「な、何でそんなことしたのよ！」

　亀裂はさらに、柱、天てん井じようへと広がっていった。

「ひい～っ！　崩くずれる～っ！」

　天井とそれを支えるアーチを構成していた大石が、次々と落下する。

　リガースであった不定形生物の上にも巨大な岩が落ち、粘ねん膜まくを破って原形質を四し散さんさせた。

　だが、アメーバ状の体成分が再生不可能なほどに細かくなって飛び散る寸前、その体表に苦く悶もんの表情を浮かべる顔形が浮かび上がった。

　それは、紛まぎれもなくリガースのものだったが、リックにはふとそれが、弟ヤイルやヤズミナの顔と重なって見えた。

　ヤイルは王座を、ヤズミナは屈くつ辱じよくへの復ふく讐しゆうを、そしてリガースは禁断の知識とそれがもたらす力を……。

　求めるものは違っても、彼らはみな、その目的のために自らの魂たましいを闇やみに染めて、死んでいった者たちだった。

（私は……そうはならんよ）

　リックはリガースの温ぬくもりを感じながら思った。

「……眠れ、亡ぼう霊れいたち」

　剣士はかつて〝将軍〟だったものに別れを告げると、ピュティアたちとともに出口めざして走った。

　リガースの破片は、瓦が礫れきとともに深い暗闇の中に飲み込まれてゆく。

　轟ごう音おんが鳴り響き、白い砂煙がすべてを包み込み、やがて、死の世界のような荘そう厳ごんな静せい寂じやくが一帯を支配した……。







　終章　報ほう　酬しゆう







　黒くろ瑪め瑙のう宮きゆうは、砂の海に没ぼつした。

　六百年間、聖エグランティーナの想おもいと古代の知恵を宿していた広大な遺い跡せきは、その姿を永久に地上から消した。

「……ぶはっ！」

　ピュティアは半なかば砂に埋うまっていた顔を上げた。

「死ぬかと思った～！」

　起き上がった少女はあたりを見回し、リックの姿を求める。

　しかし、東西南北どちらの方向を見ても果てしなく続く砂さ丘きゆう。

　足元に醜みにくく転がるダル・ハー以外、人の姿はない。

「……いない。リックがいないよ！」

　ピュティアはダル・ハーを蹴けり起こす。

「起きな、この卑ひ怯きよう者もの！　ほら、起きろったら！」

「……うげっ！　ペッペッ！」

　ようやく賞金稼かせぎも目を覚ます。

「ふう、助かった」

「助かった、じゃないよ！　リックが、リックが見つかんないんだ！」

「おっちんだか？……噓うそです、噓」

　ピュティアがナイフを抜くのを見て、ダル・ハーは両手を上げる。

「探すんだよ！　絶対近くにいるはずなんだから！」

　少女はそう言って、まわりの砂を手で掘ほり返し始めた。

「リック、待っててね、今、助けるから！」

　自分が搔かいた砂を頭から浴びながら、ピュティアは忙いそがしく手を動かし続ける。

「リック、リック、リックーッ！」

「……何をしている？」

「決まってんじゃないか！　リックを……」

　ピュティアはハッと顔を上げた。

　眼前の砂丘の上に、黒馬を引くリックの逆光のシルエットがあった。

「……うわ～ん！」

　ピュティアはどっと涙をあふれさせて砂丘を駆かけ登り……、いや、駆け登ろうとして、コケた。

　リックは砂丘を滑すべり下り、少女を起こす。

「世せ話わの焼けるやつだ」

「馬ば鹿かあ！　埋まっちゃったかと思ったじゃないか！」

「馬を探していた。……私が約束を破ると思ったのか？」

　ピュティアは強く頭を振って、胸にしがみついた。

「……じゃれるのは構わんがね、お二人さん」

　ダル・ハーは咳せき払ばらいをした。

「そろそろお宝を分けねえか？　何しろ命がけで稼いだもんだからな、早いとこ拝おがませてくれや」




　リックたちは持ち出せることのできた財宝を集めた。

　金貨や宝ほう飾しよく品ひんがしめて七袋。それに、ようやく担かつげる程度の黄金の像がひとつ。

「重さからすると、金貨四袋ほどか」

　リックが像を持って確かめる。

「ちょいと、ここはあたしが仕切らせてもらうよ」

　金きん髪ぱつを搔かき上げて、ピュティアがしゃしゃり出た。

　それから長い時間をかけて、ダル・ハーとピュティアは唾つばを飛ばし合い、罵ののしり合って分け前を決めた。

　リックは金貨と宝飾品合わせて四袋。

　ピュティアは三袋。

　そして、ダル・ハーは黄金像を取った。背負うとズッシリと重い黄金像を手に入れて、ダル・ハーはホクホク顔だ。

「……では、出発だ。ピュティア、乗れ」

　リックは馬の背に分け前を積み、鞍くらにまたがると少女の腕を引いて後に乗せた。

「さらばだ、ダル・ハー」

「ああ、またな……と、待てい！」

　別れを告げかけて、この時ダル・ハーは重大なことに気がついた。

「……俺の馬は？」

「馬？」

　リックは肩をすくめた。

「残って待っていたのは私の馬だけだ。あとは逃げた。湧ゆう水すい地ちまで行けばいるだろう」

「湧水地まで、馬でも丸二日はかかる！」

「歩いても四日で着く」

「僕はこの像を担かつぐんだぞ！」

「気の毒に」

「水なしでか？」

　ダル・ハーはもうほとんど泣きそうである。

「悪いが皮袋はひとつしかない」

　リックは黒馬を進ませた。

「の、乗せてくれ！」

「三人は無理だ」

「いいことがあるよ」

　ピュティアがニッと笑った。

「その像をおいてきな。そうすれば湧水地まで十分着けるって」

「んなことできるかよ！」

「そう？　残念だね」

　少女は肩をすくめ、黒衣の剣士の腰に手を回した。

「さあ！　リック、どこに行こうか？　バールベクに戻る？　それとも、南のミシュハバードにでも足を伸ばす？」

「お前が決めろ、相あい棒ぼう」

　リックは答える。

「相棒か……」

　ピュティアは彼の背中に頰ほおを寄せた。

「それって、悪くないねえ」

「待て！　待ちやがれ！」

　ダル・ハーは黄金像を担いだまま、リックたちの後を追う。

　だが、馬上の二人との距離は開く一方だ。賞金稼ぎはとうとう像を放り出し、息を切らせて砂の上に膝ひざをついた。

　黄金像は流れるように砂丘を下まで滑すべり落ち、砂の中に没した。

「俺を見捨てないでくれ～！」

　髭ひげづらの賞金稼ぎは、声を裏返して懇こん願がんする。

「じゃあね～！」

　手を振る二人の姿は、地平の向こうに消えた。

「……ちっくしょ～！」

　ダル・ハーはフラフラと立ち上がると、吠ほえた。

「汚きたねえぞ！　覚えてやがれ、フレオリィーック！　今度あったら、必ずぶっ殺してやるからな！　いいか、必ずだ！　首ぃ洗って待ってろよ！　この、バッキャロ～ッ！」




　　　　＊　＊　＊




〝将軍〟リガースが眩げん惑わくの砂さ漠ばくで消しよう息そくを絶ったことにより、バールベクの街は代官不在の状態となった。

　しかし、アルダーブルの太主アターベクオルデリスクは敢あえて新しい代官を派は遣けんすることなく、代官代理職として、三人の治ち安あん隊たい五十人隊長に共同で統とう治ちに当たらせた。

　その中の一人が、エツェルである。

　エツェルは剣の腕こそ上達しなかったが、文官としてのすぐれた統治能力を開花させ、太主の厚い信任を得た。

　やがて彼はオルデリスクの第三女を娶めとり、アルダーブルの宰さい相しようの地位にまで昇りつめるが、それはまだ先の話である。




　デア・アブノバの魔女の生き残りのうち、サンドリーヌはバールベクに戻り、薬くす師しとしての生活に戻った。この後、サンドリーヌの献けん身しん的てきな医療活動で、新市街に住む多くの貧まずしい人々が命を救われることとなるが、彼女の助手として働いた者たちの中に、ルディ少年の姿があったことはよく知られている。

　一方、ディディの方は街には戻らず、ウラルトゥでサンドリーヌと別れると、そのまま姿を消した。




　アマラは〝将軍〟の書状で報ほう酬しゆうを手に入れると、旅芸人の一座とともにバールベクを発たち、北へと向かった。




　ダル・ハー、ピュティア、そしてリックのその後については……。

　また別の機会に語られることもあるだろう。







　あとがき







　どうもすいません！

　前作『黄金の鹿の闘騎士』から、もう一年近くが経たってしまいました。

　いやあ、ディズニーランドにも行かず（でも映画は結構行ったかな？）に書いていたんですけど、何せ仕事が遅くて……。

　ともかく、ようやく仕上がりました。

　例によって忍にん耐たい強く付き合って下さった編集部のＭさんと、前回に懲こりずに素晴らしいイラストをつけて下さった沢田一先生には感謝、感謝です。

　そうそう、お便りをくれたみんなにも、感謝。みんなの意見や感想、これからの参考にさせてもらいます。今度もまた、お便り下さいね。

　今回初めて作者の本を手にする人も、どんどん意見を送って下さい。

　返事は（遅れるけど）なるべく書くようにしますから。




　と、いうわけで『氷刃のフレオリック』についてですが……。

　前作を読んで、なおかつ本編を読み終えたみなさんは、かなり違和感を覚えた人もいると思います。

　実はこの作品、エレネイという半島を舞台とした連作ヒロイック・ファンタジー、「月げつ蝕しよく紀き列れつ伝でん」の第一作目なのです。

　何故〝月蝕紀〟なのかは、おいおい明らかになっていきますが、列伝と名乗るからには何人かの主人公が登場します。

　もちろん、フレオリックはその内の一人ですが、列伝は彼の行動のみを追うものではありません。彼の登場しない、重要な事件が描かれることもあるのです。そして、それぞれの事件は密接に結びついて、最終話ですべてが明かされることになります。（実は最終話までの構想は、すでにほぼ完全な形でできあがっています。それでこんなに時間がかかったんですが）

　まあ連作とは言っても、各エピソードの事件はちゃんとその話の中で解決しますから、根気のない人もその点はご安心を。




　ここで、物語の舞台となっているエレネイという土地について少し説明しましょう。

（読まなくてもストーリーを理解するのにぜんぜん支障はないから、面めん倒どう臭くさい話がいやな人は読み飛ばしてね）




　エレネイは小さな都市国家の乱立する、南北に長い半島です。

　大きさはアラビア半島程度で、北部は高い山々がそびえる高山気候地帯、南部は一部に砂さ漠ばくを抱かかえた亜熱帯になっています。

　エレネイの各都市国家では、太たい主しゆ、または王を君主とする専制政治が行なわれており、都市国家を離れた地方では、貴族の大土地所有と農のう奴ど制によって維い持じされる荘しよう園えんに人口が集中しています。

　野心的な貴族が自分の荘園を街がい壁へきで囲んで都市を作り、太主の名乗りを上げることも珍しくはないようです。

　文化的には、いくつかの異なる基盤を持った文化が混在するという意味で、中世初期、レコンキスタ（分からない人は歴史に詳しいお兄さんかお姉さんに聞こう）以前のイベリア半島に近い雰ふん囲い気きがある、と言っていいでしょう。

　この時代、日用品や武器に使われる金属はほとんどが青銅です。北部では鉄鉱石も産出しますが、高い温度の炉ろが存在しないため、鉄製（または鋼鉄製）の武器は貴重品となっています。

　歴史、言語などについては次巻以降に、ということで……。




　それではまた、「月蝕紀列伝２」でお会いしましょう。

　できれば近いうちに……。




　付記１

　魔女たちが自分の組織を表わす時に〝カヴン〟という言葉を用いていますが、これを〝輪〟と訳したのは作者の独断です。普通は〝集会〟と訳されているようです。（『サスペリア』というホラー映画の中で、魔女の専門家がヒロインにカヴンについての説明をするシーンがあります）




　付記２

　物語の中盤でエツェルが使っている盾たては円形盾ターゲット、後半で傭よう兵へいたちが使っているのは円盾アスピスです。

　円形盾は木や皮を重ねた、やや小振りの軽い盾で、接近戦に適したものです。

　円盾は青銅製の大きめの盾で、防御力は高いものの非常に重く、素早い動きを要求される戦いには向きません。

　ただ今回の戦いのように、盾で相手を押しつぶしたり殴なぐったりするような場合にはちょうどいいかも知れません。




　付記３

　今回の使用ＢＧＭは、クラナドの『マジカル・リング』、ペンドラゴンの『ザ・ワールド』、ロリーナ・マッケニットの『ザ・ヴィジット』、サントラ『コナン・ザ・デストロイヤー』、そしてまたまた、笠原弘子さんの『サーガ』、および『マドリガル』でした。




　付記４

『黄金の鹿の闘騎士』と「月蝕紀列伝」の関係については、また別の機会に。
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